




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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　こんな偶ぐう然ぜんってあるだろうか？

　願ってもいない有り難がた迷めい惑わくな偶然だけれど……。

　それでも私はこの偶然に嬉うれしさと哀かなしさとを同時に感じてしまっている。




　私の名前はごく平へい凡ぼんな名前だ。

「おーい、木き村むらー」

「「はい」」

「！」

「！」

　ふたり同時に返事してしまった。

「あぁ、悪い悪い。このクラスには木村がふたりいたか。えーっと『木村なお』」

「「はい」」

「!!」

「!!」

　またふたり同時に返事してしまった。

「あぁ～そっか、お前ら同どう姓せい同名だったか──えっと、女子の方の『木村菜な緒お』」

「あ、はい」

「──ったく……紛まぎらわしいなぁ」

　廊ろう下かにいる先生の元に行く時に聞こえた『木村尚なお』の呟つぶやきがやけに心に刺ささった。

　私だって好きでこの名前になったんじゃない。

　──しかも……。




（初めて好きになった人と同姓同名ってどういう偶然よっ！）




　名前を知る前から好きだった。

　初めはちょっとカッコいいなって印象だったけれど、同じ名前だって知ってからますます気になってしまって──。

　後は坂道を転がる様に気持ちは大きくなっていった。

（彼は私の事をどう思っているのだろう）

　それなりに話しているから嫌きらわれてはいないと思うけれど……。

　なんとなく日々、そんな事を考えてしまう私だった。




「おい、待てよ！」

「！」

　ある日の放課後、昇しよう降こう口を出てすぐ、急に腕うでを摑つかまれた。

「な、なんですか!?」

　知らない男子が私をすごい形相で睨にらんでいた。

「なんでずっと無視してるんだよ」

「は？」

　何を云いっているのか解わからない私はただ呆ぼう然ぜんと其その男子の顔を見ていた。

「ずっと手紙、下げ駄た箱ばこに入れてたのになんで約束の場所に来ないんだよ！　馬ば鹿かにしてるのか!?」

「！」

　いきなり平手が私目がけて振ふり下ろされる。




　恐きよう怖ふで目をつぶった。

　──だけど痛みは来なかった。

　恐おそる恐る目を開けると、そこには男子の腕をガッシリ摑まえている木村くんがいた。

「な、なんだよ、お前！」

「木村尚だけど」

「はっ!?　何言って」

　瞬しゆん間かんバサバサッと数通の封ふう筒とうが私たちの前にばら撒まかれた。

「!?」

　それを見た男子の顔色はサーッと青ざめた。

「あんたさぁ、本当にこいつの事が好きならちゃんとこいつの下駄箱に手紙入れろよ。こっちはずっと迷めい惑わくしていたんだ」

「な……何……」

　どうやらこの人は私じゃなく木村くんの下駄箱に手紙を入れていたようだ。

　今度は真っ赤になりながら封筒をかき集めていた男子に木村くんは続けて云った。




「──っていうか、木村菜緒は俺のもんだ。今後いっさい手を出すな」




（え!?）

「く、くそっ！」

　木村くんの爆ばく弾だん発言に私が呆然としている間に男子は足早に行ってしまっていた。

「……き……木村……くん」

　かろうじて名前だけ呼べた。

　そんな私をジッと見て木村くんはひと言だけ呟いた。

「……名前、知る前から好きだったんだよ」

「！」

　同姓同名って行動まで似るんだろうか？

　そんなどうでもいい事を今、考えてしまった私だった。




　私たちはそれを知らずに恋こいをした。
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　彼とはただのクラスメイトだった。

　……昨日までは。




　それが他ほかの男子より頭一つ飛び出して、私にその存在を意識させたのは今朝の出来事。

　場所は玄げん関かん。

　彼は靴くつを上うわ履ばきに履き替かえていた。

　外靴を靴箱に入れる後ろ姿。

　クラスメイトといっても、別に挨あい拶さつを交かわすほど仲が良かったわけではない。

　その時も、特に何か話しかけるつもりなんてなかった。

　でも落ちていたのだ、自転車の鍵かぎが。

　だから何気なく声をかけただけだった。

「あ、もしかしてこれ新につ田たくんの？」

「へ？　あ……あ、そう。サンキュー」

　そう言って、笑う彼に私も良かったと鍵を渡わたす。

　カラビナに自転車の鍵と家の鍵らしいものを二つ連ねたシンプルなもの。

「これないと帰れないところだった。ありがとな」

　刹せつ那な。

　ふわっと彼の手が私の頭の上に乗った。

　微かすかに触ふれた指先の感かん触しよく。

　人生で初めて……。

　お父さんやお兄ちゃん以外の男子に頭をなでられた。

　その瞬しゆん間かん私の身体からだ中に走った衝しよう動どうといったら!!

　瞬時に焰ほのおが体内を駆かけめぐったかのように熱い。




　今までそんな経験がなかったのは、たぶんこの身長のせいだ。重宝されるのは部活の時と高い所の荷物を取る時だけ。

　１７２センチのこの身長といかり肩がた、それにベリーショートの髪かみ型がたのせいで、今までまともに女子扱あつかいなどされた事もない。

　それなのに、こんな大女にまるで小こ柄がらの女の子にするみたいに軽くなでる。

　それだけ新田くんも背が高かった。

　男子全員が私より背が高いわけではない。

　中にはこんな大女に近寄って欲しくない人もいる。

　だから、あえてこちらから関かかわりなど持つ事もなかったから、尚なお更さら男子と関わる事に免めん疫えきなどなかった。

　なっ、なでなでって……。

　恥はずかしさに頰ほおが火ほ照てる。

「あ、うん。良かった……」

　返した言葉に少しだけ動どう揺ようが混じった。

　それが伝わらないようにとさらに言葉を継つぎ足す。

「ヨカッタヨカッタ」

　心臓の速さに気付かないフリをして無理やり靴へと意識を向ける。

　いつものように靴を履き替えるため、靴箱から私は上靴を出して床ゆかに落とした。

　靴飛ばしの天気占うらないでいうところの雨と曇くもりの形をした靴を足で直しながら履く。

「っぷ、広ひろ崎さきって思ってたよりガサツなんだな」

「え？」

「女子でもそんな履き方すんのな」

「あ……」

　笑いながら去っていく彼の後ろ姿を見送る。

　はい、確かに家族からはガサツとよく言われておりマス。

　彼に笑われた事が急に恥ずかしくなってさらに落ち着いた体温が再び上じよう昇しようして耳まで熱を帯びた。

　デカくてガサツだなんて、そりゃあ彼氏もできないはずだ。

　こんな事ならもう少しおしとやかさを身に付けておくべきだった。

『お前みたいにガサツな奴やつ、一生彼氏できんわ』

　今さら兄の言葉が突つき刺ささる。

　別に新田くんに好かれたいわけでなく、男子にガサツと笑われた事がたぶん私の中では結構ショックだった。




　彼の席は廊ろう下か側の一番後ろ。

　廊下側の席は入り口に面してるから五列しか席が無く、私はさらにその二列後ろの窓側の席。

　新田くんは背が高いせいか、私の席からは彼の後ろ頭が良く見える。

　その日の授業中何度も、その後ろ姿に目が漂ただよっては朝の言葉が浮うかび上がった。

『思ってたよりガサツなんだな』

　何度も繰くり返される彼の声に、恥ずかしくて身み悶もだえしそう。

　できる事なら言い訳したい。

　確かにガサツなところもありますが、でもこう見えてちゃんと料理だって作れるしお裁さい縫ほうだって苦手ではないデス。

　こんな大女でガサツ女ですが、ちゃんと女子してます！　って……。

　でも、そんなのわざわざ私に言われたところで彼も困こん惑わくするに決まってる。

　弁解の余地すら与あたえられないのか。

　ため息をついては視線をノートに落とす。

　ガサツ、かあ。

　そう認にん定ていされちゃったな。

　そしてまた黒板を見たついでに彼の背中に視線が泳ぐ。

　言い訳したい。

　でも、されても困るか、とまた同じ事がぐるぐる巡めぐっては再びノートに落ちた視線。

　せめて明日からは、このガサツさをなんとかしよう。

　心に誓ちかう六時間目の数学。

　眠ねむ気けを飛ばすために窓の外に流れる雲を眺ながめた。




「おはよう」

「……あ、おはよう」

　正直驚おどろいた。

　今までも何度か玄関で一いつ緒しよになったことはあったけれど、朝の挨拶を新田くんと交わしたのはこの日が初めてだった。

　良かった、と安あん堵どする。

　今日はちゃんと丁てい寧ねいに靴を揃そろえてから履いていた。

　チャリっと音を鳴らして彼が鍵をポケットにしまい込む。

「今日も自転車で来たの？　雨降ってたよね？」

「ああ。でもバスで来んの面めん倒どう臭くさいから。少しくらいなら濡ぬれても平気だし」

「少し、ではないけどね。良かったら、これ使って？」

　カバンからタオル地のハンカチを取り出して彼に渡した。

　髪かみにも肩かたにも雫しずくがついたままだった。

　……が、出してすぐに後こう悔かい。彼にとってはこんな大女からの小さな親切は有り難がた迷めい惑わくだったか。

　考え無しの行動を反省……する前に、そんな考えを吹ふき飛ばすくらいに爽さわやかな笑え顔がおがすぐに返ってきた。

　そりゃあ、モテるはずだわ。

「……サンキュ。なんだ、広崎。ガサツなトコもあるけど、結構女子だな」

　いたずらっ子のようにクヒヒっと笑ったかと思うと、彼の右手が私に伸のびてきた。

　それは一いつ瞬しゆんの出来事。

　くしゃりとなでられた余よ韻いんをわずかに残してその手はスッと去っていった。

「明日返すから」

　こちらの動揺など知る由よしもなく、固まる私を置いて彼はあっさりとクラスに向かう階段へと歩み始めていた。

　呼吸を整えるために深呼吸一つ。

　あーあ。

　やはり、ガサツ認定されていたか。ハズカシイ。

　なでられた所をなでながら、小さな自じ嘲ちようがもれ出た。




「広崎、今帰り？」

「あ、うん。新田くんも？」

　部活が終わって人ひと気けのない玄げん関かんは薄うす暗ぐらい。

　昼間と異なる静かな空間に二人の声が響ひびく。

「バスケ部も今週末大会だって？」

　新田くんが靴くつを取り出しながら聞く。

「うん、そう。バレー部も？」

「そ。広崎もレギュラーなんだってな？　すごいじゃん、三年も多いのに」

「まあ、私背が大きい方だからね、それだけだよ」

「何言ってんだよ、努力してたんだろ。お前の事ちゃんと見てる奴やつがいるんだから自信持てよ」

　ハッとして彼を見る。

　実は、努力、してる。

　選ばれなかった三年の先せん輩ぱい方に陰かげ口ぐち叩たたかれた事もあるけど絶対にそんなのに負けないと、土日は親友の優ゆう華かに付き合ってもらいながら朝早くから練習していた。

　彼の言葉の温かさに頰ほおが緩ゆるむ。

　照れを隠かくすように私も尋たずねた。

「新田くんこそどうなの？　試合出られそう？」

「何だよ知らないのかよ」

　残念そうに彼が言う。

　同じ体育館を使っていても真ん中は緑のネットで仕切られている。部活が異なれば相手の事など全くわからない。




「……ごめん」

「まあ、俺もこの身長だからな。レギュラー」

「そっか、良かったね。お互たがい頑がん張ばろうね」

「こっちは第一試合から強きよう豪ごう校だけどな」

「うわ、大変。せめて一つくらい勝ちたいよね」

「いや、一つどころか……一応俺らの目標全国大会出場だから」

「え？　バレー部ってそんな強いの!?」

「失礼だな。これでも前回の大会だって全道大会行って四強まで入ったんだぜ？　先月の朝礼で入賞した報告会したの覚えてないか？」

　………。

　朝礼って、なぜかいつも眠ねむくなる。

　たぶん校長先生のあの穏おだやかな口調がいけない。

　低音の優やさしい話し口が絶ぜつ妙みようで子こ守もり唄うたと化す。

　それが最初にあるんだもん、その後のことなどさらに深い眠りの中。

　だから全く記き憶おくにゴザイマセン。

「そう、だったね。はは、ゴメンゴメン」

「お前……それ絶対覚えてないだろ？　寝ねてたんじゃねえの？」

　バレたか。

「……スミマセン」

「ひっでぇ！　今度の結果報告は聞いてろよ？　ちゃんと聞いてたか後で確認するからな！　じゃ、また明日！」

　満面の笑みで人の頭をグシャグシャッと乱暴になでていく。

　人の髪を乱しておいて、ずいぶんと楽しそうに笑う。

「何よ、全く……」

　つい、私にも笑みが移った。




「はよ」

「あ、おはよう」

「昨日のハンカチ、サンキュ」

　ポケットから差し出されたそれ。

　思わず私の口元が緩む。

「新田くん……さ、今日はタオルとかちゃんと持ってきたの？」

「いや、別に。何で？」

「……なら、今日も貸そうか？」

　今朝は昨日より雨あま脚あしが強かった。

　それなのにまた今日も自転車だったらしい、とその姿が語る。

　私のハンカチはそのまま彼の手に戻もどった。

「はは、悪いな。サンキュ」

　彼にとって、余よ程ほど私はなでやすい高さなのか。

　雨の匂においが混じった制服の袖そで口ぐちが近付いてきたかと思うと、ポンポンと頭を軽くなでてまたすぐに引っ込んで行く。

　小さい笑みを返した時にはもう、後ろ姿。

　何事もなかったかのように、そのハンカチで髪についた雫を軽く押さえて拭ふき取りながら歩いていく。

　その背中を今日は昨日よりも長く見ていた。




　古文の授業は割と好きだ。

　特に和歌が好き。

　先生の話を頰ほお杖づえをつきながら聴く。

　限られた言葉の中に詰つめ込まれた恋こいの歌。

　昔も今も変わらない恋の悩なやみ。

　先生が黒板にカツカツと音を響かせながら文字を書いていく。

　その後ろ姿にあった視線が、滑なめらかに彼の背に滑すべり着く。

　黒板の文字をノートに書き写しているのだろう。

　背中を曲げ窮きゆう屈くつそうに座りながら、顔が上がったり下がったりを短い間かん隔かくで繰くり返す。

　その彼も、今誰だれかに恋をしているのだろうか。

　頰杖をついてじっと見入る。

　ふわっと乗った彼の指の感かん触しよくと、その直後に私の体内を巡めぐった熱量が瞬しゆん時じに思い出される。

　頭なでなで、って……。

　それを好きでもない女にするなんて、天然タラシか。

　無意識になでられた場所へと指が動く。

　きっと、彼にとっては私の頭をなでる事など些さ細さいな事過ぎてどうでも良い事なのだろう。

　そんな事知ってる。

　でも、私はそのせいであの日からずっとモヤモヤしている。

　私一人が驚おどろいてドキドキして、落ち着かなくてモヤモヤが募つのる。

　本人はそのつもりもないのだろうが、勝手に私の中に入り込んで気持ちを搔かき乱す。

　それに軽く苛いら立だっているのだ。

　ボンヤリと窓の外へと目を移した。

　飛行機雲が伸のびて行くのを目で追う。

　そして……また。

　ふ、とした瞬しゆん間かんに思い出すのだ。

　彼の指の感触を。

　私はモヤモヤしながら、その感触が微かすかに残る部分を自分の右手でそっと拭ぬぐう。

　早く消えて無くなれと、そう思いながら。




　今まで味わった事のないこの感情。

　モヤモヤとかシクシクとかドキドキとか。

　色んな感情が忙せわしなく襲おそい掛かかる。

　それがとても落ち着かない。

　この感情に名が付かないからまたモヤモヤする。

　最近恋をしている親友の優華が言っていた。

　好きな人を想おもうだけでドキドキして楽しくて、フワフワと幸せな気持ちになると。

　私のは、確かにドキドキはするけど楽しいとか幸せとかではなく、モヤモヤ。

　だから少なくともこれは恋ではないという事だけはわかる。

　穏やかだった私の日常が、彼の気き紛まぐれで崩くずれていく。

　彼の事を考えると余計にまたモヤモヤするから考えないようにするけれど、休み時間になって声が聞こえれば自然に耳が反応してしまうし、授業中だって気付けば目が勝手に後ろ姿を追っていた。

　なんだか、すごく悔くやしい。

　彼の考え無しの行動のせいで、私一人がモヤモヤだなんて。




　だから、次の日の朝。私は行動に移した。

　だって、私一人がモヤモヤしているだなんてクヤシイじゃない。

　彼にもこのモヤモヤを移してやる。

「新田くん、おはよう」

「ああ、はよー。あ、昨日のハンカチ悪い、忘れてきた」

「いいよ、急がなくて。いつでも大だい丈じよう夫ぶ。あ、髪かみにゴミついてるよ。取ってあげるから屈かがんで」

　言われるままに膝ひざを曲げて私の前に頭を突つき出す彼。

　疑うことを知らない、素す直なおな人。

　ゴミがついてるなんて、実は噓うそ。

　私のようにモヤモヤすればいいと練りに練った計画。

　それを現在決行中。

　ゴミを取るふりをして、髪の毛をそっとなでる。

　どうだ参ったか。




　………！

　思ったよりも柔やわらかい髪が絡からんできて、ドキッとしたのは私の方だった。

　慌あわてて彼に触ふれた指先を引き抜ぬいた。

　落ち着いて考えてみたら、異性の髪に触れるなんてこの行こう為いは結構恥はずかしい！

　新田くん、今までよく私に出来ていたな。

　今さら気付いたがでも、もう遅おそい。

　一気に顔が火ほ照てる。

　私は彼と目も合わせられず、逃にげるように背を向けた。

「と、取れたよ。じゃ、私先に行くから」

　この心臓のドキドキは、今階段を駆かけ上がっているから。

　決して恋などではない。

　だって、嬉うれしくも楽しくもない。

　フワフワもしない。

　ただ心臓がやかましいだけ。

　教室に駆け込み机に突っ伏ぷして呼吸を整える。

　落ち着け、落ち着けと心の中で唱えながら。

　そして、答えに至る。

　ああ、そうか。

　彼にとって私は、異性認にん定ていされていないということか、だからあんなに気軽になでてくるのかと。

　私ばかりがまた、モヤモヤに覆おおわれていく。




　振ふり回されるのに少し疲つかれて、私は彼に会わないようにするという選せん択たく肢しを選んだ。

　翌朝はバスを一本遅くすることにした。

「はよ。今日は遅かったな。もしかして寝ね坊ぼう？」

　そう言って笑いながら、上うわ靴ぐつを靴箱から出してボタボタと落とす新田くん。

　会わないようにしたはずが、今回は裏目に出たか。

　流石さすがに無視は出来かねる。

「……おはよう。新田くんも遅かったね。そっちこそ寝坊でしょう？」

「バカ、ちげーし」

　あ……。

　ためらいなく、当たり前のような手付き。

　彼の指が私の髪をクシャリとなでてまた去っていく。

「ほら、急ごうぜ。予よ鈴れい鳴ってる」

「……う、ん」

　私は、一人階段を駆け上がる彼の後ろをゆっくりと上っていく。

　勘かん違ちがいしてはいけないから。

　吊つり橋効果みたいに、階段を上ってドキドキしてるのを彼を好きでドキドキしてると自分の脳みそに思わせたくない。




「おい、何してんの？　早く行くぞって」

　ついてこない私を気にしてか、わざわざ上から戻もどってきた新田くん。

　こんな大女でガサツ女の私にまで……。

　誰だれにでも優やさしいんだなぁ、と感心。

　背、高いし。

　顔もまあまあ。

　あ、笑った顔可愛かわいいよな。

　私にまで優しいんだから、きっと誰にでも優しいんだろう。

　それに話しやすいし……などとのどかに考えていた。

「ほら、行くぞっ」

「え!?　あっ！　きゃっ」

　私の手首を摑つかみ階段を駆け上がる。

　速い速い。

　転ばないようにと、全神経を研とぎ澄すます。

　一段飛ばししないと追いつかない速さ。

　教室の手前で放された手。

　摑まれていた部分に彼の熱が残ってジンジンと熱い。

「良かったな、間に合って。明日は寝坊すんなよ」

　そう言って、当たり前のようにくしゃりと私の頭を一なですると、何事もなかったかのように教室へと入っていった。

「寝坊なんかじゃ、ないのに……」

　ガサツに加えて時間にだらしない女と思われただろうか。

　最低だな。

　でも、わざわざ言い訳する程ほどの仲ではない。

　また一つ、モヤモヤが増えていく。




「はよ」

「……おはよう」

　翌週、結局いつもの時間のバスに戻した。

　先に言っておくが彼に会いたいからではない。

　時間にだらしないと思われるのが癪しやくだから。

　かといって一本早いのだと早すぎる。だから戻しただけ。

　なかなか上手うまくいかないものだ。

「広崎……なんかあった？」

「え？」

　不意打ちで顔を覗のぞき込まれた靴箱の前。

　ずいぶんと近い距きよ離りで目が合い、びっくりする私。

「今、ため息ついてただろ？」

　原因は君ですけど、とは言えない。

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。何でもない。別に大した事じゃないから気にしないで」

　本当は言いたい。

　このモヤモヤは全部君のせいだから、明日からは私にかまわずそっとしておいて、と。

「もしかして何か悩なやんでるのか？　相談に乗ってやろうか？　たとえば……恋こいの悩みとか、ない？」

「……残念ながら」

　初恋らしい初恋もまだだ。

　できる事ならそろそろそんな甘い悩みを経験してみたいものだ。

「え？　マジで？　あれ……変だな」

　下を向き何かを考えこむようにつぶやく。

「本当に、何か悩んでないのか？」

「……別に、何も」

　そんなに誰かの人生相談にでも乗りたいのだろうか。

「本当にか？　本当に恋の悩みとかないのか？」

「うん。別に今、恋してないし」

「え!?　噓うそだろ？　ホントは？　ホントはしてんだろ？」

「……いや、全く」

「え……だって……。ドキドキとか、キュンキュンとか最近なかったか？」

　確かにドキドキはしたけど、でも私のはモヤモヤの方が大きい。

「キュンキュンなんて全くない」

「じゃあドキドキは？」

　今朝はずいぶんと食い付いてくるな、と段々私の顔が怪け訝げんになっていく。

「……どっちかっていうとドキドキよりも、モヤモヤの方が大きい、かな」

「え？　モヤモヤ!?　何だよモヤモヤって……っかしいな……」

　ブツブツつぶやく彼。

「何？　さっきから」

「……いや、ネットでさ」

　真しん剣けんな表情で彼が言ってきたので私も真ま面じ目めにうんうんと聞く。

「好きな子の頭毎日なでていたら、その子も自分の事好きになってくれるって書いてあったから……」

「へぇー」

　と感心してから、ある事に気付く。

「……って、ちょっと待って。それって、もしかして……私で実験してたって事!?　ひどいっ、大女ならからかっても傷付かないと思ったの？」

　自分で放った「大女」に傷付いて声に涙なみだがにじむ。

「え？　ち、ちょっと待って！　違ちがう、誤解だって！　何でそうなる!?　ちゃんと話聞いて」

「イヤだ！　聞かない！　だってヒドイもん。それでもし、私が新田くんの事好きになってたらどうするのよ。困るでしょう？　遊び半分でそんな実験しないでよ、バカっ!!」

　私は捨て台詞ぜりふを彼にぶつけて踵きびすを返した。

「待てって！　実験じゃない。どっちかっていうと『頭なでなで大作戦』だ！」

　後ろで叫さけぶ彼。

　何その変な作戦名……。

　つい足が止まって彼を振ふり返ると、真っすぐな瞳ひとみをこちらに向けていた。

　じっと見み詰つめられて居い心ごこ地ちが悪い。踵を返して階段を二段上り、彼の顔は見ずに答えた。

「からかわれるの嫌きらいだから。今度からそういうのは本当に好きな人にだけして」

　大女なら傷付かないと、本当にそう思ったのだろうか。

　モヤモヤに悲しみが加わる。




「だから、そうしてるだろ。最初から」

　階段を上る私の足がピタリと止まった。

　彼の真剣な声に恐おそる恐る振り返る。

「まさかモヤモヤさせてたとは思わなかったけど、でも俺……広崎しか頭なでてないぜ。この意味、わかるよな？」

「えっと……それって……」

　私しかなでていない、って事は……。

　つまり、それは……。




『好きな子の頭毎日なでていたら、その子も自分の事好きになってくれるって』




　その言葉の意味がゆっくりと繫つながっていく。

　その途と端たんに体温上じよう昇しよう。アワアワと気だけ焦あせって言葉がうまく出てこない。

「も、もしかして……新田くんは私の事……好き、ってこと？」

　はぁぁーっと深いため息をつきながらその場にしゃがみ込む彼。

　大きな身体からだを小さくたたんで、顔まで隠かくす。

「くっそ、作戦失敗だわ。普ふ通つう、頭なでられたらキュンとかなんないのかよ」

　つぶやく声がダダ漏もれていて、思わず苦笑いが込み上げてくる。

　だって男子に頭なでてもらうの初めてだったんだもん。

　キュンとかそんなの、よくわかんない。

「すみません、普通じゃなくて」

　一応彼に謝ってみる。

　階段を下りていき、中々顔を上げない彼の隣となりに私もしゃがみ込んだ。

　大きいのが二人階段の手前を占せん拠きよ。通りすがりの生徒がいぶかしそうに、こちらをチラチラ見ている。

「新田くん、怒おこってる？」

　まだ上がらない頭をそっとなでた。

　髪かみに触ふれたのは二度目。

　柔やわらかな髪は前と同じように私に絡からみつく。

　ゆっくりと……もう一度、頭をなでる。

「で？　返事は？」

　さらに頭を上げて出来た隙すき間まから目だけを覗かせて、彼がすねながら聞いてくる。

　どうしよう、私……。

　彼のことが愛いとしくて、今、凄すごく……フワフワしてる。







[image: 非常時以外は開けないでください　寝癖]
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「お前のことが好きだから付き合ってほしい」

　窓の外から照り付ける陽ひ射ざしのせいか、内から湧わき上がる照れのせいなのか、克かつ也やの顔は火ほ照てっていた。

「お前が好きだ。ずっとそばにいてくれないか」

　二人だけの音楽室では克也の声は虚むなしく壁かべに、絨じゆう毯たんに吸収されていく。

　それでも克也は続けた。

「お前のことが好きなんだ。俺と付き合ってください」

　克也の言葉を黙だまって聞いていた隆たかしが思わず口を開いた。

「いや、なんぼほど練習すんねん！　もうええやろノイローゼなるわ。何回も何回も」

　告白の練習に付き合わされていた隆はうんざりとしていた。

「アホか！　初めての告白やぞ！　これくらい練習せなどうすんねん！」

　これでも物足りないという気持ちで親友の隆に言い返す。

「そもそも告白の練習ってなんやねん。思ったことそのまま伝えな、そんな演技みたいなもんで誰だれが喜ぶねん」

「練習せんと、嚙かんだらどうすんねん！　話のオチと告白だけは絶対嚙んだらあかんねん！」

「じゃあ百歩譲ゆずって練習すんのはええわ。でもな……なんでずっと標準語やねん!?」

「お前はほんまアホやなぁ。亜あ美みは東京から来てんねんぞ！　万が一、大阪弁伝わらんかったらどうすんねん！」

「はぁ？」

「好きやねん付き合ってくれへんか？　『えっ？　やねん……ってどういう意味？』あっえっと、好きだからみたいな感じかな？　あのなんというか、亜美も俺のこと好きだったら、いいなみたいな……いや、なんでもないです!!　……ってなったらどうすんねん!!」

「なるかー!!　お前、大阪弁を異国の言葉やと思てんの？　ほんで万が一、それで伝わらへんようならそんな奴やつと付き合うな！　付き合えても、その後の会話が心配やわ！」

「その辺は愛でなんとかなるやろ!!」

「おぉ、お前の気持ちが強いのだけは伝わったわ」

　高二の初め、東京の高校から転校してきた亜美に、克也が一ひと目め惚ぼれをした事を知っているのは隆と、隆の彼女で亜美とも仲のいい美み香かだけだった。

　それから三ヶ月、たびたび隆に相談を持ちかけていた。

　そしてようやく来週、近くの河か川せん敷しきで行われる花火大会に四人で一いつ緒しよに行く約束を彼に取り付けてもらった。

　そこで亜美に人生初の告白をしようと考えていた。

　隆が考えた作戦はこうだ。

　隆と美香を二人きりにさせるために気を遣つかうフリをして、克也と亜美を二人きりにする、というものだった。

　ベタ過ぎるという反論に、こういう時は奇きをてらわずにシンプルな方がいいと彼は一いつ蹴しゆうした。

　こと恋れん愛あいに関しては隆の方が一枚も二枚も上うわ手てだったため、これ以上の反論は無意味だと諦あきらめた。
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　河川敷には屋台がたくさん並んでいる。

　まだ花火が上がる時間には程ほど遠とおいのに、すでに河川敷は人で埋うめつくされていた。

　四人で端はしから端まで、ゆっくりと歩いて何を食べようか選んでいる。

　その道中、亜美に伝えなければならない言葉を頭の中で反はん芻すうしていた克也は、食べ物どころではなかった。

　それは告白ではなく、隆大だい監かん督とくから割り当てられたセリフだった。

　中々切り出せない克也に向かって隆が目配せをする。

　意を決して亜美に近付く。

「なぁ、あいつら二人きりにしてあげへん？　俺らおったら邪じや魔まやろ？」

　棒読みに近いそのセリフを聞いた彼女が笑う。

　だが、克也の下手な芝しば居いに笑ったのではなく、内ない緒しよの作戦に興味を惹ひかれたらしい。

「いいね、その作戦。なんだかドキドキしちゃうね」

　そう言って笑う彼女にドキドキしたのは克也の方だ。

　隆と美香が屋台に夢中になっている隙すきに、克也と亜美は二人で違ちがう道に逸それる。

　これで、この人ひと混ごみの中で二組が再会するのは不可能となった。

「うまくいったね」

「そやな」

　うまくいくのは当然なのだが、二人で罪を共有したような気がして、克也は嬉うれしくなった。

「私たちもなにか食べようよ」

「じゃあ東京コロッケ食べよか」

「東京コロッケって何？」

「えっ？　亜美、東京から来たのに知らんの？」

「えー知らない、食べたいな。行こう」

　人混みの中、ゆっくりと屋台に向かう。

「これが東京コロッケ？」

「ほんまに知らんねんな」

「美味おいしい。初めて食べたよ。東京ではこんなの売ってないもん」

「ほんまに？　じゃあ東京コロッケちゃうやん」

「そうだね、大阪コロッケに名前変えてもらお」

「誰に言ったらええんやろ？」

「んー、府知事とか？」

「まぁまぁ大ごとやな、政治が絡からんでくるとは思わんかったわ」

　これがほんまのまつりごとやな、という言葉を東京コロッケと一緒に飲み込んだのは克也の好判断だったに違いない。

　二人が屋台に夢中になっていると、突とつ然ぜん、轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。直後、歓かん声せいが沸わき上がる。

「あれもう始まったん？　全然見えへん……」

　克也が言うのを搔かき消すように亜美は驚おどろいた顔をした。

「もう始まる時間なの？　屋台に夢中になり過ぎちゃったね。もっと見えるところに行こう？」

　慌あわてて人混みをかき分け、克也を近くにある自分達が通い慣れた学校に連れ出した。

「ここの屋上からだったらよく見えるはずだよね」

　亜美が階段を駆かけ上がる。

「あかんて、勝手に。見つかったら怒おこられるって」

　克也も後から付いていく。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。その時は一緒に怒られよ。ね？」

　屋上へと繫つながるドアには張り紙がしてあった。

「非常時以外は開けないでくださいって」

　克也がそう言うと、亜美は幼い子どもがいたずらを思い付いた時のように、

「花火大会は非常時でしょ？」

　と無む邪じや気きに笑ってドアを開けた。

「見て見て、すごい綺き麗れいだよ」

　とはしゃぐ彼女の隣となりで見ると、過去に何度も見た代わり映ばえしないはずの花火が、去年よりも一昨年おととしよりも克也にはずっと輝かがやいて見えた。
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「練習の意味は？」

「はい？」

「告白の練習や」

「はぁ、すいません」

「本番でやらんねやったら練習なんかやめてまえ!!　練習のための練習やったらいらんぞ!!」

「すいませんでした!!」

　花火大会翌日の音楽室では、名監督から熱血コーチへと変へん貌ぼうをとげた隆から克也への説教が止まらない。

「なんで告白せんかなぁ。二人きりでいい感じやったんやろ？」

「いや面めん目ぼくない。いざとなると言えんもんやなぁ」

「まぁでも、美香に聞いたら亜美も楽しかったって言ってたみたいやから進展はあったんちゃうか？」

　珍めずらしく落ち込む克也を見み兼かねて隆がフォローを入れる。

「ほんまか？」

　克也の顔が目に見えて明るくなる。

「でもな、亜美、人気あんねんから他ほかの奴やつに取られてもおれは知らんで」

「そうだよな」

「次はお前、一人でデート誘さそってどっか行ってこいよ」

「わかってるんだけどな、難しいよな」

「男やったら当たって砕くだけんかい」

「そうだよな。俺頑がん張ばってみるよ」

「そうやな。それはそうと……標準語やめろや！　気持ち悪いなぁ!!　何を一日で亜美の影えい響きよう受けとんねん」

「あぁわりいな」

「それを言うてんねん！　わりいてなんやねんムカつくなぁ」

「まぁまぁそうカッカすんなって」

「告白できひんかったくせになんでカッコつけれんねんこいつ」

　隆の前ではふざけている克也だが、亜美を目の前にするとどうしても緊きん張ちようしてしまう。

　好きだと言おうとするだけで、顔が紅潮しているのが自分でもわかる程に。

　このままではいけないことを克也は知っている。

　隆の言う通り亜美は人気があるから、取られてしまうかもしれない。

　それだけは絶対に避さけたい。想おもいを伝えて振ふられるならまだしも、他の奴に先を越こされるなんてことは許されない。

「よし！　今日帰りに告白してくるわ」

「いやそんな、ちょっとコンビニ行ってくるわ！　みたいな感覚で告白すんなよ」

「そんな軽い気持ちちゃうわ！　24時間いつでも近くに居てあげられる存在になりたいねん」

「コンビニにかけたつもりなん？」

「いつだって必要な物が揃そろってる。そんな便利な男に俺はなりたい」

「それは都合のいい男ちゃうんか？　コンビニにたとえたい気持ちが強過ぎて、自分を下げる形になってるで？」

「そんなことないわ！　俺の亜美に対する気持ちは、ボリューム満点、激安ジャン●ルやぞ！」

「コンビニちゃうやんけ！　気持ちディスカウントしてどうすんねん。もうええわ、それより告白のセリフ決まったんか？」

「当たり前やろ」

「なんて言うねん」

「あなたとコンビになりたいですって」

「ファ●マのキャッチフレーズ!!　あかんよそんなん。今はコンビニの話してたから伝わったけど、いきなりそれ言われてもキョトンやって」

「マジでか？　けっこう気に入ってたのにな」

「シンプルに好きです。でええから、あとはどうにでもなる！　がんばれよ！」
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　いつもはうるさいだけの蟬せみの声も、今だけは自分の鼓こ動どうの音を搔き消してくれているようで、克也にはありがたかった。

　亜美を連れ出す決意をする。

　一いつ緒しよに花火を見た屋上へ。

　授業が終わり、帰ろうとする彼女の元へ克也は向かった。

「亜美、ちょっと来て」

「どこに？」

「いいから」

　有う無むを言わせぬ克也の真しん剣けんな表情に、亜美は大人しく従った。

「ねぇ、どこ行くの？」

　先へ先へと歩を進める克也に向かって亜美が問いかける。

「屋上」

　克也が階段を駆け上がる。

「屋上って、勝手に入ったらダメなんじゃなかったの？　見付かったら怒られるよ？」

　亜美も後から付いていく。

「その時は、俺のせいにしていいから」

　二人は屋上へと繫がるドアの前に立つ。

「今日は非常時じゃないから入っちゃダメだよ？」

　昨日と同じように亜美が笑う。

　その顔がたまらなく愛いとしかった。

「お前のことが好きや。だからここで告白すんねん」

　そう言ってドアを開ける。

　あっ……、と克也が自身から出た言葉に驚おどろいて亜美の方を振り返ると、同じように驚いた顔をしていた。

　二人の間に短い沈ちん黙もくがおとずれた。

　真夏の陽ひ射ざしが二人を照らす。

「それは非常時だね……」

　と彼女は少し照れて笑った。
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「本ほん郷ごう先せん輩ぱい、美術部じゃないのにね」

　高校３年のお兄さんがいる萌もえちゃんが、先輩を見てそう言った。

「変わった人なの。お兄ちゃんは面おも白しろがってるけど」

　本郷先輩から大きく顔を背そむけて話す様子から、萌ちゃんがその先輩をあまり好いていないことが感じ取れる。

　だから私も、それ以上話を掘ほり下げようとは思わなかった。

　ただ。

「あっ、村むら上かみくんと南みなみ田だくん」

　萌ちゃんの明るい声から逃にげるように、つい、そのまま本郷先輩を凝ぎよう視ししてしまう。

　本郷先輩は、間ま違ちがいなく学ランを汚よごしながら、地べたに座りこんで写生していた。

　熱心というより無我夢中。自分だけの世界につかりきっていて、それは確かに変人の名にふさわしい様相だ。

　とは言え。

　他者の目など欠片かけらも気にせず、写生に没ぼつ頭とうしている本郷先輩の、一いち期ご一いち会え的瞬しゆん間かんに賭かけた真剣な姿は、そういう意味では美しい。

　本郷先輩の純じゆん粋すいな色が私の目には眩まぶしかった。




「ここに何の部活があんの」

　私などが視線を逸そらしていても、男の声はどんどん近付いてくる。

　あからさまに避さけるわけにはいかず、観念して私もそちらへ顔を向けた。

「あるわけないじゃん、こんな校舎の隅すみっこに。ちょっと通りかかっただけ。サボってるみたいに言わないでよ」

　萌ちゃんが高らかに笑った。彼女の声は明朗で裏を感じさせない。

　私自身に後ろめたい感情が渦うず巻まいているため、余計に、萌ちゃんの淀よどみない明るさにホッとする。

　村上くんと南田くんも萌ちゃんと笑い合っていて、そんな三人のやり取りを穏おだやかな気持ちで眺ながめる。

　しかし、成り行き任せの安易な安あん堵どは、脆もろくも崩くずれた。

「何か、良さそうな部活あった？」

　私の顔を覗のぞき込む南田くん。

　南田くんからの躊ちゆう躇ちよも屈くつ託たくもない接近に対して、勝手に過か剰じように反応してしまう。

　ここで私にできる誤ご魔ま化かしなど、乾かわいた笑いをもらす程度だった。

「これからテニス見に行くとこ。じゃ、またね」

　萌ちゃんが手を振ふるのに合わせて、二人は屋内へ入っていった。

　その後ろ姿を密ひそかに、しかしついしつこく見送りながら静かに息を吐ついていた私に、萌ちゃんは気がついたのか。

「好き、なんだよね？」

　足を踏ふみ出しながら何気ない感じで尋たずねられた。

「えっ、あのっ、好きってっ……そんな、何で……？」

　思わぬ急所攻こう撃げきに、つい声が上うわ擦ずってしまう。

「南田くんを意識してるよね？　今ごろ気付いてごめん」

「えっ、いやっ、私が……私こそ……ごめん」

「でも、何か避けてない？」

　知り合って一ヶ月も経たっていないけれど、彼女の清すが々すがしく生き真ま面じ目めでパワフルな正義感は私も理解している。クラスメートを避ける私に正当な理由を求めるのは、当然のコトだと思えた。

「あの……中学の時に付き合ってたんだけど……私が、交こう換かん日記を渡わたさなくて、そのままになっちゃって……」

「こーかんにっき？」

　私の言葉を繰くり返して呆ぼう然ぜんとする萌ちゃんの様子に、恥はずかしさが込み上げてくる。

　カップルの唯ゆい一いつのコミュニケーションが交換日記というのは、やはり異常なのだろうか。

　少し間を空けて、萌ちゃんがまた口を開いた。

「何で交換日記を渡さなかったの？」

　めげずに付き合ってくれる萌ちゃんの忍にん耐たい強づよさが尊い。

　そしてそんな萌ちゃんに、私のろくでもなさを打ち明けるのがツラい。

「他ほかの男の子と話しているのが聞こえちゃって……面めん倒どう臭くさいって……」

「何だソレ、酷ひどいなっ」

　明快に怒おこる素す直なおな萌ちゃん。

　彼女の眩しさを、私は直視できない。

　もちろん噓うそは全くない。事実の通りだ。ただ。

「本人と直接話したわけじゃないの。私がその後、勝手に南田くんを避けちゃったの」

「……後こう悔かい、してるんだ？」

　自己完結して一方的に強制終しゆう了りようしたことをとがめられる可能性ばかり考えていたため、苦しそうな表情を私に向けてくれる萌ちゃんの意図がなかなか読み取れない。

「南田くんとのコト、ちゃんとしたいんでしょう？」

「ちゃんと、なんて……そんな、でももう」

〝もう南田くんは、私のことなんて気にしてない〟

　浮うかんだ言葉が自分でも卑ひ屈くつすぎると感じて、最後まで発声せず、口を閉とざす。

「もう、終わったことだから」

「終わってないじゃん」

　萌ちゃんの瞳ひとみは、どこまでもまっすぐで強かった。

　そして、優やさしい。

「美み希きちゃんはまだ、引きずってるんじゃないの？」

　萌ちゃんの言葉に、愛あい想そ笑わらいで誤魔化すことはできなかった。南田くんに言い訳や謝罪をしたい気持ちは私にもある。

　ただ、わざわざそんなことを蒸むし返してどうするのだと諦あきらめている自信のなさはぬぐえない。

　それでも萌ちゃんの輝かがやきに触ふれることで、元気もパワーも湧わいてくる気がした。〝このままじゃ良くない〟と本当に思えてくるから不思議だ。

　南田くんへの告白も、やはり友達から沢たく山さんはげましてもらい、勇気をもらって何とかやり遂とげた。

　私自身は空っぽでも、私を支え引っ張ってくれる友達がいる。

　きっとまた、歩ける。

　まだ、進める。

　私は、蓋ふたをしていた南田くんとのコトに目を向けようと思い始めていた。




　　　　※　　※　　※




　本郷先輩は、今日は、桜の木を写生していた。

　桜の葉が繁しげり始めた様子を描えがいているのではない。桜の幹だけを、桜の木にかじりつくような間近で写し取っている。

　そのほとばしる集中力に、私はまたひきつけられてしまう。

　私にこんなに夢中になれるものがあったら、どんなに毎日が楽しくなるだろう。ずっと探していた宝物を発見したときのようなドキドキを感じて、何故なぜかワクワクする。

　その矢先、萌もえちゃんが駆かけ寄ってきた。

「美希ちゃん、お待たせ」

　弾はずむように声をかけてくる萌ちゃんに、焦しよう点てんを合わせる。

「ううん。……萌ちゃん、テニス部に決めたの？」

　彼女が持つラケットに視線を遣やりながら聞くと、

「あ、これはね」

　重そうな大きいラケットを少し上げて説明を続ける。

「お兄ちゃんの。コートまで届けたいんだけど、良い？」

　私が答える前に、桜の木から声が届いた。

「原はらの妹さん？」

　想像より少し低めの、本郷先せん輩ぱいの声だった。

「……はい」

　遠えん慮りよなく不ふ機き嫌げんな声で、一言だけを返す萌ちゃん。

　こんな塩対応されてもひるむ気配のない、強きよう靭じんな精神の本郷先輩。

「俺も原に用事があるんだ。一いつ緒しよに行っても良いかな」

「一緒に行く必要、全くないですよね」

「部活中なのに、何度も私用で引き留めるの悪いから」

「だからって同行の必要はないと思います」

「そうか。判わかった」

　うん、と一つ頷うなずいた先輩は、

「俺は、君たちの後ろをついていくよ」

「気持ち悪いんでやめてください」

　あらかじめ二人で打ち合わせをしたのではなかろうかと思えるほど、息の合った気の合わなさだ。私はここで笑うべきなんだろうかと本気で悩なやんでしまう。

「美希ちゃん、違ちがうから。そんなキラキラした顔しないで」

　私は一言も発していないのに、ツッコミを入れてくる萌ちゃん。コントじみたやり取りだった自覚はあったらしい。

　萌ちゃんのセリフが追い討うちとなり、我が慢まんしきれず私の口から少し笑い声が漏もれてしまった。

「違うって。もーぉ」

　言いながら、萌ちゃんも笑え顔がおになる。

「とにかくおつかい済ましちゃお」

「ん」

「付き合ってくれてありがとね」

　萌ちゃんは、私を促うながしながら歩き出した。

　何気なく目の端はしで先輩の様子を確かく認にんする。

　本郷先輩は、穏おだやかに微笑ほほえみながら、私たちの後ろを歩いていた。




　　　　※　　※　　※




「妹さんの友達の、ミキサン、だよね？」

　次に会ったのは、一人で体育館に向かう途と中ちゆうだった。一週間ぶりだろうか。

　しかし、本郷先輩がいつもと違って見えるのは久し振ぶりだからではない。花か壇だんの一いち隅ぐうにへたりこんだ先輩には、熱気も強さも感じられなかった。

　思わず、駆け寄ってしまう。

「本郷先輩、どうしたんですか」

「……このあたりで、色鉛筆を落としてしまったんだ。見つけたら、教えてくれないか？」

「判りました。何色ですか？」

「……青」

「気にしておきますね」

　青色だと草の色に紛まぎれて見つかり難にくいだろうなと考えながらさらっと見み渡わたしたその流れの先、視界に入ったスケッチブックで目が留まる。

　先輩の腕うでに収まっている大きなスケッチブックは閉じていた。今日は、何を書き留めていたのだろうか。

「先輩は、本当に絵が好きですね」

「……それほど好きって訳じゃないよ。上手うまくもないし」

「好きじゃないのに、描いているんですか？」

「描くコトが主眼じゃないから……ただ、好きなものをじっくり見て、深く知りたいんだ。それに、好きなものの写し絵を手元に残しておきたい。いつでも、何度でも見たい。それだけだよ」

　そういう考え方もあるのか、と目が覚めるような思いだった。写生の時の情熱は、全く純じゆん粋すいに、対象物に対する情熱なのだ。

　スケッチブックにはきっと、先輩独特の価値観で選ばれたモノ達が、先輩の思いを受けてキラキラと描かれているに違いない。

　改めて、先輩の絵が見たいと思えた。

　大して親しくもない後輩が、軽々しく絵を見たいなどと言うのは図ずう々ずうしいだろうか……考えあぐねていた時。

「今度、ミキサンを描かせてもらっても良いかな」

　先輩が、呟つぶやいた。

「えっ、私……っ!?　そんな、何で」

〝何で〟

　自分で言った言葉に引っ掛かかる。

〝何で描くのか〟について、本郷先輩は既すでに説明してくれている。

　じっくり見たい。

　深く知りたい。

　手元に残しておきたい。

　いつでも見たい。

　何度でも見たい。

　好きだから──……。

「俺、実は何度もミキサンを見たことある。北中だったろ？」

　私の出身中学を言い当てる先輩。

「俺も北中だったんだ。たまに見るくらいだったけど、結構ピンポイントに、ミキサンを見てた。……返事はまた今度聞くから。考えておいて」




　　　　※　　※　　※




　南田くんは、バスケットボール部に入っていた。

　体育館を半分に仕切って、バスケ部とバレー部、そして私の所属するバドミントン部が順番にコートを使っている。

　だから私は、南田くんの様子を三日に一度は練習の合間に確かく認にんすることができた。

　南田くんは、いつ見ても笑っていた。

　休きゆう憩けいの時だって全く休憩していない。友達とボールを奪うばい合って足運びの確認をしていたり、ゴールの仕方を話し合ったりと熱心だった。

　そして、そんな『一いつ生しよう懸けん命めいさ』が霞かすむほど楽しそうに取り組んでいるのが、彼の素す敵てきな凄すごい所なのだ。

　南田くんは、中学の頃ころのままだった。

「川かわ井いさんだ。同じタイミングだったね」

　更こう衣い室から出てすぐ声をかけられて、思わず驚おどろいてしまう。

　私の着き替がえは、結構早い。あまり、おしゃべりに参加しないせいかもしれない。

　今日も、さっさと身み支じ度たくを整え、

「お疲つかれさまでした」

　と声だけかけて更衣室を一人で出たところだった。

　不意打ちの南田くんの声に、体内を緊きん張ちようが走る。真正面から南田くんと視線を合わせるのは久し振りだ。しかも、何の準備もなく一対一で会話せねばならぬ状じよう況きようだなんて、卒そつ倒とうしそうな気すらする。

　それでも何とか、萌ちゃんの顔を思い出しながら背筋を伸のばした。

「南田くん。バスケお疲れさま」

　私の声に、南田くんが破顔する。

「川井さんもお疲れさま」

　南田くんの笑い方は、本当に楽しそうな自然な表情だ。

　とても楽しい時というのは、どうしても大声になったり、大きな身ぶりになってしまう。

　ニコニコしている程度だと、穏やかな人には見えるけれど楽しそうな印象は薄うすい。

　南田くんは、決して大おお袈げ裟さな表現はせず声も目立たないのに、楽しい気持ちが溢あふれているような無む邪じや気きなところがあった。

　私の好きな笑顔を目の前に見ることができて、なんだか嬉うれしくなってしまう。

「今日、原さんは？」

「萌ちゃんは、塾じゆくがあるから早めに帰ったの」

「ぁあ、そっか」

「ん」

　答えやすい萌ちゃんのことを聞かれ、応じるだけで会話が成立する間は良かった。

　その話題が終わった途と端たん、沈ちん黙もくが始まる。

　そしてそのまま、沈黙が続く。

　このまま会話を終えて良いのか、それとも失礼なのか……それすら判断できない。

「南田くんは、変わらないね」

　口にした瞬しゆん間かんから、冷や汗あせがにじむ。

　いくら沈黙を破るためだけのセリフとは言え、唐とう突とつすぎだ。

「変わらない、かな」

　案の定、困った顔をする南田くん。

「あのっ、楽しそうだなって」

　いや、何かこれ、バカにしてるみたいじゃない!?

　冷や汗は収まらない。

「楽しそう、かな」

　やはり、困っている南田くん。

「あの、そういうの、素敵だなって、思って」

　焦あせって、とにかく言葉を続ける。

　焦るとろくなコトにならないと判わかっている。それでも、目の前の失策を何とか繕つくろいたい気持ちはどうにも消せない。

「変わってないのは、川井さんだよ」

　南田くんのセリフに、思わず思考が止まった。

　その後一いつ拍ぱく空けて、決けつ壊かいしたダムのように脳内をあれこれ文字が駆かけめぐる。

　南田くんの言う『変わらない私』は、どの私だろうか。

　面めん倒どうなつきあい方を押し付ける私……？

　……とか考えちゃうのが、もう面倒な感じだね！

　私の思考がズブズブと沈しずみ込み始めたところで、南田くんが声を掛けてくれた。

「川井さんは、俺のコト、何で避さけてるの？」

　冷や汗が、ますます吹ふき出てくる。

　どんな言い訳をできるだろうか……まだそんな卑ひ怯きよう臭くさいことを考えてしまい、すがるように萌ちゃんの顔を思い浮うかべた。

　誤ご魔ま化かしても解決しない。私の中にモヤモヤが残って、そんな不ふ愉ゆ快かいな気持ちに友達を巻き込んでしまう。

〝今〟は、最高最大の話し合いのチャンスに違ちがいない。

　よしっと気合いを入れる。

　その、刹せつ那な。

「俺らはもう、別れてるんだよね……？」

　南田くんの心ここ地ち好よい声こわ音ねが、私の鼓こ膜まくを大きく震ふるわせた。

〝別れてるんだよね〟に対して、それを否定する要素の少なさに今さらびっくりしてしまう。

　いや、私だって、もう付き合ってるつもりなんて全くなかったし、常識的に考えてもそんなことを話題にする段階でないことは判っている。

　……ただ。

　今の私の目的が〝付き合っていない〟コトの確かく認にんではなかったというだけ。

　南田くんの焦しよう点てんが私と真逆の位置にあった事実に対して、不覚にも衝しよう撃げきを受けてしまった、それだけ。

「……うん。そうだね。ごめんね」

　どう答えるべきか判らなかったが、頑がん張ばって、何とか答える。

　無言を貫つらぬくことも泣いてうやむやにすることも、南田くんへの問題の押し付けにしかならない。

　……と、私なりに決死の覚かく悟ごで放った言葉だったけれど、南田くんはそんなことで会話を終わらせはしなかった。

「……ごめんね、って？　何？」

「あ……あの。避けちゃって、ごめんね」

　私が最後まで言い切る前に、更衣室のドアが開いた。ガヤガヤと複数人の話す声が周りに拡散する。

「向こうで話そう」

　一言呟つぶやいて、南田くんは私に背を向けた。ついてこいということだろう。

　速足で歩いていく南田くんに置いていかれないよう、私も精せい一いつ杯ぱい足を動かす。

　更衣室は体育館の横に設置されており、校門までそれほど遠くはない。学校の敷しき地ちから出て、その後私たちはフェンス沿いに進んでいく。

　用水路の小さな水門のそばまで来て、南田くんは、ようやく立ち止まった。

「意識して避けてたの？」

「……え？」

「何で避けてたのか、理由をっ……、聞き、たかった」

　南田くんは常になく饒じよう舌ぜつに喋しやべり始め、しかし途と中ちゆうで唐突に〝我われに返りました〟といった少しバツの悪そうな表情になり、最終的に呟きになっていた。

「あの……、どうしたら良いのか、判らなくて」

「……そっか」

「私、南田くんがよく判らなくて、怖こわくて……迷っている内に、気がついたらどうしようもなく距きよ離りが広がっちゃってて……。ごめんなさい」

「……突とつ然ぜん避けられて、俺の方が訳判んなかった」

「本当にごめんなさい」

　それについては謝罪の他ほかない。

「……そんな怖くなるほど判らないことって、何？」

　すねたように呟く南田くんが少し可愛かわいくて、つい顔が綻ほころびそうになりつつ、その質問に口ごもってしまう。

　私が怖かったのは、何だろう？

　南田くん？　……そんな訳ない。

　でも、私は〝南田くん〟を避けていた。

　交こう換かん日記を渡わたす勇気はなくなったけれど、他のつきあい方を南田くんに提案するべきだった。

　それをせずに、拒こばむように彼を避けてしまったのは、やはり彼自身が怖かったからなのだろうか。

　私は、優やさしい彼のどこを怖いと感じたのだろう？

　……いや。南田くんは本当に優しいのだろうか？

　交換日記の文句を、私本人には仄ほのめかしもせず、友達に愚ぐ痴ちるような人物が、果たして優しいと言える？

　……うん。言える。

　そう、南田くんは、本当は本当に優しい。

　誰だれにでも、というだけではなく、私に対しても、ちゃんと。

　だから未いまだに、私に囚とらわれているのだ。彼が私の存在を抹まつ消しようできないのは、彼の優しさだろう。

「俺、川井さんに何をしちゃったのかな」

　やっぱり、彼は優しい。

　そして、繊せん細さいだった。

　私が逃にげたことで彼はずっと傷ついていたのだ。苦しげな表情が、胸に刺ささって痛い。今ごろになって、彼の痛みが私に届いた気がした。

「……ごめん。ごめんね、私、本当は」

　じっくり見たい。深く知りたい。手元に残しておきたい。いつでも見たい。何度でも見たい。

　私だって、そう思っていた筈はずだった。

　それなのに、南田くんは私を拒きよ絶ぜつするのかもしれないなんて過か剰じような防衛が、逆に南田くんを拒絶することになってしまったのか。

　しかしそれでも尚なお、私は南田くんをずっと見ていた。

　避け始めてからもずっと、南田くんを、目に焼き付けていた。

　目の前にいないときも、南田くんの姿を思い描えがいていた。

　それは、

「すごく、好きだったの」

　ちゃんと謝らなくちゃと考えていた筈だったのに、お腹なかの底から静かに湧わき出てくる言葉を、止められない。

「ずっと、好きだったの」

　私はただずっと南田くんを好きなだけだったと今ごろ気付いて、驚きよう愕がくしてしまった。




　　　　※　　※　　※




「ミキサンは、惚ほれっぽいよね」

　部活が終わった後。

　また一人で更こう衣い室から出ると本郷先せん輩ぱいがいたのでモデルの件を断ったところに、なぜかこのセリフだった。

「えっ、そんなことないですっ」

　不ふ名めい誉よな形容でなじられている気がして、必死に否定してしまった。

　本郷先輩はそんな私に構うことなく、しれっと続ける。

「いや、オトコにとかじゃなくて、人そのものに」

「え？」

「原の妹さんのことも大好きだし。中学の時も、独特の意見を表明して憚はばからない女の子のことベタ惚れしてたよね」

「ぇえ!?」

「俺には、その子に乗せられてミキサンが告白させられているように見えた」

「そんなことありませんっ」

「そうみたいだね」

　一呼吸おいて、先輩が私を改めて強く見つめた。促うながされるように、私の視線もまっすぐ先輩に向く。

「……でも、俺にも惚れてたでしょ」

「ぇえっ!?」

　想定外のセリフに、二の句が継つげない。

　そこに、後ろから、

「……待たせてごめん」

　唐とう突とつに南田くんの声が響ひびく。

　慌あわてて振ふり返ると、南田くんは、気まずそうな、不ふ機き嫌げんというには少し足りないような表情で本郷先輩を見ていた。

「あのっ、違ちがうから！　違いますから!!」

　双そう方ほうに叫さけぶ私に、本郷先輩が穏おだやかに微笑ほほえむ。

「俺も、惚れてるから」

「なっ」

「ニンゲン的に？」

　疑ぎ問もん符ふがついていることに懸け念ねんはあるものの、そうかと納なつ得とくしかけたところで、

「俺は女として惚れてるんで」

　南田くんの、らしくない爆ばく弾だん発言。

　あの話し合った日、南田くんからも改めて好きだと言ってもらい、再び付き合うことになっていた。

　更さらに、交換日記のことも結局打ち明けさせられ、身に余る謝罪を受けた。

　彼なりの誠意の見せ所として、今、頑がん張ばって宣言してくれたのかもしれない。

　と、なれば。

「私もっ！　オトコとして惚れてるんで！」

　私だって殻からを破って頑張らなければ、と、南田くんに負けず声をあげる。

　途と端たんに沈ちん黙もくが流れ、何となく気まずい空気になってしまった。

「えっ、あ、いや、南田くんをだよ!?」

　慌てて補足すると、

「それは判わかってるっ。……いや、あの。……ありがと」

　ぎこちない南田くんの顔が、照れていることを明確に表していた。

　私まで恥はずかしくなってしまう。

　そして、じわじわと嬉うれしくなる。

　そうか、こうやって関係を作っていくのかなと、こそばゆく楽しい。

「じゃ。またね」

　気を利きかせて一人離はなれていく先輩に、ありがとうございました、と声だけ掛かける。

「……また会うの？」

　すねたような口ぶりの南田くんにアワアワしながら、私は、ちゃんと南田くんと話のできる今が本当に幸せだなと思ったりした。
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　放課後の呼び出し。

　誰だれもいない教室。

　向かい合う男女二人。




「……山やま下した理り乃のさん。好きです。俺と付き合って下さい」




　頰ほおをほんのりと赤く染め、サラサラの茶色い髪かみを落ち着きなく触さわっている背の高い男子生徒は、隣となりのクラスの戸と田だ玲れい二じくん。バスケ部所属のイケメンモテ男子。

　その整った容姿はもちろんのこと、部活でレギュラーとして活かつ躍やくする姿や、誰にでも優やさしいという性格も相まって、彼は学年問わずの人気者だ。

　だから、毎日女の子に呼び出されては愛の告白を受けているとか、他校の女子に待ち伏ぶせされて告られたなんていう甘だるい噂うわさが絶えない。確かに、あの無む邪じや気きな笑え顔がおで優しくされては女の子が落ちてしまうのも仕方ない。しかも、それを狙ねらってではなく無意識でやっているのだから罪深い男だ。

　それでも彼女がいないのは彼に好きな女の子がいるからだそうで。まぁ実際、私も何回か彼の告白現場に遭そう遇ぐうしてしまったことがあるのだが、断りの文句が「好きな子がいるから」というものだったため、噂の半分は事実なのだろう。

　──さて。

　そんな、下手したら学校内外の女子生徒から嫉しつ妬とという名の刃やいばで背中をズタズタにされそうな『戸田玲二に告白される』という状じよう況きようにもかかわらず、私の頭はひどく冷静だった。




だって私、知ってるから。

これが〝罰ゲーム〟での告白だってこと。




　一昨日おとといの放課後のことだった。

　忘れ物を取りに教室へ向かって歩いていると、静かな廊ろう下かに突とつ然ぜん「うえーい玲二の負け確定ー!!　最下位うえーい!!」という大きな声と、それを茶ちや化かすような騒さわがしい声が響ひびき渡わたり、私は思わず足を止めた。

「お前よっわ！　可か哀わいそうなくらい弱いんだけどマジか!?」

「わざと負けてんじゃねーの!?」

「……お前らが結けつ託たくして俺を潰つぶしにかかってきたくせに。よく言うよ」

　聞こえてきた声には聞き覚えがあった。この学校でその存在を知らぬ者はいないだろう戸田玲二と、いつも一いつ緒しよにいるバスケ部仲間の声だ。

　彼らの声は二組の教室内から聞こえてくる。大方、部活が休みになって暇ひま潰つぶしに教室でスマホゲームか何かをしていたんだろう。まったく、さっさと帰って休めばいいものを。

　運動部は元気だなぁ。

　そのパワーに感心しつつ、自分の教室へ向かおうと足を踏ふみ出したのだが……。

「はいはーい！　今回も最下位だった玲二くんには罰ゲームを受けてもらおうと思いまーす!!」

　誰だれかのこの発言によって、その足はすぐに止まることとなった。

「はぁあ!?」

「いえーい!!」

「罰ゲーム！　罰ゲーム！」

「ちょっと待ってよ、そんなの聞いてないんだけど」

「言ってないし今決めた」

「ふざけんな」

「なに？　一位のこのオレ様に口答えすんの？　え？　五回連続最下位の玲二くんが？　マジで？」

「おっ前……！　後で覚えてろよ！」

　悔くやしそうな様子の戸田くんに、周りは遠えん慮りよなく爆ばく笑しようしていた。

　……ていうか私、二組の前通らなきゃ自分の教室に行けないんだけど。歩き出すタイミングをすっかり逃のがしてしまった私は廊下に立ちつくす。なんだか盗ぬすみ聞きしてるみたいで嫌いやだなぁ。

　気にせず進むべきか、もう少し様子をみるべきか、諦あきらめて帰るべきか。私が一人頭を悩なやませているうちに、彼らの話はどんどん盛り上がっていく。

「罰ゲームってなにさせんの？」

「昼飯奢おごり系は普ふ通つうすぎてつまんねーしな」

「パンイチで校内一周とかは？」

「ちょっと待て、俺を変態にさせる気か!?」

「そうだそうだ！　お前なんか変態扱あつかいされて女子に嫌きらわれればいいんだ!!」

「嫌われるどころか警察沙ざ汰たになりそうだからマジやめて」

「フハハハハハハ！　甘い甘い！」

　一位の男子が悪役さながらの高らかな笑い声を上げた。

「なに、悟さとるはなんか考えあんの？」

「当たり前だろ！　なんのためにお前らに指示してこのヘタレを最下位にしたと思ってんだよ!!」

「うわー日ひ頃ごろの恨うらみこえー」

「モテない男の嫉妬こえー」

「バカちげーよ!!」

「……で。お前の用意した罰ゲームってなんなの」

「よし玲二！　耳の穴かっぽじってよーく聞けよ！　お前に与あたえる罰ゲームはなぁ!!」

　一位の男子生徒はもったいぶるようにたっぷりと間をあけると、叫さけぶように言った。

「ズバリ!!　女の子に〝愛の告白〟だ!!」

　辺りは水を打ったように静まりかえる。私も、今の言葉を脳内で静かに反はん芻すうさせてみる。

　罰ゲームで愛の告白。

　…………は？　なにそれ。最低なんですけど。そんなんで告白するとか人間として最低じゃない？

「はぁ!?　嫌だよそんなの!!　出来るわけないだろ!?」

「この期ごに及およんでなに言ってんだこのヘタレ！　そんなんだからモテるくせに彼女出来ねーんだよ！」

「誰もがみんなお前を好きだなんて思うなよ!!」

「そうだそうだ！　男なら潔いさぎよくフラれてこい!!」

「ふざけんなって!!」

　戸田くんが必死に否定しているのがせめてもの救いかもしれないが、私は彼らに嫌けん悪お感かんしか抱いだけない。罰ゲームで告白ってあれでしょ？　好きでもない子に告白してその反応を楽しむっていう悪あく趣しゆ味みなやつでしょ？　ターゲットにされる女の子の気持ちを考えたことがあるのだろうか。……ホント、最低。

「で、いつやる？」

「だからやんないって!!」

「そうだなぁ……じゃあ、」

　これ以上彼らの会話を聞いていたくなくて、私は静かに元来た道を駆かけ出した。

　……忘れ物なんか放ほうっておけばよかったんだ。そうすればこんな胸むなくそ悪い場面なんかに遭遇しなくて済んだのに。あの人たちの本ほん性しようも、知らずに済んだのに。




〝ごめん。俺好きな子がいるから〟




　前、告白してきた女の子に言った言葉は噓うそだったのだろうか。戸田くんのあんなに真しん剣けんな顔を見たのは初めてで、見かけによらず意外と一いち途ずなんだなぁって。それと同時に、彼に想おもわれてる子がとても羨うらやましくなったのに。

　勝手に裏切られたような気分になって、身体からだの底に沈しずんでいた怒いかりや悲しみが込み上げてきたかのように鼻の奥がツンと痛んだ。

　ああもう、本当にイライラする。




　　　　＊ ＊ ＊




　一昨日のことを思い出して、私は深いため息をついた。

　……まさかあの時の罰ばつゲームの相手が私になるなんて思いもしなかった。なんだろう、あみだくじでも作ったの？　それとも適当に指名されたのかな？　どっちにしろムカつくことには変わりない。

　ていうか戸田くん、嫌だって言ってたくせに結局罰ゲームで告白とかしちゃうんだ。リア充じゆうのイケメンモテ男は好きでもない女の子に平気で告白とか出来ちゃうんだ。へぇ。

　きっとこれをネタにまたみんなで騒ぐんだろう。さっきから教室のドアに何人かの影かげが映ってるし。この茶番を動画にでも撮とってＳＮＳに流したりするのかな。最低。もうこれイジメじゃん。……あーあ、初めてされた告白が罰ゲームだなんてシャレにもならない。最悪だ。

「えっと……返事、もらってもいいかな？」

　戸田くんは頰ほおを染めたまま小さな声で聞いてきた。まったく。こんな照れたような演技までしちゃってさ。ホント、人の気持ちをなんだと思ってるわけ？　返事？　オッケーすると思ってんの？　バカにするのもいい加減にしてよ。私は断りの文句を言おうと口を開いたが──待てよ、と思い直していったん閉じた。

　……ここで私が普通にフッてしまえばそれで罰ゲーム終しゆう了りようだ。彼らは痛くもかゆくもない。そんなの私は納なつ得とくいかない。なんとか彼らをこらしめる方法はないだろうか。私はあれこれと考える。……そうだ。彼らは私がこの告白を断ることを想定して罰ゲームを仕組んだんだ。だとすれば、私がオッケーを出せば相当困るんじゃないだろうか。

　本命が別にいるのにもかかわらず、好きでもない女と付き合い続ける。きっと一週間もすれば我が慢まん出来ずに別れを切り出してくるだろうから、その時に罰ゲームで告白してきたことを学校中にバラして、女子生徒からの株を下げる。うん、なかなかいいんじゃない？

「あの……山下さん？」

　不安そうにこちらを見やる戸田くんに、私はこれでもかというほどの笑え顔がおを貼はり付け、口を開いた。

「いいよ」

「えっ!?」

　案の定、戸田くんは驚おどろきを隠かくせないでいる。

「マ、マジで？」

「うん」

「ホントのホントに!?」

「うん。私でよければよろしく、戸田くん」

　戸田くんは顔を真っ赤にしながら口元を手で覆おおっている。なにこの初うい々ういしい反応……まぁいいや。覚かく悟ごしろよ、噓つき野や郎ろう。罰ゲームで告白したこと、絶対後こう悔かいさせてやる。




　　　　＊ ＊ ＊




「山下さん！　お昼一いつ緒しよに食べない？」

「あー……ごめん。友達と食べるから」




「山下さん！　一緒に帰らない？」

「あー……ごめん。見たいテレビあるから」




「山下さん！　よかったら部活見に来ない？」

「あー……バスケのルールわかんないから」




「山下さん！　今度一緒に映画観みに行かない？」

「あー……ごめん。その映画に全然興味ないから」




　こうして私があっさりと彼からの誘さそいを断るたびに、戸田くんは「そっか。じゃあまた誘うから！」とニコニコ笑って自分の教室へと去って行く。もう、何度繰くり返しただろう。




　…………おかしい。

　あれから一週間以上経たったのに、戸田くんは別れ話どころか私のかっさかさに乾かわいた塩対応ならぬ砂さ漠ばく対応に対して文句の一つも言ってこない。こうして彼からの誘いをことごとく断り、冷たい言葉を浴びせているにもかかわらず、だ。

　それどころか、一緒に登下校やら休日のデートやら、本物の恋こい人びとのような扱あつかいをされてしまって、私はとんでもなく困こん惑わくしている。

『今日は本当にありがとう。

まさかオッケーしてくれると思ってなかったからすごく嬉うれしい。

明日あしたからよろしく！』

　私は眉み間けんにシワを刻みながらスマホの画面を見つめる。連れん絡らく先を交こう換かんし、いちばん最初に届いたメッセージだ。……なんなのこれ。なんで好きでもない相手にこんなの送ってくるの。マジで意味わかんないんだけど。

　ぎゅっと摑つかまれたような胸の痛みには気付かない振ふりをするしかない。




　　　　＊ ＊ ＊




「山下さん！」

　静かな図書室に響ひびいた声に顔を上げると、ドアの近くには戸田くんが立っていた。ひらひらと手を振りながら、私のいるカウンターまで近付いてくる。私の眉間のシワがさらに深くなった。

「……どうしたの？」

「もうすぐ当番終わるでしょ？」

「え？　あ、うん」

「だから一緒に帰れないかなって。最近はすぐ暗くなるし、送ってくよ」

「……部活は？」

「今日はミーティングだけ。山下さん図書委員の当番だって聞いたからちょっと寄ってみたんだ。一緒に帰れるかなって思って」

　少し照れたような顔でそう言った戸田くんにとうとう我慢が出来なくなって、私はキッと彼を睨にらんだ。

「……いい加減にしてくれない？」

「え？」

「私、知ってるんだよ。あの告白が罰ゲームだったってこと」

　戸田くんの顔色が変わった。

「あの告白、ゲームに負けた罰ゲームだったんでしょ？　戸田くんが最下位だったから一位の人に命令されてやったんだよね？　私、全部知ってるよ？」

　そう言うと、戸田くんの顔がみるみる青ざめる。私はわざとらしく大きなため息をついた。

「脈なさそうな女に告白してフラれてこいって？　それとも遊びで付き合って適当に別れてこいって？」

「そ、そんなわけない！　これは、違ちがくて、」

「何が違うの？　実際に私に告白してきたじゃない。私なら簡単に騙だませると思った？」

「違う!!　そんなこと本当に思ってない！」

「なんで相手が私になったのかは知らないけどさぁ、こういうのって人間として最低だと思う。人の気持ちをなんだと思ってるの？　いくらみんなに人気だからって私はそんな人とは付き合えない」

　戸田くんがヒュッと息を吞のんだ音が聞こえた。その瞬しゆん間かん、私の脳のう裏りにあの日、告白してきた戸田くんの姿がよぎった。真ま面じ目めな顔で、照れたような声で、熱いまなざしで私を見つめながら「好きです」と伝えて来た時の姿が。ああもう……なんでこんな時に。私はぎゅっと両手を握にぎりしめる。

「……ですなんて」

「……え？」

「……好きですなんて、そんな簡単に言わないでよ！」

　私は勢い良く走り出した。後ろから「山下さん！」という戸田くんの焦あせった声が聞こえてきたけど、無視して走り続けた。

　お願いだから好きですなんて簡単に言わないでよ。……そんなこと言われたら……戸田くんのことが本当に好きな私は、どうしたらいいか分かんなくなるじゃんか。




　　　　＊ ＊ ＊




　あれから数日、特に何事もなく過ごしてきた。

　時々バスケ部の皆みなさまからの何か言いたげな視線を浴びることがあったけれど、ことごとく無視してやった。

　無視していたのだが……。

　目の前ではやけに背の高い男子生徒が怖こわい顔で私を見下ろしている。

　この男子生徒には見覚えがある。バスケ部の一員で、戸田くんにあの罰ばつゲームを命じた張本人だ。確か名前は村むら上かみくん。

　眉まゆをひそめて見上げていると、彼は不ふ機き嫌げんそうな顔のまま口を開いた。

「お前さぁ、いくら罰ゲームで告白されたからって別れるなんてひどいんじゃねーの？　一応知ってたんだろ？　それで受け入れたんだからさぁ……」

「はぁ？　ひどいのはどっちよ。罰ゲームで好きでもない女に告白するなんて誰だれがどう考えたってそっちの方がひどいじゃない。あんたが考えた罰ゲームなんでしょ？　趣しゆ味み悪すぎ」

「…………は？」

　村上くんは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔で私を見る。

「何よ。本当のことでしょ？」

「……いや。いやいやいやいやちょっと待て。え、山下……全部知ってたんじゃねーの？」

「うん、だから知ってるよ。戸田くんは罰ゲームで好きでもない子に告白したんでしょ？」

「違う違う違う!!　それマジでホントに違うから!!　うわマジか、うわぁ……。いや、俺たちのやり方も不味まずかったのは認めるけどさぁ……」

　ぐしゃりと前まえ髪がみをかき上げると、村上くんは大きなため息をついた。そろりと顔を上げ、言いづらそうに話を切り出す。

「山下。勘かん違ちがいしてるみたいだから言うけどさ。俺の出した罰ゲームは告白は告白でもそんなふざけたやつじゃない。〝好きな女に告白して来い〟っていうガチのやつだ」

「…………は？」

　今度は私が鳩が豆鉄砲を食ったような顔になった。好きな女に告白って……は？　だって、それじゃまるで……。

「……ねぇ。それ戸田くんが私のこと本当に好きだったみたいに聞こえるんだけど」

「そうだよ」

「……う、ウソ」

「本当だって。アイツはずっと山下に片思いしてた。それなのに告白もアピールも何も出来ないヘタレだったから。だからあの時俺たちが背中押してやったんだよ」

「なに……それ」

　戸田くんが本当に私を……？　噓うそでしょ？

「でも私……戸田くんと関かかわりなんてないし、」

「昼休みの図書室」

　村上くんの言葉にはっとする。

「去年、落ち込んでる玲二にカフェオレ渡わたしてやったんだろ？　何回も聞かされたからこっちまで覚えたっつーの」

　確かにそうだ。私が図書委員の当番の時、戸田くんはよく図書室に来ていた。運動部なのに珍めずらしいなぁって思ってたからよく覚えている。

　だからある日、理由はわからないけどひどく落ち込んだ様子の戸田くんに、たまたま持っていたカフェオレを渡したことがあるのだ。

「でも……たったそれだけで？」

「人を好きになるきっかけなんてあるようでないんだよ。山下だってそうだろ？」

　村上くんはフッと笑った。

「安心しろ山下。あれは正しよう真しん正しよう銘めい、玲二がはじめて好きになった女の子への一世一代の大告白だよ」

　気付けば私は走り出していた。向かう場所は一つしかない。




「戸田くん!!」

　図書室のドアを勢い良く開くと、彼はいつもの席に座ってぼんやりと外を眺ながめていた。大声に驚おどろいたのか、目を丸くして私を見ている。

「……や、山下さん？」

　私はハァハァと肩かたで息をしながら彼の元に駆かけ寄った。図書室は静かに、なんていう貼はり紙は今はなんの意味もない。

「……どうしたの？　今日当番だったっけ？」

　戸田くんは無理やり作った笑え顔がおを浮うかべながら言った。私は荒あらい息を整えながら、小さく口を開く。

「……なんで」

「え？」

「なんで言わなかったの」

「えっと、何の話？」

　戸田くんは困こん惑わく気味に言った。

「……罰ゲーム。適当な子に告白したわけじゃなかったんだってね」

「……っ！」

「村上くんに聞いた。罰ゲームの本当の内容も、戸田くんの本当の気持ちも。……あの時、なんで言わなかったの？」

　ぽつりと戸田くんがつぶやいた。

「……言えるわけないだろ。本当にずっと好きだったなんて。山下さんは罰ゲームの内容勘違いしてるみたいだったし、言っても信じてもらえるわけないって思った。……まぁ、自じ業ごう自じ得とくだけど」

　私を見て力なく笑うと、戸田くんは続ける。

「山下さん、去年も図書委員だったでしょ。覚えてるか分かんないけど、俺怪け我がして部活出れない時期があって、よく図書室に来てたんだよ。で、怪我の影えい響きようでレギュラー落ちして、図書室で一人へこんでたんだよね。そしたら当番だった山下さんが来て……」




〝はい、これあげる〟

〝……え？〟

〝私ね、甘いもの飲むと元気出るんだ。だからこれ戸田くんにあげる〟




　そう言って突とつ然ぜん、紙パックに入ったカフェオレを渡してきたんだ。

〝……どーも〟

　戸と惑まどいながらその紙パックを受け取ると、山下さんはすぐにカウンターへと歩き出したけど、途と中ちゆうで〝あっ！〟と思い出したように振ふり返った。

〝言い忘れてたけど図書室って飲食禁止なんだ。だからバレないように飲んでね。あと、このこと先生にはナイショだよ？〟

　そう言っていたずらっぽく笑った顔が頭から離はなれなくなった。もっと近くで笑った顔を見たい。もっと他ほかの色々な表情が見てみたいと、そう思ったんだ。




「信じてもらえないかもしれないけど、俺が山下さんのこと好きなのは本当だよ。あの時言った言葉は噓じゃないんだ」

　私は深く頭を下げる。

「……ごめん。私、戸田くんたちが放課後の教室で話してたの偶ぐう然ぜん聞いちゃって。罰ばつゲームで告白するなんて最低って思ったの。だから戸田くんが私に告白してきた時、これが例のやつだってすぐ分かった。私ムカついて、好きでもない女と付き合わせてこらしめてやろうってオッケーしたの。でも、罰ゲームの内容が好きな女の子に告白っていうのは知らなくて……戸田くんのこと傷付けるようなことたくさん言って本当にごめんなさい」

「山下さんが謝る必要ないから！　俺の方こそごめん。罰ゲームで告白なんて……ホント。そんなきっかけがなきゃ自分の気持ちも伝えられないなんて……自分が情けなくて嫌いやになるよ」

「そんなこと……」

　俯うつむき加か減げんの戸田くんを見て、私は覚かく悟ごを決めたように息を吸った。

「……戸田くん、ジャンケンしよっか」

「は？」

「負けたら罰ゲームね。はい、いくよ。さーいしょはグー、ジャンケン」

　突とつ拍ぴよう子しもない私の言葉にだいぶ戸惑いながらも、言われるがまま出した戸田くんの手はチョキ、後出し気味の私はパー。

「……私の負けだね」

「えっと、山下さん？」

「負けたから、私も罰ゲームで告白するから」

　私は戸田くんを真っすぐ見つめると、はっきりとした口調で言った。




「戸田玲二くん。本当は私もずっと好きでした。改めて、私と付き合って下さい」




　戸田くんはぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返す。

「……それ、本気で言ってる？　仕返しとかじゃなく？」

「うん、本気。ていうか罰ゲームの内容は戸田くんに出されたのと一いつ緒しよなんだけど、それでも信じられない？」

　私は悪戯いたずらが成功した子どものように笑った。

「……山下さんはずるいなぁ」

　戸田くんはあの時と同じように、赤くなった頰ほおを隠かくすように口元を覆おおう。

「俺も山下さんが好きです。こちらこそ、改めてよろしくお願いします」

　そう言って、私たちは照れたように笑い合った。







[image: 僕の初めてを君にあげる　西京芹香]








一章






　中学三年生の誕生日。身長が１８０センチメートルになった記念に、髪かみを切った。腰こしまであった髪を、バッサリと。

　一年後、僕は今日もファンの女の子から手紙や差し入れのクッキーをもらう。

「トーマくん！　好きです！」

　この学園で「好きです」と言われた回数が多いのは間ま違ちがいなく僕だろう。僕は惜おしみなく目の前の女の子に笑顔をプレゼントする。

「ありがとう！　僕も……大好き」

　キャー！　と黄色い声が教室の廊ろう下かいっぱいに広がる。この声、僕は大好きだ。

「やい、トーマ」

　後ろから僕の頭を小こ突づくのは、幼おさな馴な染じみの与よ謝さ野のだ。彼は僕より２センチ程ほど、背が低い。

「どうしたんだい、与謝野」

「なんだよそのエセ王子みたいな話し方は」

「トーマ王子と呼んでくれよ」

「ほざくな。名前雛ひな子この癖くせに」

　僕の名前は当とう麻ま雛子。現在の身長は１８５センチメートル。秘密にはしてないが女の子だ。

「与謝野聞いてよ。今日も手紙貰もらっちゃった。『あなたをずっと見てました』って」

「女だろ。そんなファンシーな封ふう筒とうに入ってるってことは」

「当たりー！　可愛かわいい子なんだー。付き合っちゃいたいくらい」

「止やめろ。そういうハナシじゃねーんだよ」

　与謝野が再び僕の頭を小突いた。さっきより若じやつ干かん痛い。

「やーでもさ、正直な話。男子が恋れん愛あい対象に見えなくってさー。だって与謝野も僕とは系統が違ちがうけどイケメンのハズなのにさ。全くドキドキしない」

「奇き遇ぐうだな。俺もお前を女と思ったことねーし。ちょうど良いいじゃねーか」

「僕より背低いしね」

「うるせぇ」

　この高校には僕より背が高い男なんてほとんどいない。小さくて可愛い男の子はいるんだけど、やっぱりドキドキはしない。恋愛に興味がない訳ではないのだけど、果たして僕の初はつ恋こいは、いつになるのだろう？　僕をドキドキさせてくれる男の子は、どんな人なんだろう？





二章






　それは僕が十六歳の誕生日を迎むかえて少しばかりたった頃ころの放課後だった。スマホを見ながら廊下を歩いていると、とある生徒とすれ違う。ハチミツが混ざったような甘い香かおりに、僕は振ふり返って目をみはる。

　背が高い。しかもスカートをはいている。伸のびた脚あしはスラリと細長く、腰まで伸びた黒くろ髪かみはツヤツヤだ。

「待って！」

　僕は駆かけ出して彼女の細ほそ腕うでを摑つかんだ。思ったより硬かたい。

「……何ですか？」

　彼女の美しい眉まゆ根ねが寄せられたことも気にならなかった。そんなことより、彼女に見下ろされていたことが衝しよう撃げきだった。

「君、すごく背が高いね……名前は？」

「……舞まいです」

　息をのむほど美しい。声、異常に低いけど。

「舞さんかぁ。似合ってるよ、その名前。僕、トーマ。友達になろうよ」

「……私、男女間に友情は成り立たないと思っていますから」

　そうか、僕は普ふ段だんスラックスをはいているから気付かなかったかな。なんせ男よりカッコいいし。先生に怒おこられてるけど。

「あぁ、僕は女だよ。当麻雛子」

「……知ってます」

「あ、知ってるんだ。ねぇ、どこのクラス？　君みたいな綺き麗れいな子に今まで気付かなかったなんて僕もバカだな」

　その時彼女の綺麗な脚が弧こを描えがいた。僕は驚おどろきながらもひょいとそれをかわす。教室側の壁かべに僕の背中と彼女の右足が付いた。ずいぶん暴あばれん坊ぼうな娘むすめだなと思っていると、彼女の低い声がさらにワントーン下がった。

「……ほんっとうに馬ば鹿かですね。なんで、気付かないんですか？」

　知り合いだっただろうか？　と思って目を凝こらす。そして僕は気付いた。彼女の喉のど元もとが隆りゆう起きしていることに。いや──この子、彼だ。

「え……？　男……!?」

「声が低いでしょう。なんで女だと思ってたんですか？」

「だってすごく綺麗だし、名前も『舞』って」

「舞孝たか臣おみ。男ですよ私は」

　女性にしか見えない容姿から零こぼれるテノールボイス。高校生とは思えない丁てい寧ねいな言こと葉ば遣づかいに、胸が跳はねた。

「ドキドキする……」

「はい？」

　舞は僕を見下ろしながら首を傾かしげた。この人の色んな表情を、もっと見たい。

「ねぇ！　僕、君のこと好きだ！」

「……意味がわからないです」

　蔑さげすむような目だ。僕の言いたいことが通じていない。

「僕の恋こい人びとになってよ」

　彼の目が点になった。

「……え……」

　僕は舞の手を優やさしく包み込んだ。

「僕の初めてを君にあげる」

　数秒後、「いりません」と言われた。




「お前馬鹿じゃねぇの？　舞のこと知らなかったのか？」

　与謝野の蔑むような目には全然胸が跳ねない。

「お前に馬鹿にされるとイライラするよ。与謝野」

「黙だまれ」

　与謝野は僕の顔をシャーペンの消しゴムの部分でグリグリと刺さした。

「あいつ学年トップだぞ？　しかもあの身長なのに気付かないにも限度があるだろ」

「うるさいなぁ、そんなだから彼女できないんだぞ」

　もういい、と与謝野が席を立とうとしたので慌あわてて僕は彼のセーターを摑む。

「ごめん！　僕が悪かった！　話を聞いて！」

「女友達に聞いてもらえよ……」

　与謝野はため息を吐つきながら席に座り直した。

「でも振られたんならお前試合終しゆう了りようだろ」

「いや、でも彼は僕のことをまだよく知らないからそう判断せざるを得ないじゃないか。僕のことをもっと知ってもらえたら、チャンスはあるさ！」

「ねーよ」

「ところで舞って何組か知ってる？」

「三組」

「ありがとう！」

　僕ははやる気持ちの赴おもむくままに三組の教室に走る。ドキドキする。早く彼の顔が見たい。

　さっそく三組の教室で、入り口近くにいた女の子に話しかけてみる。

「ねぇそこの君、舞っていう男の子がこのクラスにいるよね？」

「え……？　う、うんっ！」

　僕は女の子の両手を優しく握にぎる。

「会わせてくれるかな」

　女の子の顔はリンゴのように真っ赤に熟うれた。

「はっはい！　今すぐに！」

　彼女はすぐに舞の座る席に案内してくれた。舞は気難しそうな顔で文庫本を読んでいる。

　化け粧しようをしていないながらもまつ毛は長く、目元は涼すずしげで唇くちびるも紅あかい。僕と同じ中性的な美少年だ。短い明るめの焦こげ茶色の地じ髪がみが、サラサラと風に揺ゆれている。

「ねぇ、何読んでんの？」

　彼の机の前で話しかけると、舞が僕に視線を移して「げっ」とでも言いたげな顔をした。

「思った通り、素す顔がおも綺麗じゃないか」

　無む邪じや気きに笑いかけても舞は愛あい想そ笑わらい一つしない。

「何しに来たんですか？　貴女あなたは」

「ちょっと談だん笑しようしに」

「私は本を読みたいんですけど」

　私っていうのは元々の一いち人にん称しようらしい。

「まぁいいじゃん。後で読もうよ」

「……なぜ私にそう構うのですか？」

「言ったでしょ？　好きになったからだよ」

　僕の言葉で女の子の悲鳴が教室に轟とどろき、舞は迷めい惑わくそうに片耳をふさいだ。

「……その件についてはお断りしたはずですが」

「君は僕のことを知らないだろう？　知れば僕のことを好きになるはずだよ。僕も君のこと知りたいし」

　大きなため息を吐ついた後、舞は文庫本を閉じた。

「その自信はどこから出てくるのか……いいでしょう。何の話をしましょうか」

「まずは好きなタイプかな！　どんな女の子が好き？」

「直球ですね」

「参考に聞いてみたいんだ」

「そうですね……」

　舞が顎あごに手を当てる。その考える仕草が知的で色っぽい。

「女の子らしい人、ですかね。フリルやレース、スカートが似合って、奥ゆかしくて控ひかえめな方にこの上なく惹ひかれますね」

　思わず僕は男子のブレザーに身を包む自分の姿を見た。そして窓にぼんやり映る僕はどう見ても貴公子だ。

「それ、僕と真逆じゃないか」

「お気付きになりました？」

　ようやく舞はニタリと微笑ほほえんだ。

「なるほど、これは厳しいな……」

「諦あきらめますか？」

　僕は首を横に振ふる。僕を侮あなどらないでほしい。

「まさか！　初はつ恋こいの相手が君なら不足ないね！　絶対その口から『好きです』と言わせてあげるから覚かく悟ごしなよ」

　その時舞は拍ひよう子しが抜ぬけたような顔をした。僕がニヤリとすると、彼は我われに返ったのか眉み間けんにシワを寄せた。

「……好きにしてごらんなさい」

　当てつけのようなため息。それはゴングが鳴る音だった。




「舞！　まーい！」

　僕は昼休みになると必ず舞のところに行った。舞は毎度毎度うんざりした顔を浮うかべる。最初は「五月蠅うるさいからお帰り願えますか」と言われてたけど、最近は「問答すら面めん倒どうです」と言って椅い子すを用意してくれるようになった。

「飽あきもせずによく来ますね、貴女は」

「君の顔を見るのは飽きないから」

　僕が言うと舞は「そうですか、よかったですね」と言いながら立ち上がる。

「どこ行くんだい？　舞」

「購こう買ばいです。今日は弁当がないので」

「そーなんだ……」

　舞はスタスタと教室を歩いていく。待ってたら帰ってくるかな？

「何してるんです？　置いていきますよ」

　舞が急せかすように振り向く。

「……うん！」

　僕は急いで舞を追いかけた。

　舞の隣となりを歩いていると視線の雨が降る。僕はこっそり彼に呟つぶやいた。

「皆みんな見てるね」

「でかい二人が並んでたら目立つからでしょう」

　僕は横を歩く舞を見上げる。やっぱり、僕より背が高い。

「そうだ。舞って身長何センチ？」

「秋の身体測定では１９５センチでしたね」

「へぇー、牛乳好き？」

「普ふ通つうですよ。父も背が高いので遺伝でしょうね」

「ふーん。ところでさ、あの時なんで女装してたの？」

　舞がじろりと僕を睨にらんだ。

「……貴女のせいですよ」

「どういうことだい？」

「クラスの男が、女子に告白したんですけど『トーマくんの方がカッコいい』と言われてふられたんです」

「ほーう」

「鼻の下伸のばしてる場合じゃありませんよ。面おも白しろがったクラスの男子達が貴女より背が高い私に女装させたんです。自分より背が高くて女性らしい男が現れたら貴女の立場がないだろうですって」

「なんでアッサリやったんだい？」

　下らないとか言いそうなのに。

「賭かけをしたんですよ」

「賭け？」

「私が貴女を騙だませたら、今年の掃そう除じ当番をクラスの男子が肩かた代がわりするようにね。まさか口説いてくるとは思いませんでしたよ……怒おこりました？」

　なぜ、怒ることがあるのか。

「むしろ感謝してるよ。君と仲良くなるキッカケになった」

　舞が啞あ然ぜんとして僕を凝ぎよう視しする。

「……心配になるくらい前向きですねぇ……」

　僕達が購買の棟とうに着いたころ、ぱたぱたと軽い足音が近づいてきた。

「孝臣くん！」

　背中の辺りからふんわりした可か憐れんな声がする。舞は振り向いてごく自然にその名を呼んだ。

「梨り未み！」

　知ってる子だ。ほのかに香かおる甘い香り、お人形のようにたっぷりしたまつ毛、腰こしまで伸のびた清せい楚そな黒くろ髪かみ、潤うるんだ瞳ひとみ、千ち原はら梨未ちゃん。学年でも一、二を争う美少女だ。

　僕の身体からだに異変があった。彼女の微笑みを見ると、胸がざわついたのだ。

「前歩いてるの見たから声かけたの」

　天使のような笑え顔がおは舞だけを見つめている。

「一人で歩いてるの珍めずらしいですね」

「ふふっそっちこそトーマくんも一いつ緒しよなんて珍しいね」

「たまたまですよ。あ、お手洗いに行くので先に購買に行っててください」

　言いながら舞がトイレに消え、僕達は二人きりになった。彼女は僕に擦すり寄る。

「トーマくん、話すのは初めてだね。やっぱりカッコいい」

　彼女の気さくな態度はどこか不自然で、褒ほめられたのに嬉うれしくない。

「ありがとう。梨未ちゃんはお姫ひめ様みたいに可愛かわいいね」

　彼女は小首を傾かしげながら言った。

「孝臣くんの隣にいたらお似合いのカップルに見えるかな？」

　僕の顔が強こわ張ばる。彼女は声のトーンを落とした。

「アンタは引っ込んでてよ。孝臣くんは、私のだよ」

　ショックで言葉が出なかった。





三章






「……どうしたんですか？」

　トイレから戻もどってきた舞が不思議そうに首を傾かたむける。

「トーマくんとお話ししてたの」

　彼女の顔はエンジェルスマイルに戻っていた。

　初めてだ……この僕が……女の子に……敵意を向けられ……あまつさえ……引っ込んでろなんて……。

　屈くつ辱じよくで身体の震ふるえが止まらない。

「本当にトーマくんってカッコいいね。孝臣くんと並んでると、ボーイズラブみたい！」

　こいつ今、なんて言った？

「梨未……」

　舞が呆あきれた顔をすると、彼女は「あ」と声をあげてわざとらしく慌あわてる。

「ごめんね！　失礼だったかな？　悪気はないの！　イケメン二人が並んでるから絵になるなぁって」

　悪気はない？　聞こえる。彼女の「噓うそだけど（笑）」という心の声が。

「二人が合コン行ったら大人気だね。じゃあね、孝臣くん！」

　彼女がその場を走り去って僕はようやく声を絞しぼり出す。

「舞……彼女は？」

「家が隣となり同士なんです。小学生の頃ころからあんな感じですよ」

　幼おさな馴な染じみの、小さくて可愛らしい女の子。

　二人で並んでても恋こい人びとに見えないって？　馬ば鹿かにしてくれる。




　先ほど僕が受けた仕打ちを与謝野に話すと、手を叩たたいて大だい爆ばく笑しようされた。

「ＢＬだって、ケッサクだな！」

「面白くないよ。学園の王子に向かって不ふ名めい誉よにも程ほどがある」

「調子乗ってっからだよ、腹痛いてぇ」

　涙なみだまで流されて非常に不ふ愉ゆ快かいだ。

「だいたい、舞も舞だよね！　梨未なんて名前で呼んじゃってさ」

「嫉しつ妬とじゃねぇか」

「嫉妬？　僕が!?」

　僕はされる専門なのに。

「呼んでほしいんだろ、名前で」

「僕がそんな子どもっぽいこと思うはずないだろ？」

　僕は長い脚あしで与謝野の脚を蹴けった。そのままスラックスに包まれた脚に目を落とす。

「痛えな！」

「……男っぽい女は恋れん愛あい対象外なのかな」

　僕が不意に尋たずねると、与謝野が真顔で答える。

「俺の守しゆ備び範はん囲いじゃねぇけどな」

　そんなのどうでもいい。

「舞は？」

「本人に聞けよ」

　出会って最初に聞いた。好みの女の子はフリルやレース、そしてスカートが似合う人だと。




　午後の授業で音楽室に向かっていると、梨未ちゃんと鉢はち合あわせする。彼女は僕に完かん璧ぺきな笑顔を見せつけた。

「トーマくん」

『くん』を強調してくる。やっぱり天然ではないみたいだ。

「ほんと格好いいなぁ、男の子に生まれたら良かったのに」

　ライバルなんてできたの初めてだから、嫌いや味みを言われても何て返せば良いいのかよくわからない。

「そしたら君を骨ほね抜ぬきにできたかも」

「私は孝臣くん一筋だから」

「舞は君一筋なの？」

　梨未ちゃんは少しイラッとした顔をした。

「……どうかな。でも私って孝臣くんの理想には一番近いと思うよ。この前女装した時、私を参考にしたんだって」

　僕は無言になる。梨未ちゃんを初めて見た時の嫌けん悪お感かんの理由がわかった。腰までの黒髪、ハチミツ風の甘い香り。舞が女装したときの雰ふん囲い気きが、彼女に似ていたんだ。

「『梨未が私の知り合いで一番可愛いですから』って。女に生まれて一番嬉しい言葉だよね」

　慇いん懃ぎんな口調までソックリに真ま似ねていた。たぶん、舞は本当に彼女にそう言ったんだ。

　……悔くやしかった。




　次の日、学校は大おお騒さわぎだった。僕がスカートをはいて登校したからだ。皆みんなの視線が僕の伸びた脚に集中すると鳥とり肌はだが立ちそうだ。

「トーマくん、今日はスカートなんだね！　長くてキレイな脚！」

「あ、ありがとう……」

　本当だろうか……？　あまり嬉しいと思えない。

「今日はどうしたのトーマくん？」

「えーと、ちょっとね」

　僕たちのやり取りを見ていた与謝野がボソッとつぶやく。

「良かったじゃねぇか」

「あー、まぁね」

　俯うつむくと見える膝ひざ小こ僧ぞうが落ち着かない。今すぐにここから逃にげ出したい。




　その日の昼休み。僕が与謝野達がご飯を食べている所に交ざると、一人の男子が目を丸くした。

「今日は舞の所に行かないのか？」

「あ……うん」

　本当は行こうとした。けど、足が動かなかった。

「おい当麻、そんなに脚開くと見えるぞ」

「！　そっか」

　与謝野が僕に注意する。なんて窮きゆう屈くつなんだろう。そよぐ風が脚にかかるのも、気持ちが悪い。

「ちょっとトイレ」

　ご飯を食べ終わった僕がトイレに行って教室に戻ろうとすると、恐おそれていた人と鉢合わせする。梨未ちゃんと……舞だ。

「え？　トーマくん!?」

　梨未ちゃんの声はひっくり返る。恐る恐る舞に視線をやると、彼は凍こおり付いたように固まっていた。

「ど、どーしたの!?　頭打ったの？」

　彼女の言葉に悪気があるのかどうかはわからない。でも興味はなかった。

「あ、いや、似合わないって意味じゃなくてね!?」

　僕は拳こぶしを握にぎりしめて舞の言葉を待つ。

「珍めずらしいことがあるものですね」

　背中が急激に冷えた。その場に、立ってられなかった。僕は一目散に自分の教室に戻もどる。

「似合う」の一言を望んでいた。他ほかでもない、舞に。

　期待した僕が、間ま違ちがっていた。僕が「女の子」になれるはずがないのに。

　僕は意い気き消しよう沈ちんしながら、自分の席に座る。

「当麻。自分の弁当、俺の席に忘れてんぞ」

　与謝野が僕の頭に空の弁当を載のせた。

「あぁ、ありがとう」

「……あのさ。お前可愛かわいくなりたいの？」

「……どういうことだよ」

「お前さ、今まで男の格好してチヤホヤされて喜んでたじゃん。仮に舞の好みの女になったところで維い持じできるの？　ていうかお前今さら数多あまたの女子より可愛くなれるの？」

　正直、自信はない。僕は「王子」だから。今から普ふ通つうの「女の子」に戻るのは難しい。それに僕はそれを望んでない。

「お前、あんまり無理しない方がいいと思うぜ。先生に怒おこられても女子の制服着れないくらい我が強いんだから」

　僕の身体からだに忘れていた自信がみなぎった。

「梨未ちゃんには、可愛らしさじゃ及およばない。けど格好良さで勝負するなら、彼女は到とう底てい……僕には敵かなわない！」

　この、自意識過か剰じようが。と与謝野が口角を上げた。





四章






　次の日。朝七時半の教室に、ネクタイをキッチリ締しめた舞が入ってくる。

「待ってたよ！　舞」

「全く、朝っぱらから呼び出して何ですか貴女あなたは」

　舞は文句を言いながら教きよう卓たくの上に座る僕の脚あしに目を留める。

「今日はスカートじゃないんですね」

「柄がらじゃないからね」

　僕は笑えみを浮うかべながら教卓から降り、舞に向き合った。自信は充じゆう分ぶんだ。

「僕は君が好きだ」

　舞が腕うでを組みながら不敵に微笑ほほえむ。

「……私の好みは女性らしい人なんですがね」

「僕は舞の好みの女性にはなれそうにないけれど、僕にはそれが無くても充分以上に魅み力りよくがあるだろう？　僕の彼氏にならない？　後こう悔かいはさせないよ」

　悠ゆう然ぜんと微笑む僕の顔を見て、ついに舞は声を立てて笑い出した。

「あははは！　馬ば鹿かみたいに前向きですね貴女は！」

　ずっと笑いっぱなしなので僕は彼を急せかす。

「笑ってないで返事をくれよ」

「……返事？　そうですね……」

　お腹なかを抱かかえていた舞は僕の顔をじっと見た。

「自信の権ごん化げのようで鼻持ちならないし、きっぱりフッたのに昼休みのたんびに顔を出すし、鬱うつ陶とうしいと思ってましたよ」

　駄だ目めか、でも悔くいはない。そう思った瞬しゆん間かん、舞がふわりと微笑みながら手を伸のばした。

「でも、私だけを真っすぐに見てくれるその瞳ひとみは、悪くなかったですよ。昨日の昼休みに顔を出さないから、思わず足が動いてしまいました」

　舞が僕の身体を自分の方に引き寄せる。彼の肩かたに頭を乗せると、彼の心臓が跳はねているのが、身体に伝わった。

「こんな気持ちになったのは……生まれて初めてです」

　僕も同じだ。だけど、驚おどろき過ぎて声が出ない。

　彼の腕が痛いくらいに僕を抱だき締めている。痛いのに、それが心ここ地ちよい。身体を預けていると、舞が茶ちや化かすように囁ささやいた。

「『僕の初めてを君にあげる』って言ってましたね？　さぁ何をくれるんでしょうか」

「ひぁっ!?」

　その瞬間、身体が疼うずいた。耳に口づけされたのだ。

「おや、顔が真っ赤ですよ？　トーマ王子のこんな姿、見るのは私が初めてでしょうね」

　舞は唇くちびるを僕の顔中に当てる。隙すき間まで揶揄からかうような笑いが耳をくすぐった。

「スカートをはいて来たのは梨未に妬やいたんですか？　彼女には可か憐れんさでは勝てないでしょうね」

「なっ！　その話はいいだろ!?　どーせ似合ってなかったよ！」

「いやいや、悪くなかったですよ。私の為ためにはいてきたんでしょう？　そそられましたね」

　舞の手が僕のスラックスの脚を這はい、僕の身体が再び跳ねると、彼はまた愉ゆ快かいそうに喉のどを鳴らした。

「ああその反応、愛いとおしいですね。貴女の思い通りになるのは癪しやくですが、私の思い通りになってくれるのなら彼氏にしてもらいましょうか、当麻」

「……下の名前で呼んでくれよ」

「ねだるのも恥はずかしそうですね。その顔に免めんじて許しましょう、雛子」

　ちゅ……と微かすかな音がしたが、初めそれが何の音か分からなかった。唇同士が擦こすれた音だと気付いたのは少し後だ。
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序章　後悔






　どうしてあんなことしちゃったんだろう。

　この数ヶ月、同じ疑問が頭の中を巡めぐっている。もちろん答えなんて出る訳ない。

　だからボクは未いまだに部屋に閉じこもっているんだ。





第一章　図書室での出会い






　事の起こりは数ヶ月前。

　いつものようにボクは図書室にいた。普ふ段だんは誰だれも来ることがない。担当であるはずの図書委員すら足を運ばない。そんな隠かくれ家のような図書室がボクの聖域だった。

　手当たり次し第だいに小説を読む日々。『書いてみたい』と思うようになるまで、それほど時間は掛かからなかった。

　最初は模も倣ほう。次は昔話のリメイク。中ちゆう途と半はん端ぱに投げ出してしまうものもあれば、きちんと書き上げたものもある。とにかく小説を書くのが楽しかった。

　ただ、読んでもらう友達はいなかった。

　たとえ友達がいたとしても、恥ずかしくて自分から読んでくれとは言えなかっただろうけど。

　でもこの日。本当に偶ぐう然ぜんが起こったんだ。

「あれれ、篠しの塚づかくんだっけ。図書室なんかで何してるの？」

　図書室に通うようになって半年以上。初めての来訪者にボクは飛び上がるほど驚いた。

「あ、えっと、ボクはいつもここで本を読んでるから。月つき島しまさんこそ、こんなところにどうしたの」

　月島美み代よ子こ。クラスメイトだ。──それ以上のことは良く知らない。

　彼女に限った話ではない。クラスの人たちについて、名前以上のことはほとんど知らなかった。

「篠塚くんって図書委員だったっけ？　まぁ、いいや。わたしは図書室があるって最近知ったからさ。結構好きなのよ、読書」

　腰こしまで伸びた黒い髪かみを翻ひるがえして、ほこりまみれの書しよ架かを楽しそうに見ている。その姿は本当に楽しそうだった。他人から逃にげる為ために図書室にこもっているボクなんかより、よっぽど図書室に似合っていた。

「ん？　ねぇ、何それ何それ」

　突とつ然ぜん月島さんが此方こちらを向いた。そして机の上で開きっぱなしになっていたボクのノートに関心を示した。

「な、なんでもないよ」

　慌あわててノート──というか、書いていた小説を隠そうとするのだが余計に関心を引いてしまうだけ。少々強ごう引いんにノートを取り上げられてしまった。

「…………。これって、篠塚くんが書いたの？」

「う、うん、一応」

　きっとバカにされるだろう。今まで誰にも見せたことはないが、そうに違ちがいない。ボクみたいな奴やつが小説なんて──。

「面おも白しろい、面白いじゃん、これ。ちょっと雑な部分とかあるけど、ちゃんと小説として成立してると思うし」

　ボクの予想を裏切る反応。何と言っていいのか分からず、ボクは言葉に詰つまってしまった。

「ねぇ、もし良かったら他ほかの奴も見せてよ。わたしは読む専門だから手伝ったりできないけど、一読者としての目線で意見も言えると思うし」

「あ、ありがとう。そんな風に言ってもらえると、思わなかった」

　ボソボソと話すボクに、彼女は少し残念そうにため息をついた。

「あのねぇ、せっかくこんな綺き麗れいな文章が作れるんだから。もう少し自分の言葉に自信を持ちなさい。いい！　あんたは今日から、作家・篠塚淳じゆんなのよ」

「作家──」

　もちろん彼女は冗じよう談だんのつもりだったんだろう。でも、その響ひびきはくすぐったくもあり、とても胸が高鳴るものだった。

「うん。ありがとう、月島さん」

　ボクはできる限りの笑え顔がおを浮うかべ、声を張った。きっと全然上手うまくできていなかったのだろうけれど、彼女は手でＯＫサインを出してくれた。

　これが、ボクと月島さんの不思議な関係の始まりだった。





第二章　行き詰づまり






　別に教室内で仲良くするようになった訳ではない。

　言葉を交かわすのは放課後、図書室で会う時だけだった。別にどちらかがそう決めた訳ではなかったけれど、なんとなくそういうことになっていた。

　小説を書いては彼女に感想をもらう。ファンタジー、日常もの、サスペンス。ジャンルは問わず手当たり次第に挑ちよう戦せんした。面白いと言ってもらえる時もあれば、全く駄だ目めだと突つっ返され怒おこられることも。

　今まで誰にも小説を読んでもらえなかったボクには、とてもとても嬉うれしかった。




　これで満足していれば良かったんだ。

　ボクの書いた小説を読んで笑ってくれる。驚おどろいてくれる。そんな彼女を近くで見ていたから、分不相応な望みを抱いだいてしまったんだ。

　ボクは月島さんに恋こいをした。

　相変わらずボクは自分に自信なんてない。自分に自信はないけれど、月島さんが綺麗だと言ってくれたもの──ボクの文章なら信じられるような気がした。

　だから気持ちを伝える手段は最初から決まっていた。小説だ。

　自分の気持ちを込めて恋れん愛あい小説を書き上げる。そして、それを読んでもらう。

　そう決めたボクは彼女に秘密で小説を書き始めた。

　自信が無く、独りぼっちだった少年が手を差し伸のべてくれた少女に恋をする小説を。

　恋愛小説はあまり読んだことが無く、正直難しかった。この作品ばかりは彼女にアドバイスをもらうわけにもいかない。毎晩頭を捻ひねりながら、何とか書き上げたんだ。




　それがよりによってこんな時に、他の生徒に見つかってしまったのだ。

「おい篠塚。英語のノート借りるぞ」

　承しよう諾だくを待つことも無く、彼──羽は根ね川かわはボクの鞄かばんをあさる。ボクが制止するより早く、彼がノートを見つけてしまった。英語のノートではない。小説を書いているノートだ。

「このノート……なんだ？」

「あ、そのノートは駄目。返して！」

　英語のノートか否いなかを確かめようとしただけなのだろう。ノートを開こうとする羽根川に、ボクは必死に手を伸ばした。ボクがこんなに抵てい抗こうすることは珍めずらしい。だからこそ彼も面白がってノートを確かく認にんしたんだ。

　そして羽根川は声を上げて笑った。

「なんだよ、これ。小説か？　しかも、恋愛小説とか……。お前、モテないからって小説に逃とう避ひするなよ、気持ち悪わりぃな」

　ボクは何も言い返せなかった。小説が笑われたことは悔くやしい。怒いかりと羞しゆう恥ち心しんで顔が熱くなる。きっと真っ赤に染まっているんだろう。でも、何も言い返せなかった。

　それは自分でも分かっていたからだ。羽根川の言ったことは、間ま違ちがっていないと。悔しいけれど、現実逃避の延長なのは事実なのだ。

　ボクが何も言い返せずにうつむいている間に、ノートは羽根川から他の人の手に移っていた。そこでも笑いが起きる。

　この場に居るのが辛つらい。いたたまれない。

　ボクは教室を飛び出していた。その後のことはよく覚えていない。親に事情を聞かれても答えることは出来なかった。事情を説明すれば、小説を書いていたことを伝えなければならない。また笑われるのでは……。そう思うと出来なかった。

　こうしてボクは不登校になったんだ。





第三章　暗あん中ちゆう模も索さく






　学校に行かなくなって親は心配している。こればかりは少し心苦しかった。不登校になった理由も分からず胸を痛めていることだろう。

　学校からは型どおりの登校を促うながす色紙が届いた。──こんなもので登校するようになった事例はあるのだろうか。

　羽根川は悪かったと謝っていたが、それもどうでも良いいことだった。彼にそれほど悪意があった訳でもないことは重々承知している。

　ボクは単に恥はずかしいのだ。月島さんに褒ほめられて舞まい上がっていた自分が。皆みんなに笑われる程度でしかないのに、自信を持とうとしていたことが。

　色紙には月島さんの言葉も書きこまれていたが、よく意味が分からなかった。『もう少しだけ待ってて』と。




「淳！　淳！」

　突とつ然ぜん、母親が部屋の中に入ってきた。

「部屋に入る時はノックくらい──」

「はいはい、文句は後でいくらでも聞くから。ちょっとこれを見なさいよ」

　何を盛り上がっているのか分からないが、いつもなら申し訳なさそうにするばかりの母親が妙みようにテンションが高い。見ているこちらが心配になるほどだ。

　これ、と差し出されたのは一通の封ふう書しよだった。送り主は──門かど川かわ？

　怪け訝げんな表情を浮かべつつ封ふうをあけ、送付状を取り出した。

「えぇ、この度たびは恋愛小説コンテストにご応おう募ぼありがとうございました。見事、入賞作品として選ばれましたので……ぇ？」

　意味が分からなかった。門川で恋愛小説コンテストをしていたことも知らなかったし、そもそも小説の応募なんてしていない。第一、応募できるような恋愛小説なんてボクの手元にはない。唯ゆい一いつ書いた恋愛小説は、あの日の騒そう動どうで行方ゆくえ知れずだ。

「あんた小説の応募なんてしてたの。それも入賞するなんて……驚いたわ」

「いや、違ちが……」

　舞い上がってしまっている母親にボクの声は届かなかった。

　しかし、いったいどういうことなのか。封ふう筒とうの中を改めてみると、作品の原げん稿こうも添そえて送られていた。ただ、ボクはいつもノートに小説を書いていたが、入っていた原稿は原稿用紙に清書されている。

「あっ……」

　一ページ目に作者名が連名で載のっていた。

「月島、美代子」

　彼女だった。あの小説は彼女の手に渡わたっていたのだ。

　しかし、なぜこのようなことをしたのかわからない。だが、彼女が色紙に書いていた『もう少しだけ待ってて』とはこのことだったのだろう。

　原稿用紙を捲めくり彼女の書いた文字を追っていく。

「ん？　違ちがう。これ、ボクの小説じゃない」

　小説の出だしは確かに同じだった。中ちゆう盤ばんも。だが終盤は自分の書いたものとは違っていた。

　当初の結末では、図書室で少年が告白するところで終わるようになっていた。告白の意を込めてみせるのだ。告白が成じよう就じゆする場面を書くのは恥ずかしかったんだ。

　それが今は────。





第四章　小説の結末






　晃あきらは教室を飛び出した。自分の書いたラブレターを張り出されるという公開処しよ刑けい。クラス中の笑いものになってしまった。

「晃くん！」

　麻ま衣い子こが息を切らしながら後を追いかけてきた。

　彼女から逃にげるように再び晃は走り出す。今は彼女の顔を見られる心境ではなかった。

　それでも麻衣子は懸けん命めいに後を追った。今追いかけなければ、手の届かないところに行ってしまう。そんな予感がしたからだ。

「もう、晃くん。待ちなさいって！」

　足は麻衣子の方が速かった。逃げる晃の背中に体ごとぶつかり、そのまま二人で倒たおれこんだ。

「なんで逃げるのよ！」

　馬乗りになったまま麻衣子が怒おこる。

「今、合わせる顔が無くて。ごめん」

「違う！　ごめんって謝るのはわたしの方！」

　顔を背そむけようとする晃の頰ほおを両手でしっかり摑つかみ、正面から顔を見つめた。

「ごめん。わたし……皆を止められなくて。悪ノリする皆を止められたはずなのに」

　手紙を張り出したのは麻衣子ではない。でも、晃を辱はずかしめようとする友達の行こう為いを止めることが出来なかった。その罪悪感で押しつぶされそうだった。

「後ご藤とうさんが悪いわけじゃないから。調子に乗って告白なんてした俺が……」

「調子に乗ってって何よ！　それじゃ……それじゃ、喜んだわたしがバカみたいじゃないのよ！」

「え？」

　思いがけない言葉に晃は目を丸くして麻衣子を見上げた。一方、麻衣子は恥ずかしそうに頰を赤らめる。

「喜んだ……って、その、あの」

　しどろもどろになって言葉が出ない晃。そんな晃がじれったい。半ば自棄やけになった麻衣子はそのまま晃の唇くちびるを塞ふさいだ。

「…………。これで、分かったでしょ。もう何も言わなくていいから」

　魅み力りよく的な言葉を紡つむげるのに、とても口下手ですぐに口ごもってしまう。そんな彼を好きになったのだ。そんな彼に言葉をねだるのは無ぶ粋すいというもの。

「また、小説を読ませてね」





第五章　そして現実へ






　読んで、胸が熱くなった。これは……思い上がりではないと信じたい。

「ちょっと出かけてくる！」

　ボクは慌あわてて家から駆かけ出した。

　この日、この時間に彼女がいるかはわからない。確証はない。それでも駆け出さずにはいられなかった。

　校門をくぐり、校舎の中へ駆け込む。

　私服姿。それも不登校だった生徒が突然現れたのだ。すれ違った同級生や、幾いく人にんかの先生が驚おどろいていた。でも、そんなものは関係ない。ボクが目指すのは一ヶ所。

　図書室。扉とびらに手をかける。──開いていない。鍵かぎがかかったままだ。

「そりゃ、そうか」

　ここの鍵を開けていたのはボクなのだ。そのボクが不登校になれば、誰だれも訪おとずれるはずがない。

「バーカ。まだＨＲ中。放課後じゃないんだから、開いてる訳ないでしょ」

　背後から声がした。聞きたくて仕方のなかった声。振ふり返ると彼女がいた。

「月島さん」

　言いたいことはたくさんあった。でも、何一つ言葉にならなかった。代わりに出てくるのは涙なみだ。

　それを見て彼女は笑った。

「もう何も言わなくていいから」

　あの小説の言葉だ。

「また、小説を読ませてね──淳」

　彼女の柔やわらかい唇が触ふれた。言葉は要いらない。あの小説を通じて、二人は分かり合えているのだから。







[image: リピート　ファースト　キス　ｉｎｄｉ子]




「友ゆ里り恵え、最近何かあった？」

「ん？　何かって何？」




　お昼休み。

　お弁当の蓋ふたを開けていた私に、前の机をくるりと回転させてくっつけようとしていた美み和わがそう声をかける。

「ケンカでもしたの？　大ひろ夢むくんと」

「……ぐ」

「あんたと大夢くん、よく一いつ緒しよに登校してたじゃん。それなのに最近友里恵一人で学校に来るし、廊ろう下かで大夢くんとすれ違ちがってもぎこちないし……あ、もしかして別れた？」

「そ、そういう訳ではないんだけど」

　大夢くんは、一か月前に付き合い始めた、私にとって初めての『カレシ』だ。クールで背が高くって頭がよくって、同年代の男子よりも落ち着いていて……眼め鏡がねの奥に見える瞳ひとみが優やさしげで……私にとって、【高たか嶺ねの花】みたいな人。一度も同じクラスになったことのない大夢くんに近づきたくて彼と同じ図書委員会に入って、少しずつお話をする回数を増やしていって……ダメ元で告白してみたら、まさかのＯＫ！　その晩は嬉うれしくって嬉しくってなかなか寝ね付つけなかったのを今でもはっきり覚えている。

「いっつもイチャイチャしながら学校来てたのに。大夢くんなんて、友里恵のカバンまで自転車のカゴにいれてさ。優しいよね、そういうところ」

「そう！　そうなんだけど……」

　お付き合いを始めた日から、私は登下校中も大夢くんと一緒だった。地下鉄を利用している私のために、大夢くんは自転車を押して駅まで付き合ってくれる。朝も、私が地上に出てきたら自転車にカバンを載のせた彼が軽く手を振って私を待っている。夢にまで見た、あこがれの大夢くんとのカレカノ生活。初めはウキウキして仕方がなかったけれど、最近、ある問題に直面した。

「何か悩なやみがあるなら、この美和サンに相談してごらん？　参考になるかわからないけど」

「うう……いいの？」

「友里恵のためなら、この美和サン、一ひと肌はだ脱ぬぎますよ」

「絶対に笑わないって約束してくれる？」

「もっちろん！　さあ、どんと来いって」

　美和は大きく胸を張る。その姿がなんだか頼たのもしく見えてきた。彼女はクラスの中でも『恋れん愛あい番長』として名が通っている。お付き合いした男子の数もさることながら……よく男子から告白されている。まるでライトをつけてイカをおびき寄せている漁船のようだ、と私は心の中で密ひそかにそう思っていた。

「あの、アレの時にね……」

「ん？　えっちの時」

「ち、ちがう！　まだそこまでいってない！　キスの時!!」

「大きな声出さなくってもいいって、友里恵注目浴びてるよ」

　ふと周りを見ると、クラスメイト達がクスクス笑いながらこちらを見ていた。私は恥はずかしくって、身を縮こませる。

「それで、キスがどうしたって言うのよ。大夢くんがしてくれないとか？」

「ちがうの、そうじゃなくって」

「もしくは、テクニシャン過ぎてヤバイみたいな？」

「ちーがーう！　そうじゃなくって……私、失敗しちゃって」

「失敗？」

　つい一週間ほど前の事だ。一緒に帰っていた時に、大夢くんに「時間があるなら、ちょっと公園に寄っていかない？」と誘さそわれた。そんなの、断るわけがない。たとえ予定が入っていたとしても、大夢くんを優先するに決まっている。大夢くんに付いていった先は、あまり人ひと気けのない公園だった。自転車を停とめて、ベンチに並んで座る。今日あったこととか、授業中に先生が言っていた面おも白しろい話、大夢くんが最近読んだオススメの本。いつも通りそんなとりとめのない話をしていたとき、急に、私の左側に座っていた大夢くんの右みぎ腕うでが私の背後に回り……肩かたをぎゅっと抱だき寄せられた。




「え……？」




　隣となり合って歩くことはあっても、今までこんなに二人の距きよ離りが近づくことなんて、なかった。肩を抱かれたまま、私は大夢くんの胸に引き寄せられる。ドキドキと鳴る心臓の音がうるさくて、それが大夢くんに聞かれていないかだけが気になって仕方がない。つむじのあたりには、彼の震ふるえる呼吸。肩を抱く大夢くんの手も小刻みに震えているので、彼も私くらい緊きん張ちようしていることが伝わってきた。




「あの……」

「キス、してもいい？」




　ついに、この時が来た。

　私は恥じらいながら頷うなずくが……この日が来るのを今か今かとずっと待っていた。それこそ、付き合い始めたその日から。

　私が顔をあげると、頰ほおを赤らめる大夢くんがそこにいる。今まで見たことがないその姿も可愛かわいかったんだけど……問題は、そこからである。徐じよ々じよに近づく、二人の頭。感じあうお互たがいの呼吸。私はうっとりと目を閉じて、『その瞬しゆん間かん』をひたすら待った。




「……あたっ！」

「[image: ]！」




　唇くちびるが触れ合った瞬間、その時事件が起きた。ガチン！　と音を立てて……お互いの歯が、勢いよくぶつかった。その衝しよう撃げきたるや、言葉では言い表すことができない。『痛い！』と思うよりも先に、体の底から勢いよく羞しゆう恥ち心しんが噴ふき出してきた。あわあわと口元を震わせていると、大夢くんにも何か思うことはあったようで、彼も耳まで赤く染めている。




「ごめん、あの、そういうつもりじゃ……」

「私こそごめんなさい！　あの、じゃ、帰るね！　バイバイ！」




　居たたまれなくなった私は、カバンを抱きかかえて一目散に駆かけ出していく。背後から私の名を呼ぶ大夢くんの声が聞こえなくなっても、息が上がって辛つらくなっても、私は走るのをやめなかった。

　は、はじめてのキス、ファーストキスが……大夢くんの柔やわらかそうな唇の感かん触しよくではなく、お互いの歯がぶつかる衝撃だったなんて……生まれて初めて、頭から消し去りたいと思うくらい恥ずかしい記き憶おく。それに、ぶつかった瞬間に出た『[image: ]！』とかいうカエルをつぶした時のような変な声、それを大夢くんに聞かれたことも恥ずかしくて仕方がない。

　それ以来、大夢くんと顔を合わせるのになんだか気き後おくれしてしまっている。




　その話を終えた瞬間、美和が手を叩たたいて大きな声で笑いだした。

「ちょっと！　笑わないって約束したじゃない！」

「あ～あほらし。そんなくだらないことで悩んでたの？」

「すっごい悩んでるの！　こっちは！　美和に相談して損した」

「まあまあ、落ち着いて」

　私が憤ふん慨がいして頰を膨ふくらませているのに、美和はニヤニヤといやらしく笑っているだけだ。人の不幸をこんなに喜ぶなんて、人でなしにもほどがある。

「でも、そんな事でうじうじ悩み続けるくらいなら、もう一回してきたら？」

「何を？」

「そりゃ、キスに決まってるじゃん。今ちゃんとやらないと、これから先もずっとできないままだよ」

「そうだけど……」

「まあ、失敗しちゃって恥ずかしい気持ちもわからなくはないけどさ。いつかこれもいい思い出になるって」

　美和は「まあ、がんばっておいでよ。チャンスなんて、いくらでもあるでしょ？」と軽い口調で言ってパンにかじりついた。

　そのチャンスは、美和が思っているよりも早く訪おとずれた。




（何でこんな時に限って、大夢くんと図書委員の仕事の日一いつ緒しよなんだろう……？）




　放課後、私は図書室に来ていた。返へん却きやくされてきた本を黙もく々もくと本ほん棚だなに戻もどしていくだけの単調な作業。それなのに、私の心臓はこの前のファーストキス失敗事件のときのようにドキドキとうるさい。

　それもそのはず、私の真後ろでは今、大夢くんが同じ作業をしている。人の少ない図書室はシンと静まりかえっていて、私の心臓の音と大夢くんの呼吸の音が、よく聞こえてきた。私は平常心を取り戻すために、何度も深呼吸を繰くり返す。台車に載のせていた本も、数少なくなっていた。

「あとは、これっと……」

　最後の一冊を手に取る。背表紙にある請せい求きゆう記号を確かく認にんしてから、本棚の仕し舞まう場所を探した。下から順に見ていって、視線は一番上の棚たなで止まる。……私の身長では、背せ伸のびしても届かない高さだった。いつもなら大夢くんに助けてもらっていたけれど、なんだか気まずくて話しかけにくい状態はまだ続いている。私はつま先立ちをして、さらには腕うでを伸ばして持った本を仕舞おうと踏ふん張る。でも、まったく届きそうになかった。

「……貸して」

「え……？」

　私の手から、本がするりと抜ぬけていく。いつの間にか私の背後に立っていた彼が、大きい手で私から本を奪うばい取り、長い腕がするっと本棚に仕舞ってしまう。

「あの、ありがとう」

　振ふり返ると、想像していたよりも近いところに……大夢くんが立っていた。私の肩が、大夢くんの胸のあたりに触ふれる。少ししか触れ合っていないのに、熱い彼の体温がすぐに伝わってきた。

「あ、あの……」

　大夢くんは、なかなか避よけてはくれない。本を仕舞ったばかりの手は本棚についていて、もう片方の手は、私の腕を摑つかんでいた。私たちの距離は、少しずつだけどゼロに近づいていく。

「大夢くん……？」

「ごめん」

　見上げると、いつも透すき通っているはずの大夢くんの瞳ひとみが少しだけ曇くもっている。

「キス、うまくできなくって」

「え、や、あの……私の方こそ、ごめんなさい。初めてだから、へたくそで」

「いいよ。……ああいうのは、男がちゃんとリードするもんでしょう？」

「そう、なのかな？」

「そうだよ。……ちゃんと、イメトレしたのにな」

「え!?」

　思わず聞き返すと、大夢くんも「あ」と声をあげた。そして、みるみる赤くなっていく。

　思わず口を滑すべらしてしまったらしい。

「そうだったの？」

　私がそう聞き返してみると、大夢くんはおずおずと頷いた。

「だって、そうだろ。……初めてなんだから、緊きん張ちようするし。少しでもスムーズにできた方が、その、かっこいいし」

「ひ、大夢くんも初めてなの!?」

「そうだけど……」

「意外。大夢くん、モテるから……もうそういうコト、してるんだと思ってた」

「……幻げん滅めつした？」

　私が勢いよく首を横に振ると、大夢くんは少しだけびっくりしていた。

「う、嬉うれしい！」

「……嬉しい？」

「大夢くんの初めて、ファーストキス、私にくれるなんて……あ！　でももうしちゃったんだ」




　歯がぶつかる、痛々しい思い出しかないファーストキス。それを思い出して、今度は頭を抱かかえ込む。ため息をつくと、大夢くんが私の手を摑んだ。




「それならさ」

「え？」

「もう一回、しない？」

「も、もう一回？」

「キス。やり直そうよ、ファーストキス」




　大夢くんの口から出るその甘かん美びな言葉に、体中が熱くなっていく。声を出すこともできなくなった私は、おずおずと頷うなずいた。




「それじゃあ……目、閉じてもらえる」

「は、はい……」




　目を閉じると、もう何も見えない。それでも、大夢くんの体温だけは感じることができる。大夢くんの指が私の顎あごに触れて、そのまま少しだけ持ち上げて、顔を上向きにさせる。

　私は少しずつ近づいてくる温かさと柔らかな感触。喉のどから手が出るほど欲しかった【ソレ】を、今度は一ミリも動かず……そっと、受け入れていた。
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　そう、きっと大だい丈じよう夫ぶ。何度も何度も練習したんだから。

　さりげなく、なにげなく、わざとらしさを感じさせずに自然に、自然に。

「しょうがないなぁ。じゃあ、あたしが作ってあげるか」

　よし、完かん璧ぺきに言えたぞ。グッジョブあたし。

「マジ!?　やったー！」

「約束したしね、一応」

　はしゃぐ省しよう吾ごを横目で見ながら、やれやれ、といった感じでため息をついてみる。うん、我われながらナチュラルな演技。シミュレーション通りだ。さぁ、決戦は金曜日。忙いそがしくなるぞ。




　毎年九月に、あたしと省吾が通う高校では、クラス対たい抗こうの球技大会が開かい催さいされる。その際に、交際中のカップルはもちろん、片思い中の女子が、気になる男子に手作りのお弁当で告白をする、と言うのが例年の恒こう例れい行事になっていると知ったのは、入学してはじめての球技大会だった昨年の話。いったいどれだけの女子が、このお祭り騒さわぎに参加するのか半信半疑で、結局あたしは傍ぼう観かん者で終わってしまったけれど、甘い物が苦手な男子でもお弁当なら大だい歓かん迎げいとばかりに、むしろ二月のバレンタインデーよりも校内は盛り上がっていたっけ。

「ああー、ちくしょー。結局俺、母ちゃんの弁当だったよー」

　去年のあの日、球技大会を終えたあたしと省吾は、朝あさ日ひ屋やのカウンターに並んで人気の味み噌そラーメンを啜すすっていた。省吾とあたしはクラスメイトかつ、同じ陸上部員。二人して、四六時中「腹減った」が口くち癖ぐせの、自他共に認められている「食いしん坊ぼうコンビ」で、こうやって放課後に寄り道して食しよく欲よくを満たすのが、省吾とあたしの日課になっていた。

「へぇー、省吾ってば誰だれかに作って欲しかったわけ？」

「そりゃそうでしょ！　あこがれでしょ!?　女の子からの手作り弁当だなんて」

「相手が、省吾のタイプの子じゃなくっても？」

「バカ、そんなの気持ちだよ。気持ち！　『俺の為ため』っていう気持ちが嬉しいんだよ！」

　力説する省吾を横目に、あたしは店員さんに替かえ玉をオーダーする。それって結局、誰からでもいいって事とは違ちがうのかななんて思いながら。

「櫻さくら井いは、誰か作ってやりたいヤツとかいなかったのかよ」

「いないいない。むしろあたしも誰かに作って欲しかったよ」

「あはは、お前らしいし」

　そう言って、省吾も負けじと替え玉を追加した。

「じゃあさ、櫻井」

「なに？」

「もし来年の球技大会で、誰も俺に弁当作ってくれそうになかったら、お前が作ってよ」

「はぁぁ？」

「な！　頼たのむ！　チーム食いしん坊のよしみで。どーんとボリューミーな弁当をひとつ」

「ちょ、勝手に変なチーム名決めないでよ」

　口ではそう言いながらも、あたしの心臓はのど自じ慢まんの合格を知らせる鐘かねのように、高らかに鳴り響ひびいていた。

　だって省吾は、あたしが初めて意識した男子だったから。




　中学の頃ころから陸上部で、それも砲ほう丸がん投なげだなんていうワイルドな種目に属していたあたしは、色黒だし、筋肉質だし、誰よりも「華きや奢しや」って言葉が似合わない女子だって自覚していた。おまけにお洒落しやれより食べる事が大好きで、高校に入っても、他ほかの女子みたいに「恋こい」にときめいたりする事なんてないって思ってた。

　でも、省吾と出会って、部活帰りにあれこれ食べ歩きしながら、色々話すうちに、省吾と同じものを美味おいしいって言える事がすっごく楽しくて嬉しくなってきた。こんな毎日がずっと続けばいいって思った。ああこれが「恋」なんだって気付くまでに、時間はかからなかった。

　本当は、一年の球技大会の時にも、省吾にお弁当を作ってあげたかったのだけれど、あたしは何しろ食べるのが専門だったので、料理と言えばインスタントラーメンどまりだったし、何より省吾はあたしを単なる「食べ歩き仲間」と思っていると信じていたから、その関係を壊こわすのが怖こわかった。

　だから省吾に、

「お前が作ってよ」

　と言われて、内心あたしは天にも昇のぼる気持ちだった。




　それからの一年間と言うもの、次の球技大会で省吾にお弁当を作ってあげる為に、あたしは密ひそかに料理の特訓を続けた。もし一年の間に、省吾に彼女ができたら、約束も流れてしまう事に怯おびえてもいたけれど、高二になって、またクラスメイトになれて、球技大会まであと四日となった月曜日の放課後。

「櫻井ー、お前約束覚えてるんだろうな」

　って省吾に言われた時には、踊おどりだしたくなる気分だった。

「はぁ？　なんの話よ」

　わざととぼけたフリをする。

「弁当だよ、弁当！　球技大会の！　約束しただろ？　去年。作ってくれるって」

「なによ省吾。結局誰もいなかったの？　作ってあげるって言ってくれる子」

「うるせーよ」

　心底ほっとした。秘密の料理レッスンが、無む駄だにならなくて済んで。あたしは、何度も頭の中でリハーサルしていた台詞せりふを口にした。

「しょうがないなぁ。じゃあ、あたしが作ってあげるか」




　球技大会が開催される金曜日の天気予報は、晴れて気温も上じよう昇しようするとテレビが伝えていた。お弁当が傷いたまないように、冷れい凍とうしたゼリーを多めに入れようか、ぶどうも凍こおらせて入れればカラフルでいいかもしれない。省吾の好きなツナマヨのおにぎりは絶対外せないし、鉄板のからあげも何度も火傷やけどしながら練習して、もう完璧にマスターしたから大丈夫。そんな風に、献こん立だてを考えているだけで心が弾はずんだ。

　今まで、バレンタインのチョコレートはおろか、手作りの料理を男子に食べてもらった事なんてなかった。好きな人の為に料理するって事が、こんなにも幸せな気分になれるんだって、あたしははじめて知った。

（美味しく食べてくれますように）

　そんな風に祈いのりながら、金曜日を待った。




　あぁなのに、なぜ。

　この世に神様は存在しないのだろうか？

「はっ!?　断水？」

　とんでもないニュースが、あたしを叩たたきのめした。

「そうなのよぉ。マンションの貯水タンクに亀き裂れつが見つかったとか何とかで、緊きん急きゆう工事だって。明日の朝まで」

「え、だってあたし、明日の朝お弁当作るって言ったよね？」

「だってしょうがないじゃない。コンビニのパンでも買って行きなさいよ」

　我が母は良くいえば大らか、悪く言えば鈍どん感かんな人物で、娘むすめが連日料理の練習に時間を割さいていた事に、「食いしん坊が料理にも目覚めた」くらいにしか考えていなかったようだった。

　突とつ然ぜんの自宅の断水の知らせに、あたしは急きょ食材を抱かかえて、おばあちゃんの家に避ひ難なんする事にした。おばあちゃんの家は、学校から二時間近く離はなれた駅にあるので、予定より相当早く起きてお弁当を作らなきゃならない。それでも、

「マジ!?　やったー！」

　そう言ってはしゃいでいた省吾の顔を思い出せば、早起きなんて全く苦にならなかった。

「おばあちゃん！　台所、借りるからね！」

「あれあれ、サキちゃん。えらく早起きさんだねぇ」

　暗いうちから起き出して、慣れないおばあちゃんちの台所で四苦八苦しながらなんとかお弁当を作り上げ、駅へと向かった。そこで第二の悲劇が起きた。お財さい布ふを、おばあちゃんの家に置いて来てしまったのだ。

　片道30分強の道のりをダッシュして戻もどると、すでにおばあちゃんはいなかった。そういえば今朝は、早朝太たい極きよく拳けんに老人会の皆みんなと参加するって言ってたっけ。あたしは通りがかりの近所の人たちに必死になって尋たずねて、おばあちゃんのいる公園を見つけ出した。

「おばあちゃぁぁぁん」

「あれあれサキちゃん。どうしたんだい、泣きべそなんてかいて」

　おばあちゃんからお金を借りて、再び駅に舞まい戻った。でもこの駅から出ている電車の本数は、一時間に二本しかなく、もう遅ち刻こくは確実だった。それでもいい、なんとかお昼の時間に間に合えば。省吾にお弁当を届ける事ができれば。……そう願っていたのに。




　あたしが学校にたどり着いたのは、昼休きゆう憩けいに入るわずか10分前だった。

　待ちかねた電車に飛び乗って、あたしとした事が安あん堵どのあまり眠ねむってしまい、気付いたのは乗り換かえ駅えきの遥はるか先を過ぎてから。半ベソになって折り返しの電車に乗ったら、まさかのそれは二時間に一本の特急電車。車窓を流れて過ぎ去っていく乗り換え駅を、茫ぼう然ぜんと見送った。

　ここまで来ると、神様の悪戯いたずらだなんてお茶ちや目めなもんじゃなくて、運命的にあたしのお弁当が省吾に届かないように仕組まれているのでは、としか思えなくなってきた。ザ・絶望。

　それでも駅に着いたら全速力でダッシュして（これなら長ちよう距きよ離り選手でもイケるんじゃないかという猛もうスピードで）、校門に飛び込んだ。グラウンドでは大だい歓かん声せいの中、サッカー競技が盛り上がっている。省吾はハードル選手の脚きやく力りよくを買われて、バスケの試合に参戦しているはず。会場の体育館のはずれに、あたしは省吾の後ろ姿を見つけた。

「省吾！　お待たせ……」

　駆かけ寄ろうとして、省吾のそばに一人の女子生徒がいるのに気付き、足を止めた。小こ柄がらなスタイルにふんわりロングのあの子は、確か３組の小こ清し水みずさんだ。彼女の手には、ピンクのナプキンで包まれた、ランチボックスが。省吾の顔は見えない。見えなかったけれど……。

「あぶないっ！　よけろっ!!」

「へっ？」

　背後から聞こえてきた突つき刺ささるような声に振ふり向くと、

「櫻井っ！」

　飛んできた、弾だん丸がんみたいなスピードのサッカーボールを顔面に受けて、あたしの記き憶おくはそこで途と切ぎれた。ああ、ホントになんて最悪な一日。でも最後にあたしの名前を呼んでくれたあの声は、省吾だ。……それだけで、……もう、……充じゆう分ぶん……。




　夢の中で、省吾と小清水さんが微笑ほほえみ合いながら、ピンクのナプキンに載のせられたお弁当を美味しそうに食べていた。そうか。わかった。今日一日、朝からあたしの運勢が最悪だったのは、神様が省吾と小清水さんを引き合わせようとしていたからなんだ。

　これは罰ばつだ。

　こんな事になるなら、省吾にちゃんと告白をしておけばよかった。「あたしに、お弁当を作らせて」って。「仕方がないから作ってあげる」みたいな、あんな小こ芝しば居いなんか打ったりしないで。傷つくのが怖くて、気持ちを隠かくしながら、お弁当を作ろうとしていた罰なんだ。ちゃんと想おもいを告げて振られた方が、どんなにすっきりとした事だろう。可か哀わいそうなあたしのお弁当。あたしのせいで、省吾に食べてもらえなくて。食べ物に、罪はないのに。

　涙なみだが頰ほおを伝って目が覚めるかと思ったら、

『グ、グ、グゥ、グゥゥゥゥゥー』

　実際には、自分のお腹なかの音に驚おどろいて目を開けた。

「大だい丈じよう夫ぶか!?　櫻井！」

「……省吾？」

　保健室のベッドで目覚めたあたし。目の前には省吾。少女マンガのワンシーンの様な状じよう況きようなのに、目覚めのきっかけは、王子様からのキスじゃなくて、空腹を告げるお腹の声。あたしのお腹よ、お前にはロマンチック・クラッシャーの名を与あたえよう。

「俺がわかるんだな!?　良かったぁ。記き憶おく喪そう失しつとかになってなくて」

『グゥ、グ、グゥ、グゥゥゥゥゥゥゥー』

　再び、保健室の空気を震ふるわすような大音量でお腹が鳴った。今度は、省吾のお腹が。壁かべの時計を見ると、もう午後の三時を回っている。

「省吾、もしかして、お昼まだなの？」

「ん？　ああ、まだ。なぁこれ、お前が作ってくれた弁当だよな？」

　省吾が、あたしのお弁当を手にしている。紺こん色いろのバンダナで包んだお弁当。小清水さんのピンクとは正反対のお弁当。

「……そうだけど。省吾、さっき小清水さんからお弁当もらってなかったっけ？」

「え？　見てたの？　いや、もらってないよ。ていうか、断った」

「なんで？」

「なんでって、櫻井が作ってきてくれるの、待ってたからに決まってんじゃん。なぁ、これ喰くっていい？　いい？」

　あたしの返事も待たずに、目を輝かがやかせて省吾はあたしのお弁当を開く。

「うぉー、でっけぇ握にぎり飯！　からあげも、めっちゃいっぱい!!」

『グゥ、グゥゥー』

　並んだお握りとおかずを見て、あたしのロマンチック・クラッシャーが再度爆ばく音おんを奏かなでた。

「あれ？　そうか、櫻井も昼飯まだなんだろ？」

「……う、うん」

　まだどころか、あたしは省吾のお弁当作りに夢中で、自分の分をすっかり忘れていた。

「一いつ緒しよに喰おうぜ！　な！」

「え？　でもここで食べちゃまずいんじゃ」

「へーき、へーき。空腹で死にそうだったから、速そつ攻こう弁当食べましたって言えばイイって」

　常識を重んじるより、食しよく欲よくの方が勝って、あたしは差し出されたお握りに手を伸のばした。




「あ！　これ、中味ツナマヨだ！　やったー！　おぉっ！　なあなあ、このからあげ、衣ころもに粉チーズ入ってる？」

「うん。扇おうぎ屋やのからあげのマネしてみた」

　扇屋は省吾のお気に入りのラーメン屋さん。サイドメニューのからあげがバツグンなのだ。

「さすが櫻井！　わかってるぅ。ん、卵焼きも、俺の好きな甘くない出し巻きの奴やつだ。最高！」

「この卵焼き、ちょっとしょっぱ過ぎたね。お塩入れすぎた」

「そっかー？　旨うまいぜ」

　大きな口でもぐもぐと、美味おいしそうに、あたしが作ったお弁当を食べてくれる省吾。さっきまでの絶望的な気分が、噓うそみたいに幸せだった。

「……俺さ」

　箸はしを止めずに、省吾が少し静かなトーンで話し出した。

「櫻井がなかなか学校に来なくって、すっげー心配してた。メッセージも全然既き読どくになんなかったし」

「ごめん、スマホの充じゆう電でん切れちゃってて」

「俺さ、後こう悔かいしてたんだ。櫻井に『誰だれでもいいから弁当作ってほしい』みたいに言っちゃったこと。そんな失礼なこと言っちゃったから、櫻井はもう、呆あきれて来ないんじゃないかって思って」

　省吾が、両手を膝ひざに置いて、真っすぐあたしを見た。

「ちゃんと言えば良かったって。櫻井に、『俺の為ために、弁当作ってほしい』って。小清水が、弁当持ってきた時にはっきり気付いた。俺がちゃんと櫻井に告白していれば、こんな事にならなかったんじゃないかって。だから」

　小さくひとつ息をのみ込んで、省吾が続けた。

「今度の合唱コンクールで、櫻井に俺からキャンディをプレゼントさせてくれ」

　あたし達の高校には、もうひとつ恋れん愛あいに関する恒こう例れい行事があった。球技大会でお弁当で告白した女子に、男子が「ＹＥＳ」の返事をする場合、翌月に開かい催さいされる校内合唱コンクールで、キャンディを送り返すのだ。

「……省吾」

「……ダメか？」

「ダ、ダメじゃない。嬉うれしい。すっごく嬉しい」

　二人っきりの保健室で、省吾と見つめ合う。頰が熱をもってきたのがわかる。と、そのとき、

『グゥゥゥゥゥー』

　省吾とあたしのお腹が、今度は同時に鳴り響ひびき、思わず二人して吹ふきだした。

「だぁっ！　なんだよ、いいところで」

「ふふ、結局あたし達は、色気より食い気なのかな」

「ま、俺たちらしいっちゃ、らしいか」

「ね、お弁当食べたら、来らい々らい軒けん行かない？　久しぶりに野菜チャーシューましましで」

「お、いいね。でもまずは、櫻井のお手製弁当を味わって食べてからな」

　省吾は笑って、からあげをひとつ口に放ほうりこんだ。

「うん！」

　あたしも卵焼きに箸を伸ばす。しょっぱいはずの卵焼きが、なんだかちょっぴり甘く感じられた。




　その後、あたしと省吾は、いつものようにラーメン屋さんへ寄り道した。

　いつもと違ちがったのは、この日、はじめて省吾と、手をつないで歩いた事だ。

　夕ゆう陽ひに照らされて、仲良く手をつないでいる二つの影かげを振ふり返り、省吾と顔を見合わせて笑い合った。

　あぁ今日は、最高の一日だ。
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　私は空そら野のくんに片かた想おもいしている。そして空野くんも私のことが好き。

　私たちは両片想いだ。

　だけど。

　まともに話したことがない。




【朝　登校】




　朝。教室に入ると、すでに空野くんの姿があった。

　いつもより少し早い時間だから他ほかのクラスメイトは来ていなくて、教室には私と空野くんだけ。

「おはよう、空野くん」

　挨あい拶さつをしたけれど、空野くんから挨拶は返ってこない。それどころか目が合った瞬しゆん間かん、机に顔を突つっ伏ぷしてしまった。

　寝ねているわけではなくて、ちゃんと起きてる。肩かたがぶるぶると小刻みに震ふるえていたから。

　空野くんのとある病だ。こうなってしまうとどうしようもないので、放っておいて日直の仕事をはじめる。ずれた机の位置を直していると、続々とクラスメイトたちがやってきた。

「おはよー。珍めずらしい、怜れい奈なと空野が揃そろってる」

「うん。日直だから早く来たの」

　黒板を指さしながら答えた。黒板には『日直　古ふる海み　怜奈』と私の名前が書いてある。他のクラスメイトたちも、私と空野くんと黒板の三点確かく認にんをして、「ああ……なるほど」と納なつ得とくしていた。

　相変わらず机に伏せたままな空野くんの肩を叩たたいたのは、テニス部の男子だった。空野くんの友達だ。

「お前。朝練終わって急いで着き替がえてると思えば、古海が日直だからか」

　そしてようやく空野くんが顔をあげた。戸と惑まどうような恥はじらうような複雑な表情をして、叫さけぶ。

「古海さんが尊い。今日も可愛かわいすぎて生きるのがつらい。朝の二人きりの時間が幸せすぎて呼吸忘れそうだった」

「お、おう……呼吸は忘れないでくれ」

「古海さんが可愛すぎる！　黒板に書いてある名前すら尊い」

「……また空野の『古海怜奈大好き病』がはじまった」

　空野くんのこの状態はもはや当たり前のこととなっていて、誰だれも驚おどろかない。悶もだえる空野くんを放置して、教室内は昨日のドラマや部活の話に移り変わる。

　私と空野くんが会話ができない理由、それはこの『古海怜奈大好き病』のせいだ。私が話しかけようが挨拶しようが、空野くんはまともに答えてくれない。

「ねえ、空野くん」

　近づいて声をかけてみる。

　すると。肩をびくりと震わせた後、再び顔を突っ伏してしまった。

「天使！　古海さん、可愛すぎる」

「き、聞こえてるよ……」

「声まで可愛い……萌もえる……」

　悶もん絶ぜつするのは構わないけれど、私に聞こえてしまっていいんだろうか。

　会話を諦あきらめて自席へ戻もどるとすぐに友人が寄ってきた。私が声をかけていたところを見ていたらしく、にたにたとからかうように笑っていた。

「怜奈も大変だねえ。空野があんな調子じゃ、仲良くなれないもんね」

「私は、空野くんとちゃんとお話ししたいんだけどな」

「無理でしょ。あの変な病がなかったら、いいヤツなのに」

　黙だまっていれば、空野くんは恰かつ好こういい。テニス部所属な今時の運動部男子。入学した頃ころは性格も普ふ通つうだったから爽さわやかイケメンとして女子たちにも人気があったけれど、いまでは『古海怜奈大好き病』のおかげで、残念な男子として扱あつかわれるようになってしまった。

　恰好いい空野くんに比べて、私は普通の女の子だ。特別可愛くもないし、運動や勉強ができるわけでもない。クラスで目立つ存在でもなかった私なのに、どういうわけか空野くんに好かれてしまった。

「傘かさ、貸してあげたんだっけ」

「うん。それがきっかけみたい……その時も喋しやべってくれなかったけど」

　いつだったか、天気予報が外れて雨が降ってしまい、困っていた空野くんに傘を貸したのだ。「傘を使って」と声をかけると、空野くんは何も言わず頷うなずいて、傘を持っていった。

　どうやらそこで空野くんは一ひと目め惚ぼれしたらしい。なぜそれを知っているのかというと、悶絶するたびに叫んでいるので、情報がだだ漏もれなのだ。

　いまだって、机に伏せた空野くんから聞こえてくる。

「……古海さん尊い。付き合いたい」

　こうして空野くんの気持ちは、ばっちり伝わっている。

　本当は、私も空野くんが好き。好きだから困っていることに気付いて、傘を貸したのに。

　付き合おうよ、って言いたい。

　でも言わせてくれない。空野くんが、ちゃんとお話をさせてくれないから。




【一時限目　数学Ｂ】




「この問題を解いてもらうのは──今日の日付から、古海だな」

　嫌いやな予感がすると思ったらその通り。今日の日付と出席番号が一いつ致ちしていたことで私が選ばれてしまった。

　予習はしてきたけれどあまり自信がなくて、おずおず答えると先生が頷いた。

「正解だ」

「ああああ、可愛いっ」

　先生の声とほぼ同時に、後ろから声が聞こえる。それは空野くんなんだと振ふり返らなくてもわかった。

「不安そうな古海さんヤバい……録音したい……」

「……空野。お前、今日も古海に悶えてんのか」

　はあ、と先生がため息をついた。先生だけではなく、この教室にいる空野くん以外全員が呆あきれている。

　この『古海怜奈大好き病』は授業中だろうが治まることがない。私が喋ったり、動いたりするたび、発ほつ作さのように起きるのだ。

　空野くんを放ほうっておいて、授業は続く。

　けれど、先生は何かに気付いたようで黒板に綴つづっていた文字がぴたりと止まった。

「今日の日付は古海の出席番号、日直も古海。今日は古海の日だな」

　先生の気分によって変わるけれど、解答する生徒を指名する時は『今日の日付が出席番号の生徒』や『今日の日直』が多い。つまり今日の私は、指名される可能性が高いのだ。

　そして私が指名されれば、空野くんが悶える。

「空野、生きろよ。今日はやたら古海が喋る日だからな」

　くつくつと笑いながら先生が言う。

　この先生は数学の授業だけだからいいけれど、私やクラスメイトたちは半日ほど空野くんと一いつ緒しよである。「古海さんの日……祝日にしよう」と恍こう惚こつとしている空野くんを除き、みんなひきつった顔をしていた。




【二時限目　英語Ⅱ】




　数学の先生が予言した通り、早々に私は指されてしまった。

　指定された英文を読み上げると、空野くんが悶える。

「発音萌え……耳が清められた。俺はアルファベットになりたい」

　アルファベットになったら、付き合えなくなると思うんだけど。

　もちろんこの悶えっぷりもクラス中に筒つつ抜ぬけである。慣れているのでクラスメイトはみんな真顔だ。英語の先生だけが笑っている。

「空野くん、今日も元気そうで何よりです。古海さんも大変ですね」

「あ、あはは……そうですね……」

　空野くんに好かれているのは嬉うれしいけれど、こうして何度も悶えられていると恥ずかしい。面と向かって言ってほしいのに。




【三、四時限目　体育】




　今日の体育は、男子も女子もテニス。

　みんなテニスコートに集まったけれど、男子女子同じ場所に集合となるといつもの発作が起きる。

「あああ……古海さん……」

　ジャージに着き替がえてテニスコートに出ると、空野くんがその場に座りこんでしまった。

　近くにいた男子が声をかける。

「生きてるかー？　今日はテニスだぞ、お前の十八番おはこだろ」

「……しんどい、しんどい」

「だめだこれ。空野の語ご彙い力溶とけてる」

　私がジャージに着替えたから、溶けてしまったらしい。こうなると、私がいるだけで空野くんの迷めい惑わくになってしまう気がする。

　なるべく視界に入らないよう、テニスコートの隅すみっこに移動した。

　生徒たちの試合がはじまる頃には、空野くんも落ち着いていた。

　私がいなければ、空野くんは普通の男子に戻る。仲のいい男子と笑いあったり、冗じよう談だんを言いながら、楽しそうにテニスをしていた。

　やっぱり、空野くんは恰好いい。

　学校指定のジャージも浮うかずに着こなす長い手足やスポーツをしているのだと伝わってくる引き締しまった体。そして、ボールを追いかける真しん剣けんな表情。眺ながめているだけで胸の奥が締め付けられるように苦しくなる。

「……私も、好きなんだけどなぁ」

　性格だって、ぜんぶ好き。たまに呆れちゃう時もあるけど、そこまで好いてもらえるなんて嬉しくて、早く空野くんに気持ちを伝えたいのに。

「私も空野くんと付き合いたいな」

　このひとりごとが届いてくれたらいい。けれど、私と空野くんの間には距きよ離りがあるからさすがに難しい。そもそも近くにいたら空野くんがテニスどころじゃなくなっちゃう。

　呆ほうけながら空野くんの姿を目で追っていた時、ぴたりとその動きが止まった。

「……いま！　古海さんが俺を見ている気がした！」

　ラリーをしていたはずなのに、コートのど真ん中で立ち止まって叫さけぶ。

　確かに見ていたけれど、そんなに大声で叫ばれると恥はずかしい。というか、どうして見ていたことに気付いたんだろう。察知能力おそろしや。

　その間にもゲームは続いていて、動きを止めた空野くんの横をボールが跳はねていく。やすやすと、相手に一点を渡わたしてしまった。

　この試合放ほう棄きっぷりに、さすがのクラスメイトたちも黙ってはいない。

「余よ所そ見みすんな空野！　俺たちのチームが負けるだろ！」

「いいぞいいぞ、空野を封ふうじろ！　テニス部エースをなんとかすりゃ勝てる！」

「古海を隠かくせ！　試合にならねえ！」

　空野くんの発作により、男子コートが騒さわがしくなる。

　本当は、近くで活かつ躍やくを見ていたかったし、応おう援えんだってしたい。でも私が姿を見せるどころか声をかけてしまえば、試合どころか保健室送りになってしまいそう。

　好きなのに、もどかしい。

　両りよう想おもいなのに、近づかせてくれない。




【昼休み】




「ああ……古海さんの貴重な食事シーン。俺はあのお弁当になりたい。ワンチャンお箸はしでもいい」

　授業中だろうが発作が起きる空野くんなのだ、食事中でもお構いなし。友人と机を並べてご飯を食べている間も空野くんは悶もだえている。

　私の姿が視界に入ってしまえば食事にならないだろうと、いつも気を遣つかって食堂に行っていたけれど、今日は満席。仕方なく教室に戻もどってきた結果、空野くんの発作が起きている。

　ちゃんと食べているか心配だ。振ふり返って確かく認にんしたいけれど、目を合わせれば発作が悪化してしまいそうでできない。

「空野くん、ちゃんと食べてるみたい？」

「悶えながら食べてるから大だい丈じよう夫ぶ。箸がぷるぷるしてるけど」

　空野くんの様子を友人に確認してもらう。食べているみたいで安心だ。でも、箸を震ふるわせる空野くんを想像すると、笑ってしまいそうになる。ちょっと可愛かわいいかも。見てみたかったな。

「しかし、飯時まで『古海怜奈大好き病』とは……恐おそろしいね、空野」

　友人が呆れたように呟つぶやいた。

「怜奈が描かいた絵とか、空野なら喜んで買いそう」

「えー……さすがにそこまではしないと思うけど」

「試ためしに、この紙に適当なこと書いて包んで、『幸せになるお守りです』って言ってみてよ。空野、買うんじゃない？」

「なんで売りつける話になるの……」

　そんなの、空野くんで遊ぶようなものだ。人の気持ちで遊ぶなんて嫌いや。私は首を横に振って、拒きよ否ひのアピールをした。

　しかし友人だけでなく、話を聞いてしまった他ほかの生徒たちも輪に交ざってきて、あれやこれやと話が進んでいく。

　結局、私はお守りを作ることになってしまった。

　お守りといっても安っぽいもので、レポート用紙に適当な言葉を書いて四角く折りたたむだけ。表面に『お守り』と書いてなければ、ごみだと間ま違ちがえてしまいそう。

　それを持って空野くんの席に向かう。

「あ、あのね空野くん……これ、私が作ったお守りなんだけど……」

　なんとか私が言い終えると同時に空野くんは手で顔を覆おおう。

「手作り尊い……幸せ……ここに俺の墓を建てる」

　相変わらずの恍こう惚こつとした呟きをしつつ、空いた手でペンを握にぎる。

　ノートを覗のぞきこんでみると、そこには『五枚。言い値で買います』と書かれていた。

　空野くん、全力でダメな方向へ行っている。それどころか、五枚まで数が増えてしまった。どうしよう。一枚しか作っていないのに。

　このやりとりを見ていた友人やクラスメイトらは、腹を抱かかえて笑っていた。空野くんがここまで『古海怜奈大好き病』だと思っていなかったのだろう。

「あ、あのね、空野くん！　これ一枚しかないんだ。あとお金はいらないから……受け取って」

　机の上にお守りを置いて、立ち去る。

「古海さんの手作りを無料配布!?　ああ、ここが楽園……コピーしなきゃ、あと額買ってこよう。観賞用と毎日拝む用と持ち歩き用と布教用と……いや布教用はいらないな、古海さんの良さを他のやつに教えたくない……」

　背後からぶつぶつと聞こえてしまって、恥ずかしさに顔が赤くなる。そこまで私のことが好きなら、ちゃんと向き合ってほしいのに。




【五時限目　自習】




　急に担当の先生がお休みになってしまって、この時間は自習になった。

　配られたプリントを黙もく々もくと解いていたけれど、空野くんやその友達たちは終わってしまったらしくひそひそと雑談に花を咲さかせていた。そこで聞こえてきたのは、私の話だった。

「空野さ、もし古海に告白されたらどうすんの？」

　その質問が聞こえてしまって、解いていた問題もわからなくなるぐらい狼狽うろたえた。心臓が急せいて、男子たちの会話を盗ぬすみ聞こうと、聴ちよう覚かくを研とぎ澄すませてしまう。

　すると、空野くんは答えた。

「尊すぎて爆ばく発はつする」

「いや、そうじゃなくてな、現実的な話で頼たのむ。古海と付き合わないの？」

　いい質問をありがとう、と心の中で男子にお礼を告げる。空野くんがどんな反応をするのか、私も気になるのだ。

　しかしこの問いは難しいものだったらしく、空野くんが考えこむ。

　私は一問も解くことができないまま、返答を待つ。ペンを握りしめる手に力が入って、指先が白くなっていた。

「古海さんと付き合うことになったら、俺、幸せすぎて……」

「幸せすぎて？」

「墓に入る」

「……爆発よりは現実的だな」

　空野くん、生きて。




【六時限目　ロングホームルーム】




　この時間はまもなく行われる文化祭の打ち合わせだ。

　このクラスも出店する予定でコスプレ喫きつ茶さらしいけど、私はあまり関係がない。

「怜奈は、今年も吹すい奏そう楽がく部の演奏会？　トランペット吹ふいてるんだっけ？」

　友人に聞かれて私は頷うなずく。

「うん。今年はソロパートもらえたの。聴ききにきてね」

「すごいじゃん。聴きにいくよ」

　そして友人はニタニタとからかうような笑えみを浮うかべて、空野くんの方へ振り返る。

「空野。今年の文化祭、吹奏楽部の演奏を聴きにいったら？」

「古海さん……トランペット……吹奏楽部……」

　目を見開きうわごとを唱えた後、空野くんはいつものように机に突つっ伏ぷしてしまった。

　友人も、空野くんを煽あおるように発ほつ作さを起こすことを言わなければいいのに。遊ばれている空野くんが可か哀わいそうになってしまう。

「……古海さんのマウスピースになりたい」

「ブレないねぇ、空野」

　可哀そうだけど、いつも通りなのかも。

　アルファベットになったりお弁当になったりマウスピースになったり、空野くんは忙いそがしそうだ。

　できることなら文化祭は空野くんと一いつ緒しよにまわりたいな。二人で色んな出店や出し物をみてまわったら楽しそうだ。

　ロングホームルームが終わって、放課後になる。生徒たちは帰宅したり部活に向かったりと、それぞれの目的に散っていく。

　私と空野くんは部活が違ちがうから、これ以上一緒にいることはない。今日を思い返して、進展のないままだったことに落らく胆たんする。

　いつになったら、想おもいを伝えられるだろう。想いを伝えられないまでも、ちゃんとお話ができるぐらいの関係になりたいのに。




【夕　下校】




　文化祭へ向けての追い込み練習もあって、今日の部活は長引いてしまった。疲つかれた体を引きずるようにして生徒玄げん関かんから外へ出る。

　完全下校の時間が近づいているからか、外には運動部の姿もない。きっと空野くんも帰ってしまったのだろうと思った時だった。

「──古海さん！」

　何度も聞いてきた声だ。毎日毎日叩たたき込まれたものだけに、頭は瞬しゆん時じに判断してその声に名前をつける。

　空野くんだ。だから振ふり返っていいのか、悩なやんでしまった。私と目を合わせたら、また顔を背そむけてしまうのかもと怖こわくなって。

　振り返らず足を止めた私に空野くんが続ける。

「お守りの中身、見たんだ」

「お守りなのに開けちゃったんだ？」

「コピー取ろうとして開けた。あの中に書いてあったことって……本当、だよな？」

　嬉うれしくて口元が緩ゆるんでしまう。こんな顔、空野くんに見せられない。机があったら顔を突っ伏しているかも。

　あのお守りを作った時、『空野くんが好き』と書きこんだのだ。

　空野くんのことだからお守りを大切に保管してしまうと思ったけれど、私から話しかけてもまともに聞いてもらえないのだから、こうして書くしかなかった。

「俺のことが好きって、本気にしていいの？　それとも、クラスのやつらに言われて俺をからかってるだけ？」

　私は振り返って、告げる。

「本気で、空野くんが好きだよ」

　空野くんと向き合って、目と目を合わせて。

　私たち、はじめて、まともな会話をしている。

「ずっと言いたかったのに、空野くんったら私の話をちゃんと聞いてくれないから」

「……ご、ごめん。古海さんが可愛かわいすぎて」

「それなし！　嬉しいけど、ちゃんと私を見て！」

　告白なんて予想外だったとばかりに、空野くんは動どう揺ようしていた。

　また変な発作がはじまるだろうかと不安に思ってしまったけれど、そんなことはなく。空野くんはしっかりとしたまなざしで、私の手を握にぎりしめる。

「……バレてたかもしれないけど、俺も古海さんが好き」

　空野くんが私のことを想ってくれているのは毎日伝わってきていたから、つい笑ってしまう。

　今日だって何回、空野くんの気持ちを聞いただろう。

　好いてもらえているんだと思うと嬉しかったけれど──いまの方が、もっと幸せ。

「私、空野くんの彼女になりたい。たくさんお話をして、一緒にいて、文化祭だって一緒にまわりたい」

「俺の方こそ、古海さんに──って、ああ!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげたかと思えば、空野くんはぱっと私の手を放した。

「古海さんの手に触ふれてしまったなんて……なんてことをしたんだ……今日は手を洗えない。尊さの塊かたまりだった。最高。古海さんの手めっちゃ柔やわらかかった……もしかしてこれは俺の夢なのか……」

　ここにきてはじまってしまったのだ。いつもの発作が。

　嬉しいけれど、目の前にいる私を放置して、自分の世界に入ってしまうのはちょっと寂さびしい。

　恰かつ好こういいのに『古海怜奈大好き病』がはじまれば残念になってしまう、そんな空野くんに苦く笑しようしつつ歩みよる。

　そして精せい一いつ杯ぱい体を伸のばして、つま先で立って──私より背の高い空野くんの頰ほおにくちづけをした。

　頰にキスとはいえ、自分からするのは勇気がいる。その恥はずかしさよりも、空野くんがどんな反応をするか見てみたい悪戯いたずら心が勝った。

　ぶつぶつと不思議な言葉を呟つぶやいていた空野くんの動きが、ぴたりと止まる。

「いまのって……え、っと、」

「夢じゃないよって伝えたくて……だめだった？」

　すると、空野くんがその場にうずくまる。ぷるぷると肩かたを震ふるわせて悶もん絶ぜつしていた。

　どうやら頰にキスをするのは発作を悪化させてしまうらしい。その様子が可愛くて、私はくすくすと笑ってしまう。

「か、可愛すぎて限界突とつ破ぱ……尊すぎて色々とヤバい……今日は俺の命日だな。墓を買おう」

「いやいや、命日じゃなくて、付き合った記念日だからね!?」

　これは、はじめてまともなお話をした、私と空野くんが付き合った日の話。

　ここからはじまる、私たちの０日目。
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　思い出せばキリがない。わたしがあげた、気張らない小さな贈おくり物たち。

　わたしの想おもいがつまったガラクタのいくつかを持って、彼は遠くへ行く。




　近所に住む幼なじみの壮そうちゃんは、ふたつ年上。兄の様な存在……とは、まわりが言うだけでわたしはそう思ってはいない。

　成績の良いい壮ちゃんと同じ高校へ通いたくて勉強をがんばったのに、もう卒業なんだもの。一いつ緒しよだったのは１年間だけ。時々こうして一緒に帰ることができるのも、あと少し。ほんのちょっとの歳としの差を恨うらむ。

　卒業式が終わったら、壮ちゃんは遠くへ行く。わたしの知らない街の大学へ、思い出だけを連れて行く。

　壮ちゃんには、バイト先で知り合った他校の彼女がいる。同じ大学へ進むから、近くに住むのかな。一緒に住むわけじゃなさそうだけれど、詳くわしく聞いていない。というか、聞きたくなくて。




　わたしたち１年生と壮ちゃんたち３年生の教室は階が違ちがう。学年の数字と同じ１階と３階。

　それだけなのに、とても離れていると感じる。同じ校舎の中にいるのに、壮ちゃんとなかなか会わないから。

「愛あ生き、プリント貰もらった？」

「貰ったよ。わたしこのまま帰るよ」

「壮ちゃん？」

「そうそう」

　変なギャグみたいになってしまった。クラスメイトの久く美みが微笑ほほえんで「じゃあね」とスポーツバッグを持って教室を出ていった。陸上部の部活動へ向かうのだろう。

　わたしの教室は昇しよう降こう口の隣となりにある。

　教室の入り口から顔を出して。下げ駄た箱ばこのほうを見た。まだ来ていない。来ればすぐ出ていくつもり。

　壮ちゃんはバスケ部を引退したので、最近は一緒に帰ることが多くなった。

　家が近所だから。幼なじみだから。理由はそれだけ。壮ちゃんは年下の幼なじみを送り届けるという気持ちでしかない。

　中学のときも、高校でも、わたしが入学したら１年で壮ちゃんが卒業する。小さいころみたいにいかないのは認めていかねばならず、胸が痛かった。

　教室からは段々と生徒が出ていき数人しか残っていなかった。校庭でランニングを始めたのはどこの部活だろうか。部活動のかけ声が夕焼けに染まっていく校庭に響ひびいている。

　壮ちゃんと同じ校舎で過ごせるのはあと少し。ひとつひとつを、大事にしたい。

　ソワソワしながらまた下駄箱のほうを見ると、背の高い男子生徒が、友達と思われる男子生徒に手を振ふっていた。

「来た。壮ちゃん！」

　わたしは教室から飛び出し、彼に向かって駆かけ出す。

「おお。ごめん、待っただろ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　まるで恋こい人びと同士のようなやり取りだけれど、悲しいかな、そのような要素はいっさい持たない。

　靴くつを履はき替かえて、先に出ていこうとする壮ちゃんのあとを追う。

「ねぇ壮ちゃん。走っているの、あれ野球部？」

「たぶんな」

「ねぇ壮ちゃん。今日は購こう買ばいのカツサンド買えた？」

「それがさ、ラス１だったんだよ。だから友達と分けた」

　校舎と校庭のあいだを校門に向かって通る道を並んで歩く。桜の木が植えられていて、ここは春になれば桜が咲さき乱れる。

　次の桜は、一緒に見ることができないと思う。どんな気持ちで桜を見るだろうか。あと何度こうして並んで帰るのだろうか。終わりに近づくカウントダウンばかりが心を支配していく。

　今日みたいに一緒に帰る日は、真っすぐ家に帰りたくない。もちろん、毎回その願いが叶かなうわけではないのだけれど、そっと胸の前で祈いのってしまう。

「なんか腹減ったなぁ」

　ほら来た。待っていました。

「わたしも。なんか食べて帰ろうよ」

「愛生は、なにが食べたい？」

「団子」

「団子」

　壮ちゃんはわたしの口調に合わせたあと、いじわるな笑え顔がおを向けてくる。

「ちょっと、分かっているなら聞かないでよ、壮ちゃん」

「コトブキ屋の団子も、あと少しで食べられなくなるしなぁ」

　じゃあ、明日も食べに来ようよ。明後日あさつても、これから先ずっと。わたしと一緒に来ようよ。そう唇くちびるからこぼれそうになる言葉を飲み込む。

　コトブキ屋とは、帰り道にある和わ菓が子し店。店内で食べることができ、近所の子どもがお小こ遣づかいで買えるような駄だ菓が子しコーナーもある。そして、１本80円のお団子を食べるのが子どものころから変わらない楽しみだった。

「いらっしゃい」

「おばちゃん、団子まだある？」

「あるよ。壮ちゃんはみたらし、愛生ちゃんはくるみね」

　お団子は人気商品なので、運が悪いとその日の分が売り切れてしまったりするのだ。

「ありがと。あと、あんこ１本追加してほしいな」

　おばちゃんにそう告げると、壮ちゃんは一番奥のテーブルへ。わたしも続いて向かい合って座った。

「あんこ、半分ずつ食うべ」

「うん」

　串くしに４個ついている団子。時々、３本目を半分こする。いつの間にか壮ちゃんがそうするようになった。思えば、いまの彼女とつき合うようになってからだと思う。

　セルフで飲める緑茶をふたつ、テーブルへ持っていく。壮ちゃんは「ありがとう」と言って長い指で湯飲みを持ち、冷ましながら口をつけた。

　その手を、小さい頃ころは何気なく摑つかんでいた。柔やわらかかった手が、強くて男らしくなるにつれて、簡単に触さわれなくなって。ちょっと触ふれただけで胸が高鳴り、段々と自分の気持ちを認めなくてはいけなかった。

　認めたら、会いたくて、喜ばせたくなって。でも、幼なじみで妹みたいな位置はわたしを臆おく病びようにしたんだ。思っているだけで、いい。想いは、胸に仕し舞まった。

「はい、お団子お待たせ」

　おばちゃんが持ってきてくれたお皿には、みたらし、くるみ、あんこのお団子が並んでいた。

「しかし、ひとり暮らしっていろいろ買わないといけないから金が飛んでいく。バイト代貯ためていてよかった」

「そうだよねぇ。壮ちゃんがんばっていたもんね」

「それに、愛生がくれた炊すい飯はん器、すげぇ助かった……」

「家電のほうがいいと思って」

「いやぁもう、本当に助かる。自炊予定だから炊飯器は必ひつ需じゆ品だし。ごめんな、お金使わせちゃって。高かったんだろ？」

「ひとり暮らし用の手て頃ごろなやつ選んだから、心配いらないよ。合格祝い＆引っ越こし祝いだもん」

「嬉うれしかったよ。大事に使う」

　ブランド品じゃなかったので、たしかにお手頃な商品だった。でも、いままでの色々なプレゼントの中で一番高額かもしれない。そして、これからの壮ちゃんにとって一番役立つと思う。ずっと見ているし、それくらいはわかるんだから。それに、最後のプレゼントになるかもしれないし。

　壮ちゃんにだけ使ってほしいけれど……そう考えると胸がチクリと痛んだ。

「愛生は気が利きくわ」

「まぁね。わたしと離はなれるの、寂さびしいでしょ」

「愛生のソウチャンソウチャンていうインコ呼びが聞けなくなるのは、寂しいな」

「インコ呼びってなによ……」

「そうむくれるな。かわいい妹と離れるのは寂しいと思ってる。ほれ、あんこ食え」

　壮ちゃんが差し出したお団子は３個だった。いつもは４個をふたつずつ食べるのに。

「１個多いよ？」

「うん。愛生にやる」

　頰ほお杖づえで、わたしを見る壮ちゃん。優やさしく柔らかい笑顔で「愛生」って呼ぶ。もうちょっとで、見られなくなるし、聞けなくなるの。

　今日までずっと、かわいい妹以上になれなかった。年下の、近所の幼なじみでかわいい妹……のような存在。それ以上でもそれ以下でもない。

　壮ちゃんが取った一番上のお団子、２個目を串ごと口に入れる。間接キス。間接の、わたしのファーストキス。小さい頃から、壮ちゃんだけだった。甘いあんこと、柔らかいお団子、壮ちゃんの優しさ。全部に泣きたくなる。お団子がぼやけて見えたから、必死に瞬まばたきをした。こんなところで泣いちゃいけない。

「荷物が多くなるのも困るから、置いていくものと持っていくものと、選別も難しいんだけどさ。俺たぶん全部持っていきたくなるタイプ」

「なんかわかる気がするけど、部屋が埋うまっちゃいそうだよね」

「全部思い出があるし、片付け中に見ると思いを馳はせちゃって進まないわけ。愛生に貰もらったマグカップとか、現げん役えきで使っているから持っていくし」

「彼女、嫌いやがらないの？　替かえればいいのに。アニメキャラのカップだし」

「まだ使えるんだし買う必要ないよ。そんなことを嫌がるヤツじゃないし。お前が心配することじゃないの」

　置いていけばいいのに。でも、持っていくって言われて嬉しい。嬉しいけれど、寂しい。

「ここ、ついてんぞ」

　壮ちゃんの親指が、わたしの唇についたあんこをそっと拭ぬぐった。心臓が跳はね上がる。

「変わんねーな。愛生は昔から」

　顔が熱くなるのを感じる。

　そうだね。昔から変わらない。食べカスを口につけちゃうのも、それを見て壮ちゃんが笑うのも。クシャッとなる笑顔がわたしの呼吸を止めるのも。

「な、夏休みとか帰ってくるんでしょ？」

　言いながら、顔を隠かくすようにして湯飲みのお茶を飲んだ。

「そうだな。夏休みとか年末年始とかかな。そのときは連れん絡らくするよ」

「わたしも色々忙いそがしいんだからね。壮ちゃんが帰ってきたときに彼氏が出来ていて、デートの最中かもしれないし」

「はは。だったら邪じや魔ましないよ」

　壮ちゃんの優しい笑顔は、お団子より甘い。

　ずっと同じじゃいられないの。一いつ緒しよにじゃれあって笑っているだけではいられないの。大人になっていくことに逆らえない。壮ちゃんが誰だれかに恋こいすることも、止められない。その誰かに自分は選ばれなかったことを知っても、目を閉じて受け入れることしかできなかった。

　だって、どうしようもない。伝えられることのない、わたしの想おもい。あと何回、こうして壮ちゃんと笑っていられるだろう。

「帰るか」

「うん」

　お皿を片付け、おばちゃんにお礼を言ってコトブキ屋をあとにした。

　まもなく暗くなる空は、ギリギリのオレンジ色だった。前を歩く壮ちゃんの背中も夕ゆう陽ひに照らされオレンジ色。この時間が一番好きだった。一緒に帰っている道すがら、後ろから壮ちゃんの背中を追いかける。小さい頃から、この位置も距きよ離りも変わらなかったね。

　ふと、壮ちゃんが振ふり向いた。

「愛生は、将来の夢は？　やりたいことや、なりたいもの、ある？」

「え？　うーん……まだ、よくわからないけど」

　こういうことを話すときの壮ちゃんは、知らないひとみたい。少年じゃなくなって、ずっと先を歩いている。その背中を追いかけるわたしは、壮ちゃんにどう見えているのかな。

　目の前のことだけでいっぱいになっている自分にとっては、将来のことなど、想像もつかない。けれど。

「壮ちゃんみたいに、なりたいな」

「俺？」

　壮ちゃんは目を丸くした。

「バスケが好きで、プレイヤーとして生きたいけれど、技術的にプロにはなれない。でも携たずさわりたい。だから、勉強しに行く。そう自分で自分を理解できるって、すごいと思う」

　言い終わると、壮ちゃんは照れた笑え顔がおで頭を搔かいた。

「……あらためてそう言われるとなんか、恥はずかしいんだけど」

「そんな風に、わたしもがんばりたい」

　素す直なおにそう思うのだ。壮ちゃんみたいになりたい。わたしの伝えられない想いは、そう言うだけで精せい一いつ杯ぱい。

「愛生は、ちゃんとひとのことを見ているのな」

　褒ほめられちゃった。嬉しい。誰でもいいわけじゃないよ。壮ちゃんだから、見ているの。壮ちゃんのことだから、分かりたいの。

　同じ歳としで、生まれたかったな。そして幼なじみじゃなければ良かった。バイト先で出会って、壮ちゃんの彼女になりたかった。

　ぎゅっと目を閉じて、涙なみだを我が慢まんするのが癖くせになったよ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。愛生は、ちゃんとやれるよ」

　クシャッと笑って、わたしの頭をガシガシとなでてからまた前を歩いた。ちゃんとやれるのかな。

　壮ちゃんがいなくなっても、わたしは、大丈夫なのかな。ああ、やっぱり。わたしは。

「壮ちゃん、わ、わたしっ」

　駆かけ寄ろうとしたそのときだった。凹おう凸とつのない地面に靴くつが引っかかる。なぜ。体勢を立て直そうと思ったが遅おそかった。上半身だけが前に進もうとしてバランスを崩くずす。顔を守ろうとして反射的に両手を前に出した。

「あ、うわ！」

「愛生！」

　衝しよう撃げきと痛みが体を走り抜ぬける。手のひらと両りよう膝ひざを地面に盛大に打ち付けてしまった。

「い、痛いよ～」

　制服のスカートから出た両膝が、赤くなり少しだけ血がにじんでいた。深い傷ではないようだけれど、とにかく痛い。転ぶなんて、恥ずかしい。

「膝ひざ、擦すりむいた……」

「大丈夫かよ。ほら」

　壮ちゃんが、こちらへ背中を向けてしゃがみ込んだ。

「え、いいよ。大丈夫だよ」

「いいから、もうすぐお前の家だし、無理すんな」

　歩けないほどの怪け我がじゃない。分かっているけれど、優しさに甘えたくて、肩かたに手をかける。軽々とわたしを背負って立ち上がる強さにドキリとした。

　歩く振しん動どうが伝わってくる。おんぶされて、いま壮ちゃんの目の高さと同じくらい。こんなに高いんだ。

「子どものころ、よくこうやっておんぶしてやったよなー」

「そうだねー。もう最後だから味わった方がいいよ」

「なにを味わうんだよ。あ、重さ？　そうだな～重くなったよ。成長を感じる」

「壮ちゃんのバカ」

　壮ちゃんの背中は広くて温かくて、いい匂においがする。泣きたくなるような温ぬくもりと、懐なつかしさを心に灯ともすのだ。腕うでを回した肩も、体を支える腕も、わたしのものじゃないけれど、いまだけ。独り占じめしたい。

　いつもより近い距離で、ポツポツと話をしながら、わたしの家の前で降ろされた。

「すぐに消毒しろよ。バイ菌きん入ると困るし」

「うん。ありがとう」

「じゃあね。また」

「ああ。明日な」

　手を振って、壮ちゃんが歩き出す。

　また明日。あと何回言えるだろう。数えたら１回減ってしまいそうで、できない。




　初めての恋は、初めての片想い。

　伝えられない片想いは、初めての失しつ恋れんを連れてくる。




「好きだよぅ。壮ちゃんが、大好き……」




　地面に向かって、つぶやく。涙が落ちて、シミを作っている。顔を上げると、壮ちゃんの背中がまだ見える。わたしの壮ちゃん。

　持っていくマグカップを使うたびに思い出さなくてもいい。誰に貰もらったのか、忘れてもいい。

　壮ちゃんにとって、わたしが贈おくった思い出はそのうちガラクタになるかもしれない。捨てられていい。ひととき、壮ちゃんの中で思い出になることができただけで幸せだったと思うから。

　大好きな背中を、あと少しだけでいいから、見ていたい。

　伝えられない想いは、それでも、胸の中の宇宙で光っている。




　わたしの片想いは、最後に強く、とても強く、光るのだろう。
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　職員室から取ってきた鍵かぎで、ガチャリと鍵を開ける。

「おはよう」と誰だれもいない教室に挨あい拶さつをして、私は自分の机にカバンをかけた。

　閉め切っていた教室の中には、昨日から取り残された空気がまだ残っている。

　窓を開けると、一気に教室の中に『朝』が訪おとずれた。

　毎朝私は、誰よりも早い時間に登校している。

　理由は昔から人ひと混ごみが苦手で、通勤通学のラッシュとなる時間帯をさけたいから。

　そしてもう１つの理由は、誰かに偶ぐう然ぜん会って話しかけられると困るからだった。

　人と話すのは嫌きらいじゃないけれど、私はみんなみたいに、楽しく会話を弾はずませることができない。

　だから、そのうち相手も退たい屈くつそうにしたり、困ったような表情を浮うかべたりする。

　みんなから無視されたり孤こ立りつしているわけではないし、お昼を食べる時「一いつ緒しよに食べよう」と声をかけてくれる子もいる。

　けれども、高校に入学してもうすぐ２ヶ月が経たとうとしているのに、私はまだ友達と呼べるほどの相手が誰もいなかった。

　いつも仲の良いい友人達に囲まれながら、好きな男の子の話をしたり、笑いあったり。

　そういう毎日が当たり前のように待っているんだと思い込んでいたのに、高校生活は私が思い描えがいていたものとは、大きくかけ離はなれていた。

　高校生活をリセットできるなら、もう一度はじめからやり直したい。

　昨日の空気を入れ替かえて新しい朝を迎むかえ入れるみたいに、私も、新しい私に変われたらいいのに。

　窓から入り込んできた風が、真っすぐにおろされた私の前まえ髪がみをさらりと揺ゆらす。

　髪と肌はだの間をくすぐる風が心ここ地ちよくて、窓まど枠わくに両手をついて外を眺ながめていると、さっきよりも強めな風がびゅっと吹ふき込んできた。

「っ、痛っ」

　風と一緒に舞まい上がったほこりか何かが、目に入ったらしい。

　ころころとした異物感を感じて、窓に背を向けて目をこすっていると、誤って装着していたコンタクトレンズがはずれてしまった。

「や、うそっ、どうしよう」

　片目がぼやけた視界のまま慌あわてて教室の床ゆかを見回すけれど、どこにも見つからない。

　もうあと30分もしたら、クラスのみんなが登校してくる時間だ。

　教室に人がいっぱい入ってきたら、踏ふまれて割れてしまうかもしれない。

　どうしよう。早く探さないと。

　半泣きになりながら教室の床に這はいつくばって探していた時、カラカラとドアが開いて誰かが教室の中に入ってきた。

「何やってるの？」

「あーっ、ストップ」

　大声で制すると、田た崎ざきくんは私のすぐ近くまで歩みよっていた足を引っ込めた。

　田崎くんは、クラスの中でもにぎやかなグループの中の１人で、クラスでも目立つ存在。

　いつも遅ち刻こくぎりぎりの時間に登校して、のんびりと歩いて教室に入ってくる、何ていうかちょっとユルイ感じの男の子だ。

「あ、ごめんなさい、大声出して。コンタクトレンズ落としちゃって探してたから」

「えっ、マジで？」

　田崎くんは注意深く私の足元を見回したあと、床に膝ひざをついて四つんばいになった。

　顔を床に近づけながら、田崎くんが尋たずねてくる。

「コンタクトってハード？　色とかついてる？」

「あ、うん。ハードレンズで淡あわい水色っぽいの。いいよ、田崎くん。制服汚よごれちゃう」

「２人で探した方が見つかる確率高いだろ。その代わり、見つかったら今度は俺のこと手伝ってよ」

「手伝うって、何を？」

「ひでーよな、生活指導の先生達。３回遅刻したからって、罰ばつとして３日間朝早く来て机拭ふきしろとか」

「えっ、まだ５月なのに、もう３回も？」

「仕方ないだろ。朝、眠ねむいし。て言うか、まだ３回だし」

　遅刻したのに堂々としている田崎くんが可笑おかしくて、私は思わずくすりと笑った。

「あ、今笑っただろ。ひでー」

「ふふ、ごめん。田崎くんって朝弱いの？」

「俺、寝ね起おきの悪さ、半はん端ぱないから」

　得意気な顔をして、田崎くんもクシャリと笑う。

　その笑え顔がおは、私の心をほんわりと温かくする。

　こんな風に自然に笑えたのは、高校に入学してはじめてだ。

　……はじめて話したけど、田崎くんって話しやすくて楽しい人だな。

　それから２人で手分けして探してみたけれど、思ったより遠くに飛んでしまったのか、コンタクトはなかなか見つからない。

「このまま見つからなかったら、どうしよう……」

　焦あせった私が弱音をぽつりとつぶやくと、ふあ、と大きなあくびをして、田崎くんはゆっくりと立ち上がった。

「立って」

「え？」

「いいから、立って」

　よくわからないまま、田崎くんに言われた私も立ち上がる。

「これだけ２人で探しても見つからないんだから、たぶん床にはないと思う」

「え、どういうこと？」

「俺もコンタクト付けてるから、経験あるんだよね。こういう時って、意外と髪とか服についてたりするから。いい？　じっとしてて」

「う、うん」

　田崎くんはそう言うと、真しん剣けんな顔つきをして、私の頭のてっぺんから下へと順番に視線を動かしていった。

　……ち、近い。近すぎる。

　至近距きよ離りで見つめられて、男の子に免めん疫えきのない私はドキドキしすぎて立っているのがやっとだ。

「ご、ごめんね。何か面めん倒どうなことに巻き込んじゃって」

「いや、全然。ちょっと髪かみ触さわるよ」

　そう言って田崎くんは、指先で私の髪を掬すくい上げた。

　まともに顔を見ていられなくて俯うつむいた私の髪を、田崎くんは何度も掬っては、ぱらぱらと落としていく。

「おかしいなー、ないなー」

「もういいよ、田崎くん。ありがとう。そろそろ机拭きしないと先生に怒おこられちゃうよ？　あとは私１人で探してみるから」

　お礼を言って、もう一度床を探してみようとした時、突とつ然ぜん田崎くんが私の前髪をガバッと上にあげた。

　田崎くんの目の前に、おでこ全開の私の顔がさらけ出される。

「ひゃ……な、何？」

「んー、なかなか見つからないから、いい事があるおまじない」

「おまじない？」

「そ。視界も開けて運も開けるみたいな？」

「ちょっ、放はなして。おでこ出すの似合わないから、いつも前髪で隠かくしてるのにっ」

「えーそうかなー」

「いいから、早くっ」

　涙なみだ目めになって訴うつたえると、田崎くんは私の前髪から、すっと手を放した。

　数秒間、私を見つめたあと、田崎くんは手を伸のばして、再び私をおでこ全開にする。

「こっちの方が俺好き」

「っ……」

「ね、明日、おでこ出してきてよ」

「む、無理。だって似合わないもん」

「そんな事ない、可愛かわいいって」

「か、かわ……」

　男の子に面と向かって、可愛いなんて言われたことがない私は、ぶわっと一気に真っ赤になってしまう。

　赤くなった私の顔を覗のぞき込むようにして、田崎くんはくすりと笑って言った。

「じゃあ、俺もおでこ出してくるから。ね？」

「え、田崎くんも？」

「うん。決定な。明日必ずおでこ出してくること。いい事が起こるかもよ」

「そ、そんな勝手に決められても……とにかく放してっ」

　私の前まえ髪がみを持ち上げている田崎くんの手を摑つかんで振ふり払はらおうとした瞬しゆん間かん、カサッと乾かわいた音がして何かが床に落ちた音が聞こえた。

　田崎くんは素す早ばやくしゃがんでそれを拾い上げると、私の手のひらに、ぽとりとそれを落とす。

「ほら、さっそくおまじないの効果あった。見つかって良かったね」

「ありがとう。１人じゃ見つけられなかったかも」

「洗面所で洗ってくれば？」

「あ、うん。ちょっと待ってて。戻もどってきたら、机拭き手伝うから」

「いいって。適当にやるからすぐ終わるし」

　雑ぞう巾きんを手にした田崎くんは、振り向いてニカッと笑って言った。

「その代わり、約束な。明日おでこよろしく」

「え、あ、ちょっと！」

　田崎くんは、ひらひらと雑巾を振って、行ってしまった。

　えっと……、これって約束しちゃった事になるの？




　その日の夜、私は雑誌にのっていたヘアアレンジのページを必死になって読みまくって、おでこを出した簡単そうなアレンジを、鏡の前で何度も何度も練習した。




　そして次の日。

　ハーフアップにして、いつもは真っすぐにおろしていた前髪を上にあげ、ねじってピンで留める。

「いってきます」

　私は、はじめておでこを出した髪型で、学校に向かった。

　昨日の夜に何度も練習したのになかなか上手うまくできなくて、何度もやり直していたら、いつもより家を出るのが遅おそくなってしまった。

　苦手な満員電車に乗ってよろよろしながら、ようやく学校にたどり着く。

　なんだか、おでこがスースーして落ち着かない。

　うう、やっぱり恥はずかしい。

　今日だけだからと自分に言い聞かせて、私は目立たないように、そおっと教室の中に入った。

　私の後ろの席からは、いつも一いつ緒しよにお昼を食べてくれる女の子達の、楽しそうな笑い声が聞こえてくる。

　──良かった。誰だれも私がおでこを出してきたことなんて、気にしてないみたい。

　ほっと胸をなで下ろして、私は自分の席に座った。

「おはよー」

　その中の女の子の１人が、後ろから声をかけてくれた。

「お、おはよう」

　おでこの事を何か言われるかも、とドキドキしながら振り返ると、彼女はおでこ全開の私を見て、わあっ、と声をあげた。

「なになに？　イメチェン？」

「わあ、ほんとだー。おでこ出してるの、はじめて見た」

　他ほかの女の子達も、私の席のまわりに集まってくる。

「可愛いっ。似合ってるよ」

「あ、ありがとう」

「ねえ、これどうやってやるの？」

「え、えっとね」

　がさごそとカバンの中から雑誌を取り出して、広げてみせる。

「この雑誌の真ま似ねしてやったの。ここねじって、それから……」

「この雑誌、可愛いアレンジがいっぱい載のってるね。あ、こういうヘアアクセ、ほしいかも」

「ね、ね、今日学校の帰りに、みんなで一緒に買いに行かない？」

「う、うん。行きたい」

　こんな風に自分が話題の中心になって、友達とワイワイ話しているなんて、うそみたいだ。

　おでこを出しただけで、こんなにみんなと仲良くなることができるなんて。

　もしかしたら、田崎くんが言ってた「いい事があるおまじない」って、本当かも。

　そう思いながら私は、いつもの目立つグループの男の子達の中にいる田崎くんをちらりと見た。

　いつも無造作におろされている前髪は、今日はワックスを使って立ち上げられている。

　田崎くんは約束通り、おでこを出した髪型をしてきていた。

　田崎くんを茶ちや化かすような、男の子達の声が聞こえてくる。

「あれ？　田崎、今日髪型違ちがうじゃん」

「おー、何かいつもより、キリッとしてみえる」

「何？　今日何かあるとか？　だから気合い入ってるとか？」

「俺は約束を守る男だからな」

「は？」

「何だそれ」

　ははっ、と笑い声が聞こえたあと、男の子達は別の話題で盛り上がり始めた。

　一いつ瞬しゆん、田崎くんと私の視線がぶつかる。

　私達は、２人だけでこっそり微笑ほほえみ合った。




　おでこのおまじないのおかげで、私に、

　はじめての恋こいが訪おとずれたかもしれない。
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１　佐さ藤とう英えい二じがいなくなった！




　ここ二週間「佐藤英二」が登校していないのはたとえ隣となりのクラスであってもナツは知っていた。他校の女子校でも噂うわさになっていた程ほどだった。




「佐藤英二」

◯年ねん齢れい　17歳

◯身長　１７８㎝

◯体格　細身

◯部活　なし

◯顔良し

◯性格良し

◯モテ度　★★★★★




　佐藤英二は校内Ｎｏ．１の人気を誇ほこっていて「西高の山やま﨑ざき賢けん人と」の異名を持っていた。瓜うり二ふたつだった。誰もが芸能界デビューを期待するほどだったが、当の本人はその気がさらさらなかった。休みの時間にはクラスの隅すみで本をひたすら読んでいるような生徒だった。

　その本の内容は歴史物から海外小説まで多た岐きに渡わたり、彼が読んでいる本はリアルタイムでその地域の本屋から全すべて消えるとの噂も立ったほどだった。

　そんな佐藤英二が登校していないという大事件が起これば世の女子たちは騒ざわつくし、男子生徒たちも眉み間けんに皺しわを寄せて心配していた。その理由は誰もが明確に知らなかった。先生にお伺うかがいを立てたとしても、「家庭の事情」の一点張りだった。

「ナツ、今日も隣の佐藤くん来てないらしいよ、なんでだろうね」

「さぁ……」

　窓まど際ぎわから空を眺ながめながら香かおりの質問にナツは答えた。

　そしてまったく関係のない話題を振ふる。

「ねぇあれ地じ震しん雲じゃない？」

「え？　あー……あれ違ちがくない？」

「なんか似てる」

「ナツ敏びん感かんになりすぎ。今のところ東京大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「楽観視しすぎじゃない？」

「ん……ってか！　西高の大事件に興味ないなんてあんたくらいよ、ナツ。まぁ、あんた佐藤くんと喋しやべったこともないくらいだもんね」

「うん」




２　ナツ




　私は西高の大事件に興味がないわけではなかった。言ってみれば佐藤英二に一番近い人物は私だと言える。

　振り返れば英二と出会ったのは中学だった。同じクラスで隣となり同士、いわゆる正統派イケメンと言われる人が横に来たとき、周りの女子からそれだけで疎うとまれた。私は気にしていなかったし、特段英二に惚ほれているわけでもなかった。そんな英二と仲良くなったきっかけは小説だった。




「太だ宰ざい治おさむ、好きなの？」

　休み時間に入ってカバンから小説を取り出すと、英二が話しかけて来た。

「俺も、好きなんだよね」

　彼が手に持っていたのは同じ「人間失格」だった。

「そう、だね。好きだね」

　私はなんだか恥はずかしくなって次の日から読む本を変へん更こうした。でも読書が好きだという共通点にテンションが上がった私はそれから英二とよく話をするようになった。英二も面おも白しろい本を見つけるとその何が面白いのか、どのキャラクターがいいのか、私にテンション高く語ることが多くなった。

　英二の「本好き」を利用して英二に近づいてくる女子もいたが、英二には心が透すけて見えるのか当たり障さわりのないコミュニケーションを維い持じしていた。そんな中で私と英二が付き合っているという噂まで立った。それを聞いて女子たちの中にはいい気持ちがする者は１人もいない。私への嫌いやがらせは突とつ如じよとして始まった。




□上うわ履ばきが無くなる→まぁ靴くつがあれば帰れるからいい

□机の上に花か瓶びんを置かれる→綺き麗れいだから良しとする

□なんでも仲間外れ→英二がいるからどうでもいい




　初めのうちは私には痛くも痒かゆくもなかった。

　しかし、誰だれからという訳でもない上に女子全てが敵になったためにどんどんエスカレートしていく。




□教科書を真っ黒に塗ぬられる→英二に見せてもらう手もあったが、机を横付けにすると妬ねたまれる

□トイレの上から水みず攻ぜめ→着き替がえればいいが冷たい

□靴の中に画が鋲びよう→さすがに痛い




３　英二




　かつて俺が西高を受験しようと思ってるとナツに話したとき、「あら、奇き遇ぐうね。私も受けようと思ってたの」とイカ飯を頰ほお張ばりながらさらっと返してきた。ナツは地元の高校は知り合いがわんさかいそうで虫むし唾ずが走るからとの理由だった。

「ナツ、お互たがい受かったとしたら、高校でももしかしたら今までみたいな関係性がいいかもな」

「了りよう解かい」

　ナツはにこっと笑って俺に答えるとまた無表情でイカ飯を食べ始めた。ぺろっと平らげるとおかわりと言った。

「ナツ、それせっかく父さんが俺に」

「だってお父様が作ったの最高においし！」

　また可愛かわいげに、にこっと今度はウインクも交ぜてアピールしてくるものだから、俺は一階のリビングへ下りて父さんに頼たのみ込んだ。

「父さんごめん、夜食ナツが食っちゃった。俺のもっかい貰もらっていい？」

「あっ、なっちゃんも食べたかったのか？　ごめんな、初めから２人分用意すれば良かったな」

「ごめんね」

「いいよいいよ、２人とも食べ盛ざかりだからな」

「ありがと」

「あ、英二、そういえばな、父さんの転勤の話、決まりそうなんだ、岩手になりそうかな三年くらい」

「そうなの？」

「でもお前は大丈夫だ。そのまま東京に住んでていい。ばあちゃんとじいちゃんもいるしな」

「父さん１人で大丈夫なの？」

「なに言ってんだ。いつから父子家庭やってると思ってんだ？　家事全ぜん般ぱんは問題ないよ」

「そっか」

　父さんはナツのことが気に入っていた。一いつ緒しよの高校を受験しそうだと話すと飛んで喜んだ。なっちゃんがいればお前も安あん泰たいだなと言い、なっちゃんを守ってやるんだぞと言いながら背を向けてキッチンに立った。




「守ってやれか……」

　ため息交じりに息を吐ついた俺は、母さんの遺い影えいに手を合わせた。

「母さん、守ってくれよ」

　結果的には無事にナツも俺も西高に合格することが出来た。ほっと出来たのはクラスが隣となりだったことだ。しかも前の中学の者は１人もいなかった。でもなぜか、ほっとした自分に嫌けん悪お感かんを抱いだいた。俺は首を静かに横に振りながら、これが俺の守り方なんだと自分に言い聞かせた。




４　佐藤英二が登校した！




　西高の春休みを経て新学期を迎むかえても、佐藤英二は登校しなかった。２年次からそのまま持ち上がったクラスでは色々な噂うわさが立っていた。事故にあったのか、入院しているんじゃないか、心の病気なんじゃないかというのが大半だったが、岩手か、いや宮城に向かったんじゃないかと予想する者もいた。

　ゴールデンウイークも終わりを告げた頃ころ、その日は突とつ然ぜんやってきた。朝、周囲の人間は校門に足を踏ふみ入れた佐藤英二の姿を見て、まるでモーゼが海を割るように後ずさった。彼の横にはナツがいたからだ。お互いのクラスに入る直前、彼は昔と変わらないトーンでナツに話しかけた。

「あとでそっち行くわ」

「うん、あ、そういえば中なか村むら文ふみ則のりなんでもいいから貸して」

「おー、そんなに悪に浸ひたりたいのか、暗いな」

「そんな本を持ってるのはあなた」

「ははっ、そうだな」

「代わりに明るい本貸してあげるから。英二は今そういうの読んだ方がいい」

「おお」

「あとでね」

　ナツがスッと背を向けると佐藤英二はナツの右手を反射的に摑つかんだ。ナツはびっくりして彼を見つめ、そして彼の手を見つめた。爪つめと皮ひ膚ふの間に乾かわいた泥どろが詰つまっていた。

「……サンキュー」

　彼は俯うつむき加か減げんで小さく呟つぶやいて、隣のクラスへ足早に入って行った。

　ナツは自分のクラスに入ると女子たちの好こう奇きの目にさらされた。疑問がまるで弾だん丸がんのように飛んでくるのが見えた。

「ナツ！　どーしたどーした!!　なんでこーなった!?」

「なんでって……これが普ふ通つうだから」

「わからん……ちょっと待って、なんかあたしドキドキしてるわ……英二……英二!?」

「そんな？　そんな驚おどろくべきこと？」

「こりゃ大事件よ」

　佐藤英二が存在しなくなっても、存在しても、それは周囲にとって「大事件」のタネになるのだった。

　ナツはまるで台風の目の中にいるような心持ちになり、周囲の喧けん騒そうには目もくれないようになった。それは、佐藤英二にも言えることだった。




５　真実




　佐藤英二がクラスからいなくなる前日、彼はナツにＳＮＳでメッセージを送っていた。

　それから、日々途と切ぎれ途切れになりながらも２人のコミュニケーションは登校前日まで続いた。




３／14（月）

「ナツ、やっぱり11日から父さんと連れん絡らくが取れない、岩手に行ってくる」18:31

「学校は？」18:32 既き読どく

「休学届、出した」18:32

「分かった、気をつけて」18:33 既読




３／18（金）

「英二、様子はどう？　大だい丈じよう夫ぶ？」3:18




３／19（土）

「24日から春休み入る、私も岩手行こうか？」3:18




３／23（水）

「夜中にごめん、ナツ。充じゆう電でん切れて返せなかった。こっちもバタバタしてる。来なくても大丈夫。自衛隊もボランティアもたくさん協力してくれてる。きっと父さん見つかるから。心配しないで」3:20

「おはよう。そっか。分かった。余よ震しん、まだあるみたいだけど、テレビで流れてる」6:30 既読

「大丈夫。またこっちから連絡するからさ」

「うん、分かった。待ってる」7:00 既読




４／６（水）

「ナツ」5:30

「おはよ、どした？」5:30 既読

「早っ、起きてたのか」5:31

「いつもスタンバってる」5:31 既読

「そうか」5:32

「で」5:32 既読

「ああ、そうそう。父さんダメだった」5:33

「分かった」5:35 既読

「英二いつ帰ってくる？」5:35 既読

「まだなら私も行く」5:35 既読

「学校はどうでもいい」5:35 既読

「今すぐ行く」5:36 既読

「落ち着けって」5:36

「ごめん」5:36 既読

「いろいろ手続きも物の処理もあるし、ボランティアもしてくから終わったら戻もどる。また連絡するから」5:38

「分かった。絶対ちょうだい」5:38 既読

「オーケー」5:38




４／19（火）

「ゴールデンウイーク明けには帰れそう」12:10

「そうか」12:30 既読

「色々言うだけ言って心配かけて悪かった」12:31

「全然」12:32 既読

「学校行ったらさ、もう普通に話そう」12:33

「普通に」12:33 既読

「馬ば鹿からしいだろ、仲一番いいのに喋しやべらないなんて。なんかさ、色々馬鹿らしくなっちゃってさ。価値観変わるだろ。今の今だからさ。俺は、誰だれにどう思われてもいいんだ。ナツが嫌いやなら今まで通りでもいいんだけどさ」12:38

「いいよ、普通で」12:38 既読

「うん」12:38

「でもドキドキするな、西高ではじめてだから」12:39 既読

「会ったら初めましてから話すか？」12:39

「バカ」12:39 既読

「じゃ、５月にな」12:40

「うん」12:40 既読

「おう」12:40




５／５（木）

「ナツ、明日学校行く」9:30

「おはよ、そっか、待ってる」9:38 既読

「一いつ緒しよに行かない？」9:39

「いいけど……」9:41 既読

「けど何？」9:41

「本当に大丈夫かな」9:42 既読

「なんだよ、いきなり心配になった？　大丈夫だよ。俺、いるし。守るし」9:42

「彼氏みたい」9:44 既読

「ナツのはじめての彼氏になってやってもいいよ」12:01




６　ナツと英二




　英二が久し振ぶりに登校したその日、私は英二を屋上に呼び出した。英二は姿を現わすと満面の笑えみで手を振ふった。なんだかわざとらしい。

「おう」

「お昼食べた？」

「３時間目終わりに食べた」

「はやっ。手、洗った？」

「ん？」

「見せてよ」

　私は英二の右手を引っ張って自分の胸に寄せた。

「ほら、ついてる泥どろ」

「……」

「こっち来て」

　英二の腕うでを引っ張り水飲み場の蛇じや口ぐちをひねり、石せつ鹼けんを英二の爪つめに当てながら泡あわ立だてた。

「いいよ、ナツ」

「よくない」

「いいから」

　英二の顔を見ずに私は必死に泥を取り去ろうとしていた。

「いいって」

「よくない」

「いいんだって[image: ]」

　英二の大声に体が震ふるえて一いつ瞬しゆん動きを止めた。英二は手を振りほどき私に背を向けた。英二の手から泡立った泡が飛び散って私の頰ほおを伝った。蛇口から流れる水の音だけが鼓こ膜まくの内側に残った。




　　　　◆◆◆◆◆




　ナツが俺を屋上に呼び出すのは初めてのことで戸と惑まどった。朝、教室前で別れる時に暗い顔を見せたかもしれないと思って思わず屋上のドアを開ける前に自分の顔を軽くひっぱたいた。

　確かに疲つかれた顔はしていたかもしれない。昨日の夜中に東京に帰ってきてからなぜか一いつ睡すいもできず、朝方ギリギリまで寝ねていた。朝飯も抜ぬきだ。腹も昼までもたないはずだ。

　ナツは細かいことに本当によく気がつく。俺の爪の黒ずみが何なのかを瞬しゆん時じにキャッチしていたのも、なんとなく気付いた。そうだ、父さんがいるかもしれないと言われた現場についてから自衛隊員に止められるほどに無我夢中になって泥をかき分けて父さんを探した。父さんが見つかった時、その姿を見て変に安あん堵どしたのを昨日のことのように覚えている。それからは同じように自分の家族を見つかるまで探そうとしている人を見るとそれは他人ひと事ごとではなかった。この惨さん劇げきだ。またいつ地じ震しんがあるか津つ波なみがあるか分からなかったが、できる限りのことをしてから東京に戻ることを決意した当時を思い出す。

　結局、爪と皮ひ膚ふの間に挟はさまれたものが泥なのか、コンクリートなのか、なんなのかわからないままだったけれど、ナツにとってはそれが放ほうって置けなかったのかもしれない。懸けん命めいになって洗おうとするナツの姿に、胸に込み上げるものを感じて、ナツが優やさしくしてくれればしてくれるほど目め頭がしらが熱くなった。

「いいんだって[image: ]」

　ナツには泣く姿なんて見せたくなくて、思わず大きい声を出してしまった。そしてその場で後こう悔かいした。

「ごめん……」

　小さく弱々しい声が背中越ごしに聞こえて振り向くと、ナツの表情は長い髪かみの毛に隠かくれて見えなかった。

　ナツの手の中にある石鹼を優しくとって、流れる水の中で泡立てるように爪を立てた。が、やっぱり取れない。

「ナツ、やっぱ、なかなか取れないわ。教室戻ったら、爪切ろうかな……」

「うん……」

　目を合わさずに顔を上げたナツの頰に石鹼の泡がついていた。

「ほんと、ごめんな」

　親指でそっと拭ぬぐうとナツが俺の指を摑つかんだ。




　　　　◆◆◆◆◆




　私は英二の指を摑んだ。

「なんで泣かないの」

「え」

「なんで私の前で泣かないの」

「なんでって……俺は男だから。守る立場だし」

「何、守る立場って」

「何ってなんだよ」

「まだ答えてない、まだ英二をはじめての彼氏にするか決めてない」

「あの返事か？　まだ決めてなかったのかよ」

　ナツのはじめての彼氏になってやってもいいよなんて、そんな適当なＳＮＳの告白を女子は許さないだろうと私は思った。もしかしたら現代の女子はＳＮＳの告白で快かい諾だくする子も多いのかもしれないけれど、私は受け入れられない。

「そういうの、よく分かんないから」

「え？」

「え？　とか、いいから」

　英二のため息が肩かた越ごしに聞こえた。英二は私の手を握にぎり返すと両手を私の頰に力強く押し当てた。




「はじめての、彼氏になってもいいですか？」




　英二は私の目も見ずに硬かたく言った。

「じゃあ私は、最後の彼女になってあげる、しょうがないから、守ってやる」

　英二はなんだそれ、覚かく悟ごしとけよと言って、私にデコピンをかましてきた。そのまま背を向けてまた石鹼で爪を洗い始めた。一回り瘦やせたように見えていたはずの英二の背中は、心なしか大きく感じられて私はその背中に頭をもたせかけた。そして小刻みに震えるような振しん動どうを微かすかに感じて、静かにその背中に唇くちびるを当てた。




　　　　◆◆◆◆◆




　ＳＮＳで告白なんてナンセンスだとは俺も思っていた。ナツがその後返事をしなかったから怒おこっているのは見て取れた。そういうの、よく分かんないからと、え？　とか、いいからと言われて、そうだよな、俺いますごいカッコ悪いよなと自分自身にため息をついた。勢いよくナツの手を握り返して、両手をナツの頰に当てる。くそ、こいつ近くで見るとこんなにかわいい顔してたか……絶対いまの告白は硬いと思われたに違ちがいない。




「最後の彼女になってあげる、しょうがないから、守ってやる」




　お互たがいの鼻がつきそうな近きん距きよ離りで呟つぶやかれて、俺は苦し紛まぎれに覚悟しとけよとナツにデコピンをすると、また爪を洗い始めた。

『守ってやるんだぞ』

　ナツの言葉はかつての父さんの言葉と重なって、胸の奥で何かが弾はじけた気がした。一度熱くなった目頭を必死で押さえたが、ナツの体温を背中で感じた俺は息を止めるようにして、溢あふれ出る涙なみだをナツに気付かれないように流れる水に溶とけ込ませた。
















[image: 遠まわりしよう　真山マロウ]




　編みこみにしたサイドテールの毛先をいじる。落ち着かないときの癖くせ。枝毛になるから注意しているのに、ついやってしまう。

　すりすり、すりすり、すり……。

「こふん」

　背中あわせ、うしろの誰だれかに咳せきばらいされた。

　学校の自習室。場ば違ちがいな髪のこすれる音は耳ざわりだったに違いない。配はい慮りよ不足だ。

「すみません……」

　半はん透とう明めいな声を宙になげる。

　だめだ、集中しないと。

　よし、とシャーペンを握りなおして数学の問題集と睨にらめっこ。けれど数字は、まったく頭に入ってくれない。まるでバリアが張られたみたい。目のところで、ひとつ残らず弾はじかれる。

　壁かべの時計を見る。18時33分。この数字なら入ってくるのに……。

　髪かみに手がいきかけて、慌あわててもう片方の手で押さえつけた。今日の私は、ずっとこんな調子。

　理由は、このあと泉いずみ田だくんとはじめて一いつ緒しよに帰るから。

　付き合って１か月ちょい。人生初の彼氏さんだ。




　泉田くんとは１年のとき同じクラスで、進級直前に告白された。

　私も好きだったから、迷わず首を縦にふった。

　今は残念ながら別のクラス。

　昼休みはそれぞれ友達とすごしているのもあって、２年になってからは廊ろう下かですれ違う程度でしか顔をあわせていない。

　泉田くんはバスケ部に所属。

　強きよう豪ごうとまではいかなくても、なかなかの成績をおさめている。

　すらっとしたのっぽだけれど、鍛きたえているせいか華きや奢しやじゃない。

　まえにチームメイトに「こう見えて強気なプレーをする」と言われていた。

　穏おだやかで人当たりがよくて、のんびりしているふうなのに。

　本当は負けず嫌ぎらいなのかな。私がまだ知らないだけで。

　それでも、えへへと笑うとき、困ったように眉まゆがさがるのがいいんだ。短い、ざくざくの髪をかいて。

　それから、ときどき語ご尾びがのばし気味になるのも。

　たとえば「まいったなぁ」の「なぁ」の部分。ほんわかした気分になれる。




　泉田くんと帰宅部の私は時間があわず、放課後もすれ違い。

　だけども今日、美化委員会の集まりがあるからちょうどいいかも、と勇気をだして『一いつ緒しよに帰りたい』とメッセージを送ったら、

『委員会ってそんなに遅おそくまでやるの？』

『たぶん１時間くらい』

『けっこう待たせると思うけど』

『大だい丈じよう夫ぶ。自習室でやりたいことあるから』

『じゃあ一緒に帰ろうか』

　家が反対方向。駅でお別れ。リミットは約15分。

　たったそれだけでも、なにより大事な時間。だから『キツくなったら先に帰っていいよ』と言われたけれど、絶対に待つつもりだ。

　委員会のお仕事、特別教室の清せい掃そうは予定どおりに終わった。

　移動途と中ちゆう、ちょっとだけ体育館を盗ぬすみ見る。

　泉田くんはチームメイトのひとりとボールをパスしながら、コートを駆かけぬけてシュート。

　いつもと違う。きりりと勇ましい。

　ばくんばくん、心臓がうるさくなって、すぐ自習室に避ひ難なんした。

　それからは、これっぽっちも勉強が手につかないまま。

　あと５分。あと３分。あと１分……。

　部活の終わる19時をカウントダウン。

　帰る準備をして廊下にでたら『終わった。まだいる？』とメッセージがきた。

『いるよ。どこにいけばいい？』

『いい。迎むかえにいく。自習室？』

　まもなく泉田くんが来てくれた。部活用のジャージ姿。なんか新しん鮮せんだ。

　並んで、校舎をあとにする。

「委員会が終わってから、ずっと勉強？」

「じゃない。じつは練習ちょこっと見た」

「えっ、そうなんだ。ぜんぜん気付かなかった」

　かっこよかったよ、と言おうとして、なぜだか上手うまく言葉がでない。

　とっぷりと日が暮れて、通学路は街明かり。車の音がひっきりなしに、ふたりの横を流れていく。

　なにか話さないと。けど、なにを話せばいいのか。

　私たちの会話は、毎日スマホごし。

　こうして実際そばにいるのは、告白された日以来のことだ。

　無言。胸の高鳴りだけが、にぎやか。

　もたもた歩いても、ゴールは着実に近づいてくる。

　これだけでサヨナラするのは、いやだな。

「また今度」

　足をとめて隣となりを見あげる。

「委員会のある日でいいから、一緒に帰りたい」

　泉田くんは少し驚おどろいた顔をした。

「嬉うれしいけど、小お山さ内ないは待つの大変だろ」

「そんなことないよ」

　じっと目で訴うつたえる。泉田くんの視線が照れくさそうに泳いで、ふいと横にそれた。

「てゆうか、うちの部、週１で休みだから、よければ今度の日曜とか、もし暇ひまなら」

「暇です」

　暇じゃなくたって暇にする。

　息まいた私に目線を戻もどし、泉田くんがふにゃっと笑う。

「どこか行ってみようか」

「泉田くんは、いつもどこに行ったりするの」

「いつもは、ええと、スポーツショップとか……。それは違ちがうか」

「いいな、行ってみたい」

「は？　いや、小山内スポーツやらなくないか」

「だから、よけいに興味ある」

「俺は行きなれてるから気楽だけど、それよりも、なんていうか、こう、遊べるところとか」

　泉田くんの日常に入りこんでみたかったけど、そういうのじゃないのが希望だったのかな。

「そっか。ほかに行きたいとこあるなら、そっちにする？」

　そう答えたら、うーん、と考えるそぶり。

「買いたいものあったし、行けたら助かる」

「ほんと？　よかった、楽しみだな」

「ありがと」

　どちらからともなく、歩みを再開。

「部活、お休みあるんだね」

「でも、試合が近くなると自主練したりする。監かん督とくには怒おこられる。ちゃんと休めって」

「なら、ちゃんと休んだほうがいいんじゃないの」

「わかってるけど焦あせるっていうか。……負けたくないし」

　やっぱり負けず嫌いなんだ。意外だな。

　知らない部分を、知りたくなる。

「試合いつ？　応おう援えんにいく」

「まじか。うわぁ、逆に緊きん張ちようするかも」

「わからないように変装して、こっそり見るよ」

「なんかそれ、あやしげだ」

　さっきまでが噓うそみたいに、話がころころ転がる。

「部活、テスト前も休みになる。けど俺、勉強苦手だ。歴史とか」

「暗記ものは向き不向きあるよね」

「数学も。あと英語と古典と……」

「もしかして全部？」

「そ、全部。だからテスト勉強のとき頼たよらせて」

　ふたりして笑えみをかわす。

　なんだか普ふ通つうの会話だな。

　でも、それがいいな。

　こういうのを重ねていきたいな。

　もっと、もっと、もっと。

「失敗したなぁ」

　駅にきたところで、泉田くんがぽつんと呟つぶやいた。私の大好きな八の字眉まゆの笑顔だ。

「裏道にすれば、あと５分くらいは長くいられたかも」

　欲よくばりなのが自分だけじゃなくて、ほっとする。

「うん、次はそうしよう」

「でも待たせるのは……」

「毎日じゃないからいいの」

　指きりのかわりに、手をつないだ。

　通りすがったバスケ部の人たちが、

「リア充じゆうか！」

　けらけら笑って、泉田くんの背中を叩たたいていった。
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